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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS









プロローグ

一章　グッバイ・マドレーヌ

二章　キスキスバンバン

三章　魔界へようこそ！

四章　魔界体験

五章　マイルドペイン

六章　コトリのおひめさま

七章　シルティシャープ、略してシルティ

エピローグ





プロローグ







　春日かすが理り刀とは、夢うつつの中で胸いっぱいに息を吸い込んだ。

　鼻び孔こうを通り抜け、肺に満ちるのはミルクな香り。

　つまりは、お子ちゃまな香りだ。

　自分がいま、寝ていることは自覚している。目を覚ましてもいいけど、もう少し寝ていたい。感覚的には、そろそろ起きる時間だけど、目覚まし時計はまだ鳴っていないし。

　いまの状態は、いつでも目を開けられるぞ、というギリギリの際で睡眠欲がわずかに勝っている、といったところだろうか。

　証拠に、頭頂のやや左に感じているなんらかの圧力も、しっかりと把握している。

　なんらかの圧力。いったいなんの圧力なんだろう？　ときどきむにゅむにゅ動く、やわらかな弾力のある、なにか。

　しばらく様子見ということで、もう少し布団のぬくもりに包まれて……、と再び夢の世界へ沈み込もうとしたそのとき、

「ん～、おにいちゃんのあたま、きもちいいのぉ～」

　ゆるい声と同時に、頭を抱え込まれるようにしてだれかに抱きしめられた。

　声に聞き覚えはない。

　自分をお兄ちゃんと呼ぶ存在にも、心当たりはない。

　まさか、ほとんど家に帰ってこない両親が、ひとり息子に内緒で第二子を？　なんて疑問も、すぐに放ほうり投げた。

　何者かの腕が、しっかりガッチリとアゴに極きまっている。

　何者かのなにかが、むにゅ～っと頭頂近くに押しつけられている。

　理り刀とは、カッと目を見開いた。

「ちょ、だ、だれ？」

「ん～、おにいちゃんのあたまぁ～」

「もしもし？　あのぅ、どちら様でしょう？」

　細い、しかし力強い腕をなで回しながら、理刀は呼びかけてみた。

　フォンターナ家のお姉様……、そのだれかがやってきた。

　この予想は、高確率で当たっているはずだ。

　理刀の家は、五○一号室。

　キュートは、隣の五○二号室。

　部屋をひとつ間違えて忍び込み、眠たくなったからベッドに入り、抱だき枕まくら代わりに住人の頭をギュ。

　おそらく、こんな流れなのだろう。

「お兄ちゃん」という言葉が気になるけど。

　とにもかくにも、まずはしめつけから脱出しようと、理刀は顔を抱え込んでいる腕を解ほどこうとした。が、なかなか動かない。

　無理に引きはがせば、眠りを妨さまたげられたお姉様が怒り出すかも。

　それはちょっと怖いな。

　理刀は目だけを動かして、しがみついている相手を観察した。

　腕がこの位置で、顔が右上辺りにあるとすると、いま現在、頭頂部にむにゅっと押しつけられてる部位は……。

　胸？

　朝っぱらから、心臓がアップテンポで騒ぎ出す。

　慌あわただしい鼓動に拍車をかけるように、ジリリリリリッ！　と目覚まし時計が起床の時刻を告げた。

　腕を伸ばし、手て探さぐりで枕もとの目覚まし時計のスイッチを切る。

　七時。起きて、学校にいく準備をして、朝食を食べて……、その前に、頭にしがみついているだれかをどうにかしないと。

　腕から頭を抜こうとしても、びくともしない。

「あのぅ、ちょっと放してもらえますか？」

　呼びかけても、すぴ～、くぴ～、ぷぅ～、と可愛かわいらしい寝息が聞こえてくるだけ。

　さて、どうしよう。


　　　◆◆◆



　キュート・フォンターナは、五○一号室の応接間にこっそり立っていた。

　胸の前には、トレイにのせた朝食をもっている。

　ちょっと焼きすぎたトースト。

　ちょっと水気が飛びすぎたスクランブルエッグ。コショウの量も、ちょっと多すぎたかもしれない。

　それでも、コップにはハチミツを少し落としたギュウニュウ。スクランブルエッグの横には、可愛いプチトマトをふたつ添えている。

　シンプルかつオーソドックスなブレックファースト、のつもりだけど……、理り刀とは喜んでくれるだろうか？

　本を読んで料理法を勉強し、きのうのうちに材料を準備して、今朝は早起きして、彼のために……。

　ビックリさせようと思って、ここまで忍び込んできたけど……。

　いきなり朝食を運んできたら、どう思われるだろう。












　ついさっき、目覚まし時計の音が聞こえたから、もうすぐ理り刀とが部屋から出てくるはずだ。そのときが勝負！

　笑顔を浮かべ、『朝食をつくってみたの』とトレイをテーブルに置くのだ。不自然さなど微み塵じんも見せず、優雅に、爽さわやかに、なめらかに。

　きっと、彼はこう言ってくれるだろう。

『ありがとう。キュート、朝から輝いてるね』

『ふふ、ほら、早く顔を洗ってきて。スクランブルエッグが冷たくなっちゃう』

『顔を洗う前に、朝のキスを……』

『あ、ん、もうっ、理刀ったら』

　唇と唇が、接近して……。

　きゅ─────っ！

　赤面爆発。

　キュートは、慌あわてて妄想を振り払った。

　朝食だけで、飛躍もはなはだしい。まずは段階を踏むことが大切なのに。

　頭を振り、妄想の残りカスまできれいに払い落としたあと、ドキドキを静めつつ理刀の部屋の前で背筋を伸ばした。

　トレイにのせた朝食も、見み栄ばえよく胸の高さで固定する。

　準備オーケー。あとは、彼が眠たそうな顔で出てくるのを待つだけだ。

「………」

　出てこない。目覚まし時計のベルが消えて、数分が経たつというのに。

　もしかして、二度寝？

　キュートは、きゅっと唇を引きしめた。

　プランＢに変更だ。つまり、臨機応変に。行き当たりバッタリ、ともいうけど。

　キュートは、トレイを片手で器用にもちながら、ドアノブへ手を伸ばした。

　そっと回す。

　朝早く男の子の部屋へ忍び込むという背徳感に、心臓が駆け足になる。

　そ～っとドアを開け、中へ入った。

　ベッドの上に理刀が……。

　そしてもうひとり……。

「きゅ？」

　理刀の頭に抱きついているのは……、知らない女の子だった。

「きゅ──────────────────────────────────っ!?」

　まるで腕の筋肉が痙けい攣れんしてしまったかのように、もっていたトレイを天井にむけて放ほうり投げてしまった。

　ちょっと焦こげたトーストが、

　ちょっと水気の飛んだスクランブルエッグが、

　ギュウニュウが、

　プチトマトが、

　グラスが、

　お皿が、

　空中で、舞い、回転し、ぶつかり合って……。

　もうぐちゃぐちゃ。





一章　グッバイ・マドレーヌ







　部屋にぶちまかれたトーストやスクランブルエッグや牛乳を片づけたあと、キュートが空色の瞳ひとみに怒りと苛いら立だちとうっすらとした涙を溜ためて、言った。

「知らない顔ね」

　彼女の視線は、ベッドの上で気持ちよさそうに寝ているショートのボサボサピンクヘア少女を射抜いている。

　理り刀とは、どうにかこうにか少女の腕から頭を引っこ抜くことに成功し、いま現在、キュートと肩をならべて立っている。

　せっかく用意してもらった朝食が一瞬で残飯用のポリバケツ行きになってしまったことは、残念だしキュートに悪いことをしたと思うものの、いまは頭にしがみついていた少女の身元確認が大切だ。

　理刀は大きく息をつきながら、いっこうに目を覚ます気配を見せない少女を観察した。

　グレーのシャツとマイクロミニなブルーのスカート。そこから伸びた手足は、健康的な小麦色。年の頃ころは、一三、四くらいだろうか。

　特に目を惹ひかれたのが、突き出した胸である。そこだけ、デンジャラスな違和感というか重量感というか存在感と表すればいいのか……、とにかく、幼い雰囲気と見事なまでに融合した大きな丸みに視線がぐいぐいと引き寄せられ……。

　コホン。

　キュートの咳せき払ばらいに、理り刀とは慌あわてて少女の胸から視線を外した。

　彼女が、ジトッとした目でこちらを見上げている。

　ちょっと気まずい。

　キュートが、どこか苛いらついた様子で眉まゆ根ねにしわを寄せた。

「……とにかく、この子をなんとかしないといけないわね」




　内線でスイートを呼んだ。

　もしかしたら、彼女がなにか知っているかも、とそう思ったからだ。

　すぐさま跳躍とんできたスイートは、すでに制服を身につけ、背に流した幾本もの三つ編みには一筋の乱れもなかった。朝の準備にぬかりなし、といった感じである。

　だが、スイートもキュートと同じく、

「……記憶にないお顔ですわね」

　と、首を傾かしげただけ。

　ならば、と毒どく舌ぜつ丸まるにきてもらった。

　ショートの黒髪ピシリ。黒スーツピシリ。朝から隙すきのない彼女が、いっこうに目を覚ます気配のない少女へ鋭い視線を突き刺した。

　永久に溶けない氷を思わせるメガネレンズの奥で、毒舌丸が目を細める。

「寮生でないことは確かです。新たに入寮する生徒の話は、聞き及およんでおりません」

　彼女も知らないようだ。

　理刀は、キュートと顔を見合わせた。

　この少女は、いったい何者なのだろう？

　調べてみると、ベランダに出るガラス戸が開け放たれていたから、侵入経路は考えるまでもないけど。

　少女が「魔界の住人」であることは、キュート、スイート、毒舌丸の共通した意見だった。そしてここは、魔界人が多く集まるマンションである。なんらかの目的をもってやってきたのだろう。もしかしたら、寮生のだれかを訪ねてきたのかもしれない。

　でも、どうして五○一号室に入ってきたの？

　疑問を解消するには、少女に起きてもらって事情を説明してもらえばいい。

　そんなわけで、理刀は少女の肩をやさしくゆすった。もし寝起きが悪く、とんでもない攻撃を受けたとしても、そばには毒舌丸がいてくれるから安心だ。

「もしもし？　もしも～し？」

　何度か呼びかけると、少女の長いまつげが動いた。そして、薄く目が開く。

　まぶたがよほど重いのだろう、それ以上なかなか開こうとしない。代わりに、ふっくらとした唇がふるふると震えたあと、ゆっくりと動いた。

「あ～、おにいちゃんだぁ～」

　肩口をつかまれ……、グイッと意外にも強い力で引き寄せられ……、首に両腕を回され……、頰ほおに頰を押しつけられ……、むぎゅっと抱きしめられ……。

「なっ……えっと……」

　腕のしめつけと頰の感触と胸の圧力と「おにいちゃん」という意味不明な単語に、理り刀とは混乱する頭を必死で整理した。

　バクバクバクッと心臓が跳ね回る。

「ちょ、ちょっとあんた……」

「まあ、あなた、どういったご了見で、理刀に……」

　キュートとスイートが、それぞれ声に怒りを滲にじませる。が、ふたりとも最後まで感情を吐き出さず、途中で言葉を吞のみ込んだ。

　すぴ～、くぅ～、ぷぅ～、という吐と息いきを耳もとに感じ、理刀は少女からゆっくりと体を離した。

　幸せそうな顔で…………………、寝てる。

　少女をそっとベッドに寝かせたあと、理刀は大きく肩で息をついた。

　いったい、この子は何者なのだろう。仰あおむけになっても、しっかりと谷間ができる胸から意識的に目をそらし、キュートへ顔をむけた。

　碧あおに瞳ひとみを染めた毒どく舌ぜつ丸まるが、無言のまま少女を見つめている。

「まさか、お父様の関係……じゃないわよね？」

　キュートが、恐る恐るといった様子で口を開いた。

　つい先日、フォンターナ公爵家の三女であるリイザから聞いた情報である。

　フォンターナ公爵が、お忍びで人間界へやってくるという。渡界する日時は、いまだ未定であるらしい。

「お父様でしたら、こんなだらしない方を先触れに出したりしないと思いますけど。毒舌丸は、どう思います？」

　スイートが、毒舌丸へ視線を流す。

「わたしも、スイートお嬢様と同意見です。ハンサム様でしたら、万事を見み据すえたうえで行動なさるでしょう」

「ハンサム、様？」

「ああ、ごめんなさい。理刀にはまだ言ってなかったわね。ハンサム・フォンターナ。父の名前よ」

　理り刀とを見上げてくるキュートの瞳ひとみには、もう涙のカケラも残っていない。

　朝食のことは本当に残念だったけど、つくってきてくれたというだけで、心底嬉うれしい理刀である。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、腕時計に目を落とした。

「お食事の準備が調ととのっていますので、どうぞ管理人室へ。あとのことは、わたしにおまかせ下さい」




　教室に担任が入ってきたとき、理刀は窓の外を眺ながめていた。

　席は、いちばん後ろの窓側。地下学院アンダーレゾンの最下層クラスから普通科へ戻ってきたとき、唯一あいていたのがこの席だった。クラスメイトからは〝出戻り〟席なんて呼ばれている。

　レゾン学院ビルの五階から見える景色は、都心だからやっぱりビルばかり。乱立する長方形の建物と乾いた空気がほとんどだ。

　目に馴な染じんだ眺めに意識を漂ただよわせていた理刀は、ふと気づいた。

　あれほどざわついていた教室が、静まり返っている。いつもは、担任が入ってきてもしばらくみんなしゃべり続けているのに……。

　教壇に目をむけて、ようやく気づいた。

　初老の担任の横に、見知らぬ生徒がひとり立っている。

　男子生徒？

　ブレザーとズボンを身につけているから、理刀と同性であることは間違いないのだが……、なんというか、女の子といわれても信じてしまいそうな、可愛かわいらしい顔立ちをした生徒だった。しかも、魔族であることがひと目でわかる。

　耳にかかったウェーブのきつい銀髪。少し目め尻じりの下がったやさしそうな目。微笑ほほえむことしか知らなさそうな唇。身長は一六〇前後、といったところだろうか。

「え～、急な話なんだが、あ～、魔界からの～、一日留学生で～、え～、名前は、なんだったかな？　横文字が苦手でね」

　テンポのゆるい担任教師に微笑みかけたあと、その魔族生徒がわずかに薄い胸を張った。

「アルア・クレイロードです。一日だけですが、人間界のことを学びにやってきました」

　性別のわかりづらい声をもったアルアが、パチッとウインクをひとつ。

　彼の長いまつげから、小粒のキラキラ星が舞い散ったかのように見えたのは、理刀の気のせいだろうか。

　直後、教室内が一気に騒がしくなった。

「マジ可愛くない？」「本当に男？」「惚ほれました！　つき合って下さい！」「お前、男だろ！」「愛に性別は関係ねえっ！」「センセー、コイツ壊れましたぁ」「きゃ、目が合っちゃった」「こっちも見てぇ！」「押し倒すか？」「センセー、アイツも壊れましたぁ」

　大騒ぎだ。

　普通科では珍しい魔族だし、男女問わず目を惹ひく容姿だから、無理もないけど……。

　なんの予告もなく、しかも一二月という中途半端なこの時期に魔界から留学生がやってくるなんて、今度こそフォンターナ公爵の渡界となにか関係があるのかもしれない。

　そんな疑問をもちながら、理り刀とは整いすぎているアルアの顔を見つめた。

　気になったのは、碧あお一色に染まった彼の瞳ひとみである。

　魔族は、魔力を使っている最中は瞳が碧に変色する。それは、キュートやスイートや毒どく舌ぜつ丸まる、その他ほか、フォンターナのお姉様方も例外ではない。

　アルアはいま、なんらかの魔力を使っている。でも、どうして？

　そんな疑問を頭の中でこねくり回していると、ふと視界の隅でなにかが動いたことに気づいた。窓の外に……、鳥？　思わず引き寄せられ、目をむけると……。

　指っ!?

　窓の縁ふちに、四本、ふた組の細い指が引っかかっていた。だれかが、窓の外にぶら下がっているらしい。

　ここ、ビルの五階ですよ？　そう思いつつも叫ばないでいられるのは、〝非常識〟と〝非日常〟と〝非現実〟を体験的に知っているからだ。

　魔族なら関係ナシ。飛べるし、浮遊できるし、空間移動もできるし。

　ぶら下がっているのは、だれ？　間違っても人間じゃないよね？

　理刀は努つとめて冷静さを保ちながら、窓に顔を近づけた。

　と、ひょこっと頭を出したのは、今朝の少女だった。

　どピンクのボサボサ寝癖ヘア。

　幼さの中に野性的な光を秘めた黒瞳。

　光をぴんぴん弾はじいている小麦色の肌。

　乾いた都会の空気をものともしない爛らん漫まんスマイル。

　毒舌丸が見ているはずでは？　どうしてここに？　ちゃんとエレベーターで上ってくればいいのに……。なんてことを考えながら、理刀は窓を少しだけ開けた。

「あのね、シルティシャープね、おにいちゃんがいるとこ、わかるんだよ。すごい？」

　ちょん、と小首を傾かしげられても……。この子の名前って、シル……、なに？

　留学生に集まっていたクラスメイトたちの視線が、一気に理刀と少女に集まってくる。

　と、いつの間にか、留学生であるアルアがすぐそばに立っていた。

「？」

　理刀の目をやわらかな微笑ほほえみで受けとめたあと、彼が窓からぶら下がる少女へスッと視線を移した。

　次の瞬間だった。開いた窓へ手を伸ばしたアルアが、窓縁に引っかかっていた少女の指をペシッと叩たたいたではないか。

「あいた」

　少女が声をあげた、と理り刀との鼓膜が認識したときはすでに、彼女の顔が消えていた。

「えっ？」

　落ちた？

　アルアは平然と机に片手をつき、どういうわけか異性を誘惑しているような目を理刀にむけてくる。この場合、女の子が男に対して使う色目、のほうなのだが……。

　ひと呼吸……、ふた呼吸……、静寂が、教室を支配する。

　口を開く者はだれもいない。

　魔族だから、無事だよね？

　そう問いかけようと、理刀はアルアの碧あおに染まった瞳ひとみを見上げた。直後……。

　ガシャアアアアアアアアアアアアアアン！

　硬質な破砕音に、開こうとした口をふさがれた。

　音は、すぐ後ろから。

「ぎゃふん！　ごろごろごろぉ～」

　コミカルな自前の効果音を吐き出しながら、教室後ろのデッドスペースを廊下側へ転がっていくのは、落ちたはずの少女だった。

　落ちて、飛んで、窓に突っ込んで、そのままごろごろぉ～、ですか？

　ガラスの破片が、床に散らばる。

　クラスメイトたちが、驚きよう愕がくの声をあげる。

　担任が、表情を凍らせたまま教卓の横から動けないでいる。

　少女は、ドガァァァンと派手な音をたてて教室後方のドアにぶつかったあと、素早く立ち上がった。そして、くるりと理刀にむき直る。ぷるん、と大きな胸が震える様には、正直ドキッとするけど……。

「ちゃくち、せいこう！」

　いや、そうじゃないでしょ？　なんてツッコミは、ノドの奥に押し込んだ。いま大切なことは、着地の成否なんかじゃなくて……。

「シルティ、迷惑かけちゃダメだよ？」

　アルアが、少女にやさしい目をむける。

　ふたりは、知り合い？

　アルアの声で、少女が姿勢を正した。が、どこか滑こつ稽けいに見える。まるで、子どもが兵隊ごっこをやっているようだ。

「お利り口こうにしなきゃね？」

「はぁい、シルティシャープ、おりこうにしまぁ～す！」

「ん、いい子だ」

　アルアが嬉うれしそうにうなずくと、それに合わせたかのように、クラスメイトたちが「おお～」と驚嘆の声をあげた。

　アルアのような〝美〟がふたつもみっつもつくような魔族生徒は、うなずくだけでも画えになるのか？　うん、なるよね。

　一瞬、理り刀とはそう思った。

　が、クラスメイトたちが声をあげたのは、べつの理由からだったようだ。

　カチ、カチカチピシッ、という音に振りむくと、割れたはずの窓がもとに戻っていた。散らばっていたはずの破片も、いつの間にかきれいに消えている。一二月の北風を瞬またたく間にシャットアウトだ。

　理刀の目に映るのは、ヒビひとつない、しかも前より透明感の増した窓ガラスだった。

　拍手が巻き起こった。理刀も、つられて手を叩たたく。

　優雅に両手をひろげたアルアが、拍手の渦うずに愛らしい笑顔でこたえた。そんな姿も、文句のつけようがないほど画になっている。

　壊れたものをもとに戻す、という魔法がどれほどのレベルなのかわからないが、かなり難易度の高い術式であろうことは想像に難かたくない。

　アルア・クレイロードという魔族生徒は、もしかしたらかなりの有名魔族なのかも。

　拍手の中、窓を突き破って飛び込んできた少女が、理刀に歩み寄ってきた。満面に浮かべた笑みは、片時も崩れない。

「おにいちゃん、あのね……」

「シルティ、まずは自己紹介をしなきゃね。ここは人間界の学舎なんだから、自由気ままに振る舞ってはいけないよ」

「をぉ？　うん、じこしょうかい、しなきゃね」

　アルアの言葉で、少女が教室中に無邪気な笑顔を振りまいた。

「シルティシャープです。おにいちゃんにあいにきました。アルアとは〝ナイショのおともだち〟です。だからね、あのね、ん～とね、ナイショなの」

　言ってすぐに、生徒たちの反応など気にする素そ振ぶりも見せず、理刀の頭に抱きついてくる。座ったままだから、彼女の胸がちょうど側頭部にくっついて……。むにゅ。

「おにいちゃんのあたま、だいすきぃ」

　頭マニアなのか？

　ざわつく教室。クラスメイトたちの驚いた視線。茫ぼう然ぜん自じ失しつ、といった表情の担任。微笑ほほえみが似合いすぎるアルア。

　理刀は、シルティシャープと名のった少女のぷるぷるバストの感触に、どう対処すべきか懸けん命めいに考えた。が、こたえは出ない。

　アルアとは〝秘密のお友達〟であることはわかった。秘密なら、無理に教えろとは言わない。だから、彼ではなくどうして自分の頭に抱きついてくるのかも訊きかない。この際、我慢する。本音は……、そんなに嫌じゃなかったりもするから。

　でも、これだけはハッキリと言える。

　オレは、キミの、「おにいちゃん」ではありません。




　午前中はずっと、授業中だろうと休み時間中だろうと、シルティシャープことシルティは教室に居座っていた。

　理り刀との席の後ろで床に座り込み、女の子座りでクピ～スピ～と寝ていた。

　べつに授業の邪魔をされるわけじゃないし、魔族だし、一日留学生もいることだし、と教師たちが大目に見てくれたため追い出されなかったのだ。

　アルアは、シルティにほとんど関心を示すことなく、ずっと静かに授業を受けていた。そして昼休みになるとすぐ、まるでさらわれるようにクラスの女子から食堂へ連れ去られてしまった。

　代わりにやってきたのは、キュート、スイート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かといういつものメンツである。スターライト・ガールズだ。

　弁当を食べながらアルア・クレイロードのことを話題に、と考えていた理刀だったが、目を覚ましたシルティがそれをさせてはくれなかった。

「ゴハン？」

　窓から飛び込んできたときとは、明らかに目の輝きが違う。

　シルティの姿を見つけ、キュートとスイートがそろって目を見開いた。

　黒媛たちは、「だれだろ？」といった表情である。

「ちょっとあんた、なんでここにいるのよ？」

　すぐさまキュートが、シルティに食ってかかった。いきなりケンカ腰である。

　キュートより三センチほど背の高いシルティが、ニコ～ッと表情をゆるめた。

「ぴゅ───ってきたの」

「毒どく舌ぜつ丸まるから逃げてきたのですか？」

　キュートの後ろから、今度はスイートが質問する。

「あのね、バイバイってしたらね、メガネのおねえちゃんも、バイバイって」

　顔の横で、シルティがブンブンと右手を振った。

　よくわからない説明だが、なんとなく想像はできる。

　毒舌丸は、突然現れた正体不明の少女が「帰る」と言い出したため、そのまま見送ったのだろう。とめる理由や事情もない。まさか、レゾン学院へ飛んでいくとは考えもしなかったはずだ。胸は大きいけど、見た目やしゃべり方や仕草は、まるっきりお子ちゃまだし、敵意のカケラもないから。

「キュートたちの知り合いか？」

　訊きいてくる黒くろ媛ひめに、キュートとスイートが同時に首を振ったそのとき、

「わ～い」

　まるで、遊園地の入口をくぐった子どものように、シルティが満面の笑顔で両腕をひろげた。そしてそのまま、黒媛に抱きついていく。

　巨乳と巨乳の正面衝突!?

「な、なんだ？」

「エヘヘ～」

　驚く黒媛とにこやかなシルティ。

　理り刀とにも、状況が吞のみ込めない。

　キュートや他ほかの女の子たちも、ポカンとした表情だ。

　黒媛とシルティは知り合い？　どういった関係？

　黒媛が、抱きついてきたシルティからわずかに体を離し、その顔をまじまじと見つめた。

「わたしを知っているのか？」

「んっとね、あっ、そうだった。ナイショなんだよ。だからね、シルティシャープはね、だれもしらないよ」

　エヘヘと笑いながら、シルティが黒媛から体を離す。

　なにがなんだか、サッパリわからない。

「あんた、人間界になにしにきたの？」

　微妙にトゲの混ざったキュートの問いに、

「えとね、なんだったかな？」

　シルティが、これでもかというほど首を傾かしげた。本気で悩んでいる様子だ。

　キュートが、小さく肩をすくめた。小麦色の肌をもつ女の子に呆あきれつつも、なんだか憎めないな、といった表情である。

　黒媛が、コホンと咳せき払ばらいをしたあと、

「それじゃあ、あらためて自己紹介をしよう。亜あ威い黒媛だ。ヨロシク」

「……美み々み津つ、巴ともえです」と巴も続く。

「亜威百もも香かです。はじめまして！」百香も、姉に倣ならってピシッと手をあげる。

「あのね、シルティシャープはね、〝シルティシャープ〟っていうなまえなの。シルティってよんでね」

　人間界にきた目的を思い出す、という目的をあっさりと放ほうり投げ、黒媛たちに笑顔をむけたシルティだったが、二秒後にはキュートが手にした弁当箱へ熱い視線をむけていた。

「ゴハン？」

「あ、あげないわよ」

　弁当箱を胸に抱くようにして、キュートが理り刀との右隣にさっさと腰を下ろす。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人も、あいた机を寄せ、ならんで腰を落ち着けた。

　スイートも、素早く椅い子すを借りてきて、無駄のない動きで理刀の左隣を占拠する。

「ほら、シルティはここに座れ。お昼の用意をしてきてないなら、みんなから少しずつもらえばいい」

　黒媛が自分の隣に席をつくり、ひとり立っているシルティに声をかけた。さっそく、「シルティ」と親しげに呼んでいるところなど、とても彼女らしい。

　エヘへ、と笑いながら、シルティが勧められた椅子にお尻しりを下ろす。

　すぐに巴が、いつもの弁当箱とは違うちょっと大きめのプラスチック容器を取り出し、寄せた机の中央に置いた。

「あ、あのね、マ、マドレーヌ焼いてみたの……レモン風味よ。みんな、食後のデザートに、食べて。り、理刀くんは、あ、甘いもの、苦手とかじゃない？」

　巴が、上目づかいで理刀にたずねてきた。

　男が「甘いもの好き」だなんて恥ずかしい……、なぁんて理刀は毛ほども思っていない。

「オレ、甘いもの好きだから」

「わたしも大好きでぇ～す」百香が、すかさず笑顔を添える。

「自分でお菓子つくったの？　すごいわね」キュートが、まぶしげに容器へ目をむける。

「まどれぇぬ、というスイーツですか？　今度、わたくしも挑戦してみますわ」スイートが、容器に鼻を近づける。獣人のクオーターだから、香りには敏感だ。

「巴がつくったヤツは、なんでもおいしいからな。食後が楽しみだ」黒媛が、いつもの余裕たっぷりな笑みを浮かべている。

「よかった。みんなの分あるから、食べて」

　幸せそうに頰ほおをゆるめた巴が、容器のふたを開けた。中には、ひと口サイズの貝殻型マドレーヌが、一〇個ほど入っている。

　机の上に甘い香りが漂ただよった。周りのクラスメイトたちが、羨うらやましそうな目をむけてくる。

｛謎エニグマ｝お手製のマドレーヌ。しかもレモン風味。だれだって、それこそノドから手が出そうなほど欲しい一品に違いない。垂すい涎ぜんもの、といってもいい。

　食後じゃなくても、ひと口くらいならいますぐにでも……。

　そう考え、理刀が手を伸ばそうとしたそのときだった。

「「「「「「！」」」」」」

　わずかな予備動作もなくひょいと右手を伸ばし、猛もう禽きん類るいも顔負けの力強さでガッとマドレーヌの大半を鷲わしづかみ、無む造ぞう作さに口へ押し込んだのは……、シルティだった。

　容器にひとつだけ生き残ったマドレーヌも、左手でサッとつかんで確保する。まるで、野生の獣のような貪どん欲よくさである。

　むぐもぐまぐむぐむぐもぐぅむぅ、んくんく、ごきゅ。

　シルティは、味わうとか、品よくとか、女の子らしくといったものを魔界に置き忘れてきたのだろう。無我夢中で咀そ嚼しやくし、口の中身を吞のみ込むとすぐ、もっていた最後のひとつもパクリとやっつけた。

　理り刀とたちは、ただただポカ～ンと見ていることしかできない。

　ただひとり、巴ともえを除いて。

　動揺を静めるように大きく息を吸い、ゆっくりと吐き出したあと、彼女がおもむろに唇を開いた。

「大量虐殺ポグロム、異教徒ゴイーム、器の破壊ツイムツイム、汝なんじ、蒼あおき死相を呈する者よ、我が泣き濡ぬれし魂に応こたえよ、凶悪無比なる大殺神の暴か風ぜを従え、疾とく、むぐぐぅ……」

「と、巴、落ち着け！」

「巴ちゃん、落ち着いてぇ！」

　絶妙のコンビネーションで巴の口を押さえたのは、黒くろ媛ひめと百もも香かだった。

　亜あ威い姉妹に呪じゆ文もんの詠唱を邪魔された巴が、ことさら彼女たちの手を振り払おうとはせず、涙を溜ためた目で恨めしそうにシルティを見ている。












　キュートとスイートは、理刀の両隣で仲よく固まっている。こんな場合、下へ手たな発言は控えたほうがいい。火に油を注ぐことになりかねないから……。

　だから理り刀とも、口を動かさず、目だけを動かした。

　シルティへ視線を送る。

　無邪気すぎる笑顔。レモン風味のマドレーヌを瞬時に食べ尽くした口は、愛らしい笑みのかたちに固定されているかのようだ。

「シルティシャープね、おいしいのだいすきぃ」

　悪気のないコメントに、全身の力が抜け落ちていく。もう笑うしかない。

　キュートも、スイートも、黒くろ媛ひめも、百もも香かも、みんな苦笑いだ。

　巴ともえだけが、泣きそうになってるけど……。




「おにいちゃん、シルティシャープ、ずっとしずかにしてたよ。えらい？」

　放課後になり、教室を出てから普通科生徒専用のエレベーターにのり、学院ビルの一階ホールに着くまでずっと、シルティは理刀の腕に抱きついたまま離れなかった。

「偉いよ」

　とにかく褒ほめておく。そうすれば、彼女はご機嫌だから。

「おにいちゃん」と呼び続けられ、こうして甘え続けられると、なんだか本当の兄妹きようだいになったような気がしてくるから不思議だ。

　一階ホールには、すでにみんなが顔をそろえていた。キュート、スイート、黒媛、巴、百香。行き交う人たちの目を惹ひきまくる女の子たちだから、近づくのが畏おそれ多いような嬉うれしいような……。

　彼女たちの中でひとり、理刀の接近に素早く気づいたキュートが、ニッコリと微笑ほほえ……むことなく、目をつり上げた。

　理刀の腕にしがみついたシルティに視線を突き刺し、不機嫌です！　とアピールするかのように両手を細い腰に当てた。

「あんたもしつこいわね。まだいたの？　さっさと魔界に帰んなさいよ。っと、その前に理刀から離れなさいよね」

「常識的に考えて、あなたのようなタイプがおひとりで渡界したとは思えませんわ。だれといっしょに人間界こちらへいらしたのですか？」

　いっしょにいたスイートも、すぐさま口を開く。

　そんなフォンターナ姉妹を前に、シルティはきょと～んとした顔だ。

「う～ん、よくわかんないこときかれたらね〝キオクニゴザイマセン〟っていえって、いわれたの」

「だれに言われたの？」

「あのね、んとね……ナイショ」

「あなたとお話ししても、たいした収穫はなさそうですわね。きょうのところはお引き取り下さいませんか？　次回あらためて、あなたといっしょに渡界なさった方と……」

「それ、ボクです」

　いきなり姿を現したのは、アルア・クレイロードだった。

　キュートが、わずかに目を見開いた。

　スイートが、わずかに目を細めた。

　黒くろ媛ひめが、唇を半開きにした。

　巴ともえが、頰ほおを微かすかに紅あかくした。

　百もも香かが、「ふわぁ～きれいな人ぉ」とため息をもらした。

　五人の少女たちが、それぞれの反応を示した直後、

「!?」

　いきなり、アルアが五人に増えた。

　分身の術？　理り刀とに見えているということは、幻術の類たぐいではないのだろうけど……。

　この場にいる全員の驚きを一身に受けながら、五人のアルアが五人それぞれの少女たちに歩み寄り、その手を取った。

「「「「「クルアーナ海に浮かぶ緑多きウィンスレイ島の領主、クレイロード伯爵の長子、アルアです。一日という短い期間ですが、レゾン学院の普通科に留学生としてやってきました。シルティはボクの従者です。ご迷惑をおかけして申し訳ありませんが、この通り悪気のない娘ですので、人間界のルールをいろいろと教えてあげて下さい」」」」」

　キュート、スイート、黒媛、巴、百香それぞれの手の甲に唇を軽く押しつけたあと、アルアが再びひとりに戻った。

　とんでもない自己紹介だ。

　理刀は、キュートの手にキスをするアルアを見て、なんとなくムッとした。と同時に、嫉しつ妬としている自分に気づいて嫌な気分にもなった。

　黒媛が、頰を紅く染めている。

　巴は、顔中真っ赤だ。

　百香も、ぽや～っと呆ほうけたような表情である。

　彼女たちと違い、キュートはすぐに態勢を整えた様子で、ツインテールのひと房を背に払った。

「キュート・フォンターナよ。よろしくね」

「スイート・フォンターナです。ムラのない分身術式、勉強になりましたわ」

　スイートも、アルアの美び貌ぼうに吞のまれなかったようだ。毅き然ぜんとした態度で自己紹介を返している。

「フォンターナの美しい姫君たちとお会いできるなんて、光栄です。それに、人間界の女性も美しい方ばかりで、正直いま、気持ちを落ち着かせるのに精いっぱいなんです」

　癖のある前髪を軽くかき上げたあと、アルアが銀髪の輝きに勝るとも劣らない白い歯を見せた。

　彼に笑顔をむけられ、女の子たちがポポポッと音が聞こえてきそうなほど頰ほおを染めた。

　理り刀とも、アルアの少女的な部分にドキドキだ。同性のはずなのに……。

　わずかに目を細めたスイートが、アルアの笑みに疑問を投げた。

「留学するご意志は素晴らしいと思いますが、どうして地下学院アンダーレゾンか能力開発学科ペンタグラムではなく、普通科へいらっしゃったの？」

「我々魔族とは似て非なる〝人間〟という種族と接してみたかったのです。魔力をもたない彼らから学んだことは、間違いなく一生の宝となるでしょう」

　まるで準備していたかのように教科書的なこたえを返したアルアが、すぐさま理刀に流し目を送ってきた。

　ゾクッとするほど艶なまめかしい目線に、なんだか変な気分になってくる。腕には、いまだにシルティの胸が当たっているから、下半身がムズムズするというか……。

　スイートの横から、キュートもアルアへ顔を近づけた。

「あなたの、その目。なんの術式組んでんの？」

　アルアの瞳ひとみがずっと碧あおに染まっていることが、彼女も気になっていたらしい。












「これ、生まれついての地色なんです。魔力を使ってるって、よく勘違いされますけど」

　アルアが、自らの目を指さした。

「ふ～ん、珍しいわね」

「ほら」

　いきなり、アルアが理り刀とに抱きついてきた。

　理刀より一〇センチほど背が低いし、華きや奢しやだし、女の子かと疑ってしまうほど可愛かわいいし、クリクリの銀髪からは柑かん橘きつ系けいの香りが漂ただよっているから、思わず体が強こわ張ばってしまう。

「な、お、おい……」

「春日かすがくんが『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者だってことは、留学する際に大使館のほうから聞いてました。ほらね、キミに触れても平気でしょ？」

　サッと距離をとったアルアが、悪戯いたずらっ子のようにペロッと舌を出した。彼の瞳ひとみは、碧あおのまま変わらない。

「シルティシャープもだっこ」

　アルアが理刀に抱きついたのを見て、シルティも正面から抱きついてきた。

「ちょ、ちょっとあんた！　いい加減に理刀から離れなさいよねっ！」

　キュートが、シルティに怖い目をむける。

　スイートが、ピリピリとした表情で帽子をかぶり直している。

　黒くろ媛ひめが、どこかいらついた目をして、大きな胸を押し上げるように腕を組んでいる。

　巴ともえが、理刀とシルティの密着カ所をジ───ッと刺すように見つめている。

　百もも香かが、ちょこんと唇を突き出している。

　この場で微笑ほほえんでいるのは、アルアひとりだけ。

「おにいちゃぁ～ん」

　シルティの甘え声を耳に、理刀はとにかく笑っておくことにした。




〝フォンターナ公爵家とクレイロード伯爵家の親しん睦ぼくを深めるため〟という名目で、理刀たちは駅前のある場所に入った。

　アルアが「ニッポン国の経済を支え、その知識がなければ隣人との交流もままならないというゲーム業界、その一翼に触れてみたい」と言い出したのがキッカケだった。

　びみょ～に勘違いをしているようだが、日本がゲーム大国であることに間違いはない。

　というわけでいま、理刀たちは騒音渦うず巻くゲームセンターにいる。

　アルアとシルティが、驚いた顔でゲーム機の画面を次々と覗のぞき込んでゆく。

　キュートとスイートは、「人間界には慣れてるのよ」といった態度で、アルアの手前のんびりと店内を眺ながめているが、内心では驚いているのだろう。アンデッドが次々と襲いかかってくるという、シューティング・ゲームの大画面に目が吸い寄せられている。

　黒くろ媛ひめたちはというと、アルアの動きにそれとなく注意を払いながら、それほどはしゃぐことなく歩いている。

　彼女たちがアルアへむける目に微妙な違和感と微かすかな嫉しつ妬とを覚えながらも、理り刀とは騒そう々ぞうしい音の中を目的もなく歩き続けた。

　ときどき家でゲームをやる程度の理刀だから、ゲームセンターにきてまで「これをプレイしたい！」というモノがない。

　ふと、ふたりの姿が目に留まった。

「あ……」

　ふたつならんだダンシングゲームで、仲よくリズミカルに踊っているのは、黒のサングラスを頭にのせ、黒の革ジャケットと黒の革パンツと黒のブーツという、同じ衣服を身につけた女性たちだった。彼女たちの違いは、金と銀の髪色だけ。

　ゴルゴンゾラとパルメザンの迷惑ツインズだ。

　ダンスゲームの周りには、多くのギャラリーが集まっている。

　ゴルパルツインズはふたりとも、見た目はきれいだし、笑顔も魅力的だし、動きも派手だし、双子だから、人目を惹ひく要素は十分すぎるほどもっている、けど……。

　やばい。

　意味もなく、腰が退ひけた。いや、意味はある。彼女たちといっしょだと、ちょっと、ときにはかなり、やばい。

　キュートたちに報しらせて、こっそり逃げよう。

　理刀は、踊り続けるツインズにくるりと背をむけ、一歩を踏み出した。が……、

「混こん沌とん坊や、偶然だね」

「混沌坊や、奇遇だね」

　ニコッとダブルスマイルを浮かべたツインズが、理刀の前に姿を現した。

　見つかった。いや、ロック・オンされた、といったほうが状況を的確に捉とらえているだろうか。

「あ、どうも、こんにちは」

「お、あそこにいるのは、魔族の少年じゃないかな？」

　金髪のゴルゴンゾラが、ピッと理刀の後ろを指さした。

「魔族の少年だねぇ」

　銀髪のパルメザンが、ニコ～ッと楽しくて堪たまらない、といった笑みを浮かべる。

　振り返ると、すぐ後ろのゲーム機をアルアが興味深げに眺ながめていた。そのむこうに、キュートたちの姿も見える。

　彼女たちはまだ、お姉様方に気づいていないらしい。ゲーム画面に夢中のようだ。

「混沌坊や、ゲーセンにきたからにゃあ、ゲームしなきゃダメだよ」

「漢おとこだったら、闘わなきゃダメだよ」

「「闘わなきゃダメだよね～」」

　顔を見合わせ、ね～といっしょに体をゆらすツインズは、どんなときでもラブラブだ。

　理り刀とに逆らう術すべはなかった。きっと、ツインズの辞書に「拒否権」という言葉は載っていないのだろう。

　ゴルゴンゾラに腕をつかまれ、引きずられていった先は、一台のゲーム機の前だった。対戦も可能な格闘ゲームである。

　ひょいとむかい席を覗のぞくと、パルメザンに捕獲されたアルアが、驚いた顔で席に座らされていた。

　彼と目が合ったため、理刀は満面に笑顔を浮かべて小さくうなずいた。

　逆らうな、と。

　ゴルゴンゾラが、間かん髪はつ入れずにコインを投入する。

　そんな流れで、理刀vsアルアというゲーム・バトルの幕が引きずり下ろされた。

　ゲームは『狂きよう拳けんデンジャラス・デイＥＸ』。

　知ってはいるけど、一度もやったことのないものだ。もちろん、アルアだってたいして違わないはず。

　理刀が選んだキャラは、フリフリメイド服が可愛かわいい、『アイアン・めぃでん』だ。「得意なことは家事全般と密室殺人」というキャッチフレーズがいかれてる。

　アルアは、純白フリフリのエプロンが似合う人妻、『薬やく殺さつ趣しゆ味み子こ』をチョイスした。「趣味は、夫、姑しゆうとめ、隣人、ＰＴＡに集つどう奥様方の薬殺を計画すること」というヘヴィなもの。

　フリフリ対決、といったところだろうか。

　レディ・ゴー！

　対戦が始まると、理刀は適当にレバーを動かし、ただただボタンを押し続けた。

「混こん沌とん坊や、ファイト！」

　理刀の両肩に手をのせたゴルゴンゾラが、背から画面を覗き込んでくる。

　革と香水の匂においを感じながらも、理刀はとにかく『アイアン・めぃでん』を動かした。

『薬殺趣味子』も、なかなかいい動きだ。

　でも、互いにパンチとキックばかり。

「あ、ダメだよ。ここはこうしなきゃ」

　ゴルゴンゾラが、後ろから手を伸ばしてきた。そうなると当然、彼女の胸が理刀の背に押しつけられることになる。

「ここは、隠しもったアイスピックで攻撃しなきゃ」

　理刀の手を上から押さえ、ゴルゴンゾラが『アイアン・めぃでん』を動かし始める。

　途端、『薬殺趣味子』が口から霧状のなにかを吐き出した。ゲーム機上の説明を読むと、「毒霧」という技であることがわかった。

　アルアに出せるはずがないから……。あちらもパルメザンが加勢を始めたようだ。

　こうなったらもう、理り刀とvsアルアではなく、ゴルゴンゾラvsパルメザンだ。

「お、パルってば、やるね」

　ゴルゴンゾラも、それを承知しているらしい。理刀の手を放さず、素早くレバーとボタンを操作していく。

　奥義の応酬。的確な防御。踏み込みとバック・ステップのタイミング。どれをとっても、見ていて体が震えてくるほど絶妙だ。かなりやり込まないと、ここまで自在にキャラを操ることはできないだろう。

　だが、『アイアン・めぃでん』のほうがわずかに押されている。というよりも、理刀が適当に操作していたツケが回ってきている、といったほうがわかり易やすいかもしれない。

「よ～し、こうなったらぁ、炎のコマ回しぃ！」

　いきなり、ゴルゴンゾラの左手が燃えた。が、すぐに消えてしまう。理刀にべったりとくっついていれば、それも当然だが。

「んん～、こっちは混こん沌とん坊やと組んじゃってたの忘れてたぁ、これは不利だねぇ」

　ゴルゴンゾラが、理刀の後頭部におでこをグリグリと押しつけてくる。

　その隙すきを突かれ、『薬やく殺さつ趣しゆ味み子こ』のコンボが『アイアン・めぃでん』に連続で決まり、

「あ、やぁん、パル、ちょっとタンマ」

　ゴルゴンゾラの悲鳴に近い声も聞いてはもらえず、『アイアン・めぃでん』が地に倒れ伏した。

　ＹＯＵ　ＬＯＳＥ

「あらら～、負けちゃったねぇ。よ～し、次はがんばろうねぇ」

　ゴルゴンゾラが、再び理刀に体を密着させてきた。手も放してくれない。きれいなお姉様にピタ～ッとくっつかれるのは、そんなに悪くないけど、でも……。

「あの～、どのくらいやるんですか？」

「ん？　場合によっては閉店までやるよ？　闘いは熱くなきゃダメだからねぇ」

「えっと、あのぅ～」

　閉店まで？　ボタンを押す指が磨すり減へっちゃいますよ？

　理刀を気づかう様子もなく、ゴルゴンゾラがピッと人差し指を立てた。

「チャレンジ、リベンジ、楽しいねぇ～」

　いや、そんなに楽しくないです。

　彼女が、ボタンを押そうとしたそのとき、

「ゴル、帰りましょ」

　ゲーム機のむこうから、パルメザンが顔を出した。

「ん？　なんで？」

「あのねぇ、ちょっとちょっと」

　パルメザンに手招かれ、ゴルゴンゾラが彼女に歩み寄り、顔を寄せ合ったツインズがアルアのほうをチラチラ見ながら、なにやらコソコソささやき合い……。

　五秒後、ふたり同時に右手をあげ、

「混こん沌とん坊や、それじゃね」

「混沌坊や、またね」

「「ごきげんよ～」」

　姿を消した。

　騒そう々ぞうしいゲームセンターの中が、急に静かになったような……。

　どうして帰っていったのだろう？　急な用事でもできたのかな？

　ゲーム機のむこう側を覗のぞくと、アルアがやさしげに微笑ほほえんでいた。

　すぐに、

「いまの、ゴルゴンゾラお姉様だった？」

　おそるおそるといった様子で、キュートが歩み寄ってきた。

「パルメザンお姉様も、いらっしゃったようですけど？」

　クレーンゲームの陰から、スイートがひょこっと顔を出した。

「うん。でも用事ができたみたいだよ」

　理り刀とのこたえに、キュートがキョロキョロとゲームセンターの中を見回した。

「戻ってくるかもしれないから、場所を移したほうがいいかも……」

　よし、だったら速すみやかに移動しよう、なんてちょっと言い出しづらい。

　ふと見ると、シルティがゲームの大画面を興味津々といった様子で見つめていた。

　画面の中では、巨大なドラゴンが紅蓮の炎を吐き続けている。大迫力だ。

　すぐにこちらの視線に気づいた彼女が、跳ねるように駆け寄ってきた。そして理刀の腕にぷにゅんと抱きついてくる。

「おにいちゃん、おなかすいた」

　キュートとスイートの眉まゆが、ピクッと動く。

　そんな彼女たちの後ろから、黒くろ媛ひめたちが近づいてくる。

「なにか食べにいくか？」

「いく！」

　シルティの右手が、元気にあがる。

　アルアは、ずっと微笑んだままだった。





二章　キスキスバンバン







　ジュジュジュゥ。

　溶かした小麦粉と具材が焼けていく。

　理り刀とたちは、ゲームセンターを出て五分も歩かない場所にあるお好み焼き屋『鉄ＰＡＮ娘』にきていた。

　黒くろ媛ひめお薦すすめの店だから、味の心配はないだろう。

　店に入るなり、「なにも言わず、まかせてほしい」と胸を張った黒媛が、店員に「いつものヤツを八名分」と注文したあと、奥の座敷に彼女自ら案内してくれた。

　座敷の入口からむかって右に、中央に鉄板がはめ込まれた長方形のテーブルが一卓。その左に鉄板を板で塞ふさいだテーブルがもう一卓。

　それぞれの机に四人ずつ座り、運ばれてきた具材を右側のテーブルだけで焼いている、というわけだ。

　理刀は、鉄板を塞いだテーブルの入口側、そのいちばん隅に座った。右隣には、ずっと離れないシルティが座っている。目の前にはキュート、シルティのむかいにはスイート、という配置だ。

　現在、鉄板でお好み焼きをつくっているテーブルには、入口側に百もも香かと巴ともえがならんで座り、彼女たちとむかい合って、黒媛とアルアが腰を下ろしている。

　焼いているのは、亜あ威い姉妹である。

　黒媛と百香が、ヘラを片手に真剣な目を鉄板の上に注いでいる。

「焼き加減を失敗したら、素材の味が落ちてしまうからな。ここは、わたしと百香にまかせてくれ」

　黒媛の言葉に、百香がニパッと笑う。が、すぐにまた表情を引きしめる。

「焼きテクは黒くろ姉ねえ様さまに遠く及およびませんけど、がんばります！」

　亜威姉妹には、お好み焼きに対する並々ならぬこだわりがあるようだ。

「なんか、すごいわね」

　隣のテーブルへ目を投げながら、キュートがコクッとツバを吞のみ込んだ。

「お手並み、拝見させていただきますわ」

　アゴを引き、背筋を伸ばしたスイートが、隣の黒媛へ挑戦的な視線をむける。

　アルアも、キュートたちと同じく興味津々といった目で黒媛たちの手もとを見ている。

　魔界の貴族にとって、目の前でごちゃごちゃとした食材が焼かれている様は、一種のエンターテイメントなのかもしれない。

　巴は、おそらく何度か黒媛たちと食べにきたことがあるのだろう。どこかゆったりとした様子で、香ばしく焼かれてゆく具材を眺ながめている。

　黒くろ媛ひめが、アルアを横目に得意げな笑みを浮かべた。

「もう少し待っててくれ。鉄板に面した部分が見えないからこそ、指先の感覚が重要になってくるんだ。ヘラから伝わる粘りケの有無で、焼き具合をだな、こう……」

　鉄板をこするようにして具材の下にヘラを入れ、前後に軽く動かした。

　姉の言葉を受け、百もも香かも視線に力を込める。

「おいしく焼き上げるためには、コツがあるんですよ。亜あ威い家秘伝の手法なんですけど、今回は特別にお教えしちゃいますね。それは……」

　彼女が、ヘラを握る手にグッと力を入れたそのとき……。

　悲劇が、スマイル全開でお好み焼きに襲いかかった。

　グワシッ！

　鉄板の上でジュウジュウ音をたてていたお好み焼き、厳密には、生焼けの具材の集合体を不作法につかみ取ったのは、またしてもシルティだった。

　サッと隣席へ腕を伸ばした彼女が、熱した鉄板にも負けず、みんなの驚いた表情にもお構いなく、味など気にもしない勢いで、「お好み焼き」に焼き上がるはずだったモノをむしゃむしゃと手づかみで食べ始めた。

　ついでに、黒媛が焼いていた分にも手を伸ばし、グワシッ！　そして、パクッ、むしゃむしゃもぐもぐ、んくんく、ごくん。

　黒媛と百香が、これ以上はもう無理、という限界ギリギリまで両目を見開いた。

　ポカンと開けた口も、同じ。

　カチャン、と鉄板の上にヘラを落としたタイミングまで同じ。

　むぐむぐもぐまぐ。シルティが、心底嬉うれしそうな顔で、「生焼き」を頰ほお張ばっている。

　せめて……、ソースかけたら？


　　　◆◆◆



　キュートは、あらためて黒媛に焼いてもらったオコノミヤキを食べながら、正面に座った理り刀とへ意識をむけていた。

　彼の隣には、シルティシャープという食い意地の張った女が座っている。

　食事のマナーどころか、食器の使い方さえ知らないなんて、いったいどこの辺境部族なのだろう。同じ魔界人として、恥ずかしい。

　いまも食事中だというのに、理刀にベタベタくっついて離れないし。

　でも……、とキュートは下唇を軽く嚙かんだ。

　あれだけストレートに「好き」だという感情を表に出せることが、ちょっと羨うらやましい。

　プライドもなく、計算もなく、自己防衛という意識もなく、ほとんど捨て身で相手に気持ちを伝えるという行為に、本音のところでは感心している。

　悔しいけど、自分の朝食計画と比較しても、その出力と効果は圧倒的にむこうが上だ。

「おにいちゃん」と呼んでいる意味が、よくわからないけど……。

　キュートはハシを動かしながら、それとなくシルティシャープを観察した。

　髪型や衣服に無む頓とん着ちやくであることは、ひと目でわかる。それに加えて、彼女はどこか無色で無防備な空気をまとっているから、好きになった相手の色へなんの抵抗もなく染まってしまいそうに見える。

　だとすると、男の子にとっては素直で可愛かわいらしい女の子、ということになるのかも……。

　もしかしたら……、強敵？

　そんなことを考えていると、不意に声をかけられた。

「キュートさんは、いつまで人間界にいらっしゃるんですか？」

　端のほうに座ったアルアが、黒くろ媛ひめとスイート越しにこちらを見ている。

「そ、そうね。ちゃんとした期日を決めてるわけじゃないから……自分が納得したときまで、って感じかしら。人間界の学問とか、社会とか、勉強することがたくさんあるから、帰るのはまだずっと先になると思うわ」

　すぐに、スイートが会話に割り込んでくる。

「ふふん、あなたが納得できるまで帰らないおつもりなら、一生魔界の土を踏まない覚悟が必要ですわね」

「きゅっ！　あんたこそ、ちゃんと魔導書の勉強してんでしょうね？」

「ご心配なく。わたくしに限って、勉学の手抜かりなどありませんから」

「ふん、どうかしらね」

　キュートとスイートが視線をぶつけ合う横で、黒媛がオコノミヤキに続いて焼いていたヤキソバ麵めんを、器用にハシで持ち上げた。

「ほらアルア、熱いうちに。味が薄いようだったら言ってくれ」

　キュートは、スイートにぶつけていた視線を黒媛へ移した。

　楽しげに頰ほおをゆるめた彼女が、ヤキソバ麵をアルアの皿にのせている。しかも大量に。

「ありがとう。キミに焼いてもらっただけでも嬉うれしいのに、こうやってよそってもらえるなんて、なんだか申し訳ないな」

「気にしないで食べてくれ。わたしはつくるのが好きだから、食べるのはまかせたぞ？」

　黒媛が、親しい友人へむけるような笑みを浮かべた。

　アルアの美しい容よう貌ぼうに、彼女は早くも慣れてしまったようだ。普段通りの笑顔である。

　同じく巴ともえと百もも香かも、いつもと変わらない笑顔で黒媛に取りわけてもらったヤキソバ麵にハシをつけている。

　彼女たちはみんな、同じテーブルについたアルアに対し〝昔からの親しい友だち〟といった態度で接しているようだ。

　出会ったばかりの魔族と人間が、うち解けた様子で食卓を囲んでいる光景は、見ていて気持ちがいい。

　外見や、種族や、性別や、生まれ育った世界に関係なく、みんなが手を取り合い、いつも微笑ほほえんでいられたら……。

　それは、とても幸せなことだと思う。

　魔族と人間が身を寄せ合い、心を交わすことができたら……。

　それは、とても、とても……。

　キュートは、それとなく正面へ目をむけた。

　理り刀とが、シルティシャープに自分のオコノミヤキをあげている。というか、横から奪われているといったほうが正しいだろうか。

　そんな彼をこっそり見ていると、ちょっと寂さびしくなってくる。つい先日デートして、海辺でありったけの勇気を振り絞って告白しかけたのに……、リイザお姉様に邪魔されて。

｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝に本気で妨害されれば、下へ手たをすると二度と理刀には会えなくなってしまうかもしれない。こうして同じテーブルについて、おいしいオコノミヤキを食べられることに感謝しなければ。

　とにかくいまは、再び告白するための勇気を充電だ。

　充電充電じゅ～でんっ！


　　　◆◆◆



『鉄ＰＡＮ娘』で一時間とちょっと、おしゃべりし、箸はしを動かし、お茶を飲み、笑い合い……、理刀たちが店を出たときには、すっかり空が暗くなっていた。

　時間は、一八時五〇分を回っている。一二月の日の入りは早い。さて、きょうはもうお開きだ。あしたは土曜だから、また来週！　楽しい時間をありがとう！　バイバイ。

　と、キュートとスイート以外に声をかけようとした理刀だったが、できなかった。ぱにゅにゅ～ん、とやわらかい感触と力強い圧力に邪魔をされたから。

　シルティが、さっそく右腕に抱きついてきたのだ。

「あのね、シルティシャープ、きょうおにいちゃんとねる」

　はい？

　笑顔全開の彼女が、甘え声も全開で口にした言葉に、理刀はどう反応していいのかわからない。右斜め下で輝く黒い瞳ひとみは、夜空のお星様よりキラキラだ。

「きゅーっ！　あんたねぇ、アルアと帰りなさいよ！」

「残念ですが、うちはフォンターナ家所有の学生寮となっていますの。寮内での不純異性交遊は、断固として認められませんわ」

　キュートとスイートが、尖とがった視線を仲よくならべた。

　黒くろ媛ひめたちが、うんうんと同意を示すようにうなずいている。

「やぁ～、おにいちゃんといっしょがいい」

　シルティが、子どものようにイヤイヤと体をゆするから、大きな胸もぷるぷるイヤイヤとゆれ、その超振動がぱゆんぱゆんと腕に伝わってくる。

　そんな彼女の肩をポンと叩たたいたアルアが、理り刀とに少女のような笑みをむけてきた。

「厚かましいようだけど、ボクからもお願いするよ。今晩、泊めてもらえないかな？」

　これには、理刀もちょっとばかり驚いた。幼児的な思考の持ち主とはいえ、シルティは女の子だ。それを、男である理刀と同じ屋根の下に泊まらせるなんて。

「えっと……え？」

「ボクもいっしょに泊めてほしいんだけど、ダメかな？」

　女の子よりも女の子的な顔と、夜の下でも妖あやしく光る碧あおの瞳ひとみで、「ダメかな？」なんて訊きかれれば、「ダメだ！」なんてビシッと言えなくなってしまう。

　アルアが言葉を継ぐ。

「あした魔界に帰るから、人間界での思い出と、なによりも友人をつくりたいんだ」

〝思い出〟そして〝友人〟なんて言われたら、もう断れない。

「う～ん、それじゃあ……」

　むさ苦しいとこだけど、と続けようとした理刀よりも先に、

「でしたら、わたくしも理刀の家に泊まりますわ。みんなで泊まれば、間違いは起こりませんでしょ？」

　スイートが爆弾を放ほうり投げてきた。

　スイートも泊まるの!?

「だ、だったら、あたしも」

　キュートも乱入!?

　すぐさま、黒くろ媛ひめも斬きり込んできた。

「キュートたちも泊まるなら、わたしもいいか？」

「黒くろ姉ねえ様さま、百もも香かも泊まっていい？」

「わたしといっしょだから、外泊を禁止する理由がないな」

　もしもし？　勝手に話を進められても困るんですけど？　そんなに爽さわやかな姉妹スマイルを浮かべられても……。

「わ、わ、わたしも、黒媛といっしょだったら、親も、が、外泊、許してくれるから……」

　巴ともえも参加ですか!?

　スイートが、黒媛、百香、巴にそれぞれ目をむけ、小さくうなずいた。

「パジャマ、歯ブラシ、洗顔クリーム、その他ほか、必要なものはすべてこちらでご用意しますわ。楽しい夜を過ごしましょう」

　彼女の言葉で、黒媛たちがみっつの笑顔をならべた。

「みんないっしょだね」

　よくわかっていない様子のシルティが、足をパタパタ踏み鳴らし始めた。両手もひらひら動かしている。どこか奇妙な踊りだが、彼女の歓喜だけは強く伝わってくる。

　みんなが喜んでくれるのはいいけど……、住人の意見は？

　理り刀とは流れに逆らうことができず、女の子たちの笑顔に根性で笑みを返し続けた。

　こうなったら、まとめて泊めましょう！

　でも……、寝る場所と布団、どうしよう。




　シャワーでシャンプーの泡を洗い流しながら、理刀は気持ちを落ち着けるべく、ゆっくりと息を吐き出した。

　女の子たちが、みんなそろって我が家へ泊まることになったのはいい。

　美少女的同性、アルアが泊まることになったことも、べつに構わない。

　だけど、やっぱり……、女の子密度が急上昇すれば、自然と緊張してしまうのが男というものだ。アルアは女の子じゃないけど……。

　女の子たちのパジャマ姿が、シャワーの湯気をバックにもやもやと浮かんでくる。

　毒どく舌ぜつ丸まるが用意してくれたのは、やわらかに光を弾はじくシルク地のモノだった。肌はだ触ざわりがよさそうなそれは、女の子たちが動くたびに体の線を浮かび上がらせ、胸や腰の丸みをしつこく強調してくれた。

　だぶっとしているようでいてその実、要所要所でしっかりと女の子たちの曲線をアピールしてくるという、嬉うれしくも危険なパジャマに、理刀はドキドキである。

　アルアはジャージ姿だったけど……。

　彼を見ていると、怖いような、それでいてどこか懐かしいような、初めて会ったのに、ずっと前から知っていたような、そんな不思議な心地ここちになってくる。

　説明できないこの気持ちは、いったいなんだろう。

　強いシャワーでシャンプーを流し終えたあと、お湯をとめようと栓に手を伸ばしたそのときだった。

　ガチャ。

　後ろのドアが開き、だれかがバスルームに入ってくる気配が、ハッキリと背に伝わってきた。

　え!?

「シルティシャープもね、おにいちゃんとシャワーする」

「ええっ!?」

　慌あわてて振りむいた理刀は、強烈極まりないボディブローを叩たたき込まれたボクサーのように、思わず腰を引いてしまった。

　目の前に、薄皮をむいた桃のような巨乳……、いや、一糸まとわぬシルティの姿が！

「シ、シルティ、ちょ、ちょっと、ダメだって！」

「シルティシャープね、おふろでばしゃばしゃあそんだりしないよ？」

「いや、そうじゃなくて！　入るんだったら、他ほかの人と……」

「あのね、シルティシャープ、おにいちゃんとね、もういっかいおふろはいりたいの」

　もう一回って、これが初めてなんですけどっ！　なんて言葉を返すよりも先に、シルティが両手をひろげて抱きついてきた。

　服という薄い布地のあるなしで、こんなにも視覚的な衝撃度が違うのに、もし接触されたりしたら……。

　危険危険っ！　と直感が絶叫するものの、狭いバスルームに逃げ場などないから……。

　ぴとっ……、とくっつかれてしまった。

「………………………っっっ！」

「おにいちゃん、あったかいね」

　当然、シャワーを浴びている最中だから、あったかいに決まってる。いま問題なのは、体温の高低などではなくて……。

「シ、シ、シィィ、シルティ、ほら、あとでキュートたちと……」












　入りなさい、という言葉を押し潰つぶすかのように、

「きゅ───っ！　ちょ、ちょっとあんたっ！　な、なぁぁぁ、なにやってんのよっ！」

「まあまあまあ、体を使って理り刀とを誘惑するなんて、油断も隙すきもありませんわね」

　バスルームの入口から、キュートとスイートがどかどかと入ってきた。

「こっちにきなさい！」

「こちらへいらっしゃい！」

　キュートとスイートに腕をつかまれたシルティが、「おにいちゃんとおふろはいるのぉ」という言葉に耳を貸してもらえず、バスルームから引きずり出されていく。

　その際、理刀へ、正確には理刀の下半身へチラッと目を投げたキュートとスイートが、ふたり同時にボフッと音が聞こえてきそうなほど顔を赤らめた。

「!!」

　反射的に手で隠したけど……、ちょっと遅かった？

　ぎゃーぎゃー騒ぎながら、キュートたちがバスルームから消え、脱衣所からも出ていったあと、理刀は流れ続けていたシャワーを水だけにして、勢いよく某所に当てた。


　　　◆◆◆



　規則正しい寝息だけが、暗い部屋の中に満ちている。

　そんな中、キュートは激しい鼓動と全身の火ほ照てりを懸けん命めいに制御しながら、それでも気持ちを前へ押し出した。

　みんなで理刀の家に泊まることになったから、毒どく舌ぜつ丸まるに人数分のパジャマとフトンを用意してもらって……、腹の立つアクシデントがあったけど、とにかく順番にお風ふ呂ろに入って、居間に敷いたフトンの上でおしゃべりして、いつの間にか雑ざ魚こ寝ねになって……。

　いま、自分のすぐ横で理刀が寝息をたてている。

　理刀を挟んだむこう側で、シルティシャープがしっかりと彼に寄り添って寝ているのが、とにかく腹立たしい。

　確かにムカムカするけど、理刀に体ごと、生まれたままの姿で一直線にぶつかっていくパワーは見習わなければならない。

　自分だって……。でも、素肌全部をさらすなんて、恥ずかしすぎてできない。胸の大きさやかたちに自信なんてカケラもないから……、いま、この瞬間にできることを！

　薄うす闇やみの中、キュートはそろそろと体を動かした。

　すぐそばに理刀の左肩が……。ちょっと視線を動かすと、彼の横顔が見える。

　耳を澄ますと、周りからスイートや黒くろ媛ひめたちの寝息が聞こえてくる。

　みんな、夢の中を散歩中のようだ。

　寝たフリをして……。

　キュートは、お尻しりをずらし、背中をずらし、体を少しずつ理刀に近づけると、彼の腕にちょんと肘ひじをくっつけてみた。

　心臓が、大きく跳ねる。

　彼の寝息は……、そのまま。

　勇気をふり絞り、そろそろと体のむきを変え、彼の腕に抱きついてみた。

　たまたま寝返りをうった結果、こうなりました。というスタイルを取りつつ、彼のぬくもりを胸にかき抱く。

　一瞬だけ、灼しやく熱ねつのなにかを胸に迎え入れたかのような痛みが走ったあと、その感覚はすぐにやわらぎ、あたたかなドキドキへと変わっていった。

　ドキドキが、いっこうに静まってくれない。静まらないけど……、お腹なかの奥が、ほわっとあたたかくなったあと、甘く切なく薫かおるような心地ここちよさが体中にひろがっていく。

　愛いとしい、という感情。

　手放したくない、という想おもい。

　壊れそうなほど抱きしめてほしい、という欲求。

　────────大好き。

　─────大好き！

　──大好き!!

　理り刀との肩に頰ほおを押しつけ、彼の腕をちょっとだけ強く引き寄せた。

　ドキドキがとまらない。幸せすぎて、涙が出そうになってくる。

　と、理刀がわずかに体を動かしたため、キュートは慌あわてて腕を離した。

　跳ね回るドキドキをもてあましつつも、寝たフリを続ける。と……、

「……………」

　不意に、急激な眠気が全身に覆おおい被かぶさってきた。

　まるで、なにかのスイッチが切れたかのように……、眠くて、眠くて、眠くて。


　　　◆◆◆



　理刀は起きていた。

　キュートが左腕に抱きついてきたことに気づいていたけど……、なんとなく恥ずかしかったから黙っていたのだ。本音のところでは、すごく嬉うれしかったし。

　右腕には、シルティがこれでもかと胸を押しつけるような格好でしがみついている。

　そんなドキドキに拍車をかけるように、キュートの銀髪から漂ただよってくるイチゴの香りに嗅きゆう覚かくを刺激され、なおかつ、彼女のやわらかな体に触覚まで挑発され、理刀は限界を迎えようとしていた。

　ドキドキＭＡＸ！

　夜。就寝中。添い寝。密着。据すえ膳ぜん食わぬは男の恥。イチゴの香り。押しつけられる胸。吸いつくような肌。

　ＭＡＸＭＡＸＭＡＸッ！

　キュートを抱きしめたい。

　強く強く抱きしめたい。

　そんな欲求に負け、理り刀とはシルティの腕を解ほどこうとわずかに体を動かした。

　途端、警戒心の強い小動物のように、キュートが素早く体を離してしまった。

　痛みにも似た喪失感が、体の中心からじわっと滲にじみ出してくる。

　それでも、キュートはすぐそばにいる。

　理刀は、彼女を抱きしめたいという思いを行動に移すべく、シルティの腕を少々強引に解いた。そのとき……。

「ねぇ、春日かすがくん、ちょっといいかな？　大事な話があるんだけど」

　耳たぶをくすぐられるような声に、理刀は顔を上げた。

　目の前にあったのは、アルアの顔だった。

　女の子に覗のぞき込まれているような気まずさと心地ここちよさに、トクトクトクッと心臓が狼狽うろたえたように動き出す。

　同時に、キュートへの〝抱きしめたい欲求〟が吹き払われてしまう。

　薄暗い居間の中で、アルアの微笑ほほえみだけが鮮明に浮かび上がっている。

「どうしたの？」

「ちょっと、きてもらっていいかな？」

「いま？」

「ごめんね。いますぐ」

　アルアと小声で言葉を交わしたあと、理刀はシルティから静かに体を離した。

　すぐに左へ目を投げると、キュートの寝顔があった。寝たフリ？　本当に寝てる？　さっきは寝ぼけてたの？

　頭のすぐ上には、スイートが寝ていた。右のクマ耳がピクッと動いたものの、目を覚ます気配はない。

　そのむこうで、黒くろ媛ひめと百もも香かが仲よく身を寄せ合っている。巴ともえも、黒媛と背をくっつけて静かに呼吸を繰り返している。

　キュートには、理刀とアルアの会話が聞こえているはずだけど……、あえて気づかないフリをしてくれているのかも。それとも、本当に寝てるのか？

　理刀は、キュート以外の女の子へ目を配った。

　ぽや～んとしたシルティは、まあわかるとしても、すぐそばのスイートが目を覚まさないことに微かすかな違和感を覚えた。獣人のクオーターだから、匂においや音には敏感な子なのに。

　もしかして、なんらかの力で眠らされている？　だったら、キュートも？

　自分が触れれば、すぐにでも夢の世界から連れ戻せるだろう。けど……。

　思い直し、理刀はキュートたちに腕や足がぶつからないよう、気をつけながら身を起こした。せっかく気持ちよさそうに寝ているのだから、わざわざ起こす必要はない。それに、アルアが眠らせているのなら、なにか理由があるはずだ。

　立ち上がりながら、それとなくビデオの時計へ目をむけた。薄うす闇やみの中に、光る数字が浮かび上がっている。

　ＡＭ一時三七分。

　夜の肌寒さに身震いしながら、理り刀とはアルアに目でたずねた。

　話って、なに？

「外で話そう」

　アルアが玄関にむかって歩き出したため、理刀はソファの背もたれに投げ置いていたジャージの上着を取り、彼の背を追った。

　その際、置いてあったゴミ箱に足がぶつかり、カタン、と意外なほど大きな音がしたにもかかわらず、やはりだれも目を覚まさない。

　唯一、シルティだけが、「んぷぅ～、もうたべれないよぉ」と幸福色の寝言をつぶやいただけだった。




　玄関ドアをそっと閉めたあと、アルアに促うながされるままエレベーターにのり、マンションの一階まで降りてきた。

　不気味なほど静かな管理人室の前を通り、マンションの入口から外へ出る。

　毒どく舌ぜつ丸まるも、もしかしたら眠らされているのだろうか？　深夜に女子寮の中を移動するふたりの男子を、鋭敏な彼女が放ほうっておくとは思えないけど……。

　キュートたちと同様に、もし毒舌丸も眠りの沼に引きずり込んでいるのであれば、アルアの魔力はフォンターナ家の高位護衛官以上、ということになる。

　砕けた窓ガラスを直したり、五人に分身したり、もしかしたらすごい魔族なのかも。

　そう思うけど……、理刀と同じようなジャージを着た彼の後ろ姿は、肩幅が狭く、腰だって細いから、知らない人が見たら、ちょっと背の高い女の子だと間違えるに違いない。

　そんなアルアが、癖のある銀髪を優雅にかき上げながら、くるりと振り返った。

「さあ春日かすがくん、あれにのって」

　彼が可愛かわいい笑顔で指し示したのは、大型のバスだった。マンション前の道路を塞ふさぐように、ドカンととまっている。

　サイドに『ＣＲＡＹＲＯＡＤ』と赤いローマ字がペイントされたバスを前に、理刀は足を踏み出すことができなかった。

　なんで大型バスなんだ？

「話がある」と外に連れ出したことと大型バスの接点は？

「さ、外は寒いから早くのって。話はバスの中でするから」

「あ、ああ、うん」

　アルアに腕を引かれ、理り刀とはバスにのり込んだ。確かに一二月の夜風は冷たい。

　運転手の男性に目礼し、バスの中へ入った理刀は……………………………、絶句した。

「いらっしゃ～い♥」

「きゃあん、待ってましたぁ♥」

「こっちこっちぃ、早くきてぇ♥」

「やぁん、可愛かわいい子たちじゃなぁい♥」

「今夜は帰さないぞぉ、覚悟しなさいよ♥」

　様々なドレスに身を包んだきれいなお姉さんたちが、ひ～、ふ～、み～……、全部で一〇人、百ひやつ花か繚りよう乱らんといった華やかさを振りまいていた。

　すべての座席が取り払われた車内の床には、代わりに深緑色のふかふか絨じゆう毯たんが敷かれている。

　丸っこいもの、角かど張ばったもの、星形のもの、棒状のもの、様々なかたちで、しかも色とりどりのクッションが無む造ぞう作さに転がっている奥には、小型のバーカウンターまでつくられている。机の類たぐいは、いっさい置いていない。

　女の子たちが、いっせいに理刀とアルアに群むらがってきた。

「まずはなに飲みたい？　ん？　わたしのアレ？　もう、エッチなんだからぁん♥」

「まずは、楽になさってね♥」

「んふ、忘れられない夜にしてあげるわよ♥」

「テンション上げてくよ♥」

「ハイ、おしぼりどうぞ♥」

　ひろげたおしぼりを差し出されたため、理刀は「あ、どうも」と素直に受けとった。

「春日かすがくん、楽しんでくれよ」

　アルアは早くも、バスの奥のほうで星形のクッションに腰を下ろしている。

　いったい、この状況はなんなんだ？　こんな場所で、彼はいったいなんの話をしようというのか？

「はぁ～い、こちらにどうぞ」

　お姉さんのひとりに背を押され、理刀はそばの丸いクッションに腰を沈めた。お尻しりと腰回りにピッタリフィットのクッションは、座り心地ごこちがとてもいい。

　お姉さんも、理刀に体を寄せるようにして腰を下ろした。でしゃばりすぎない香水の香りが、ふわっと漂ただよってくる。

　胸もとどころか、脇わき腹ばらも、太もものあたりも、その……、すごく露出したドレスだから、目のやり場に困ってしまう。

「キリカでぇす。よろしくね」

　キリカ、と名のったそのお姉さんが、たっぷりと紅を塗った唇をぷるんと震わせた。妖よう美び、としかいいようのない艶つやっぽさだ。

「お飲み物は？」

　間を置かず言葉を続けられるから、じっくり考える時間と心の余裕がない。

「え、じゃ、じゃあ、コーラとか、ありますか？」

「コークハイじゃなくて？　ノンアルコールでいいの？」

「オレ、未成年、ですから」

「ま、可愛かわいい。じゃあコーラね」

　キリカが色っぽく微笑ほほえんだあと、奥のバーカウンターにむかって、「コーラ、お願いしまぁす」とテキパキ注文してくれた。

　アルアのほうは、すでに飲み物のグラスを片手に女の子たちと談笑を始めている。

　ちょっと待て。話があるんじゃなかったのか？　なんてツッコミを入れられるほど、現状と冷静にむき合い、落ち着いて対処できていない自分がもどかしいし情けない。

　微震を感じて窓の外に目をやると、街の景色が流れていた。バスが走り出したのだ。

「え、ちょっと待って……」

　お姉さんたちと夜のドライブをするつもりなんて、さらさらないのに……。だが、理り刀とを包囲するように、新たなお姉さんたちが次々とそばに腰を下ろしてきた。

「はぁい、ミンミンでぇす♥」

「ナオミで～す。よろしくぅ♥」

「サナですの。はじめましてですのぉ♥」

「どもっ、チズルでっす。楽しくやろうねっ♥」

　これでは逃げられない。しかも、全員の名前をいっぺんに覚えることもできないし。

　もしもし、そこのお姉さん。胸の上半分が顔を出してますよ？　むこうでアルアの相手をしている人も、お尻しりの半分が見えてるんですけど……。こらこら、あなた、おへそ丸出しじゃないですか。

　他ほかのお姉さんたちが着ているドレスも、ちょっと過激すぎませんか？

　露出狂密度、高すぎですよね？

　頭が混乱している理刀の手に、冷たいグラスが押しつけられた。キリカの手も、そっと添えられる。

「はい、コーラ」

　紅あかい唇がゆるぅんと微笑む様に、ドキドキが強く速く大きくなっていく。

「あっ、ど、ど、どうも……」

「それでは、かんぱぁ～い」

　彼女が、いつの間にかもっていたグラスを、理刀のそれにチンと打ちつけてくる。ゆれている飴あめ色いろの液体は、アルコール？

「「「「かんぱぁい」」」」

　周りの女の子たちも、手に手にグラスを掲げ、明るい声をそろえた。

　彼女たちの勢いに押されるように、理り刀ともおずおずとグラスを顔の高さまで上げる。

　さっそくグラスに唇をつけるお姉さんたちに合わせ、理刀もコーラをほんの少しだけ口に流し込む。

　彼女たちのグラスには、ひと目でわかるほどハッキリと口紅の跡がついている。

　慣れない空気に、理刀はどうしていいのかわからず、助けを求めるようにアルアへ目をむけた。が、彼は慣れた様子でお姉さんたちと話しているだけで、こちらの視線に気づいてくれない。

「あっちに負けず、楽しくやりましょ」

　キリカが、微笑ほほえみながら体を近づけてきた。それだけで、唇の紅に視界を支配されてしまいそうになる。

「楽しく、ですか？　オレ、こんなこと慣れてないもんで。お姉さんたちのような人と、その、あんまりしゃべったことないし」

「やぁぁん、〝お姉さんたち〟だって、可愛かわいいっ♥」

「あなたみたいなタイプ、大好きぃ♥」

「純な人ですのぉ♥」

「敬語いらないからっ、あたしたちもキミとそんなに歳とし変わんないしさっ♥」

　歳が変わらないといっても、みっつ以上は上になるだろう。三年、という歳の開きは大きい。

　キリカが、理刀の肘ひじに胸を押しつけるようにして、耳もとに顔を近づけてきた。

「キミ、一六か七くらいでしょ？　だったら、わたしたちと同じよ」

「え？」

「いろんな世界があるのよ♥」

　理刀は思わず、キリカの顔をまじまじと見つめた。

　まつげＯＫ、アイシャドウＧＯＯＤ、ルージュＥＸＣＥＬＬＥＮＴ。まさにパーフェクト・メイク。

　それでも……、意識して見ると、同年代に思えてくる。

　キュートやスイートにはちょっと苦しいかもしれないが、黒くろ媛ひめと巴ともえだったら、化粧次第でいくらでも〝大人おとなな女性〟に変身することができるだろう。

　先日、諸事情で大人になった百もも香かと遊びにいったときも、化粧のすごさと怖さを思い知らされたばかりではないか。

「ビックリした？　ふふ、あなた、ほんとにすごぉく可愛いわ」

　キリカが、さらに体を押しつけてくる。

　気づいたら、他ほかの四人も理り刀とににじり寄っていた。投げ出した両足にひとりずつまたがり、左右の腕にひとりずつ体を押しつけ、残りのひとりが背から腕を回して抱きついてくる、という五人の一斉攻撃に、理刀は身動きひとつとれない。

　艶つや々つやな微笑とともに、五つの唇たちが理刀に迫ってくる。

　ちょ、ちょ、ちょ、ちょっとっ……。




　女の子たちはキス魔だった。

　このバスは露出狂とキス魔の巣そう窟くつなのか、と疑いたくなるほどキスをされた。

「可愛かわいいぃ♥」

「素敵よ♥」

「すごぉい、鍛えてるのねぇ♥」

「あ～ん、サナにも触さわらせてほしいですのぉ♥」

「逞たくましい男って、大好きっ♥」

　体もベタベタ触られた。

　まんべんなく、あそこもここも表も裏もなでさすられ、いじられ……。

　もうヘトヘトだ。冷や汗も出てくるし。

　でも、褒ほめられて、笑顔を浮かべられ、楽しそうにされたら、やっぱり悪い気はしない。

　布地の少ない露出過多なドレスも、見慣れてくればなんとかなるし。

　女の子たちも、話してみれば意外としっかりした子ばかりだったし、中には弟や妹たちの学費を稼ぐために働いているという健けな気げな子もいたし、よくよく聞くと年下の女の子もいたから、肩の力もずいぶん抜くことができた。

　理刀は、窓の外へ目をやった。

　見たこともない商社の看板が、後方に流れていく。バスはいま、どの辺りを走っているのだろう？

　発車してから、おそらく一時間近くがすぎているはずだ。もしかしたら、もっと経たっているかもしれない。

　キュートの寝顔を思い出す。

　いま頃ごろ、彼女はスヤスヤと夢の中を散策中のはずだ。スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、百もも香かも。シルティも。本当なら自分も。

「ちょっと、彼とふたりで話をさせてもらえるかな？」

　不意に、アルアが声をかけてきた。

　理刀にウインクや笑顔を投げたあと、女の子たちが離れていく。

　彼女たちがいた空間に滑り込むように、アルアが腰を下ろした。そして、理刀に顔を近づけてくる。

「どうだった？」

「えっと、どう、って？」

　碧あお色いろに輝くアルアの瞳ひとみが、楽しそうに輝いた。

「気に入った子、いた？」

　気に入った子？

　キリカをはじめ、ミンミン、ナオミ、サナ、チズルの名前は、いちおう覚えた。

　みんなキス魔で、半裸といってもいいドレスを着ていて、きれいで、化粧もちゃんとしていて、それに、しゃべってみるといい子たちばかりで。

　気に入ったか、それとも否かと訊きかれれば、間違いなく〝気に入った〟になるけれど……。

　理り刀とは意識して姿勢を正し、アルアの碧瞳ひとみをきちんと受けとめた。

「みんないい子だよ」

　かたちのいい彼の両りよう眉まゆが、ひょこっと上がる。

「みんな？　ふふ、キミも欲張りだなぁ」

「？」

「だったら、全員とこのまま朝まで……」

「ちょ、ちょっと待って。なんの話を……」

「あと一〇分もしないうちに、五つ星ホテルに着くから、そこで……」

「いや、だから待てって！」

　理刀は、アルアの顔の前で右手をひろげながら、言葉を続けた。

「話があるって言ってたろ？　ないんだったら、オレ、もう帰ってもいいかな？」

　アルアが、眉まゆ根ねに小さなシワを刻んだ。

「えっと？　彼女たちのこと、気に入ったんだよね？」

「そりゃあ、いい子ばかりだから。でも、朝までって、それは、ちょっと困るよ。オレ、そんなつもりじゃ……」

「遠慮しなくていいから」

「違うよ。オレ、あの子たちとは初対面だし」

「初対面だと、ダメなの？」

「ん、まあ、他ほかの人はわからないけど、オレは相手とじっくり時間をかけて友達になっていきたい派だからさ」

「つまり、彼女たちとはこれ以上の関係を望まない、ということ？」

「悪いけど」

「自分が言っている意味、わかってる？」

「……そのつもりだけど」

　うなずいた理り刀とを、アルアが不思議な生物でも眺ながめるような表情で見ている。

　もしかしたら、彼の生まれ故郷では、こういった女性との接し方が〝当たり前〟なのかもしれない。人間界にだって、会ったその日にＧＯ！　なんて話はあるだろう。

　でも、理刀はそんなの嫌だから……。

「気をつかってもらったのに、ごめん」

　アルアに頭を下げた。と、

「しかたない。キミを……」

　彼がなにか言いかけたが、最後まで訊きくことができなかった。

　ガシャアアアアアアアアアアアアアアン！

　心臓にドスッと突き刺さってくるような破砕音が、車内に響き渡ったからだ。

　夜よ闇やみを引き裂くようなブレーキ音。

　急停車によって床に投げ出される女の子たち。

　一〇の悲鳴。

　バスのフロントガラスを突き破ったなにかが、

「ぎゃふん！　ごろごろごろぉ～」

　なんて滑こつ稽けいすぎる言葉を吐き出しながら車内を転がり、理刀とアルアの目の前でビシッと動きをとめた。そして、両りよう膝ひざをついた格好で、体操選手のフィニッシュのように大きく両手をひろげる。

「ちゃくち、せいこう！」

　突然の乱入者は、満面に笑みを浮かべたシルティだった。

　バスの後ろで身を寄せ合う一〇人の女の子たちが、蒼そう白はくな顔を彼女にむけている。だれも口を開こうとしない。

　アルアが、ふ～っと呆あきれたように息をついた。

「シルティシャープね、おにいちゃんがいなくなったから、さがしにきたの。えらい？」

　偉いよ、という言葉を懸けん命めいに押し出そうとするものの、口もとがヒクヒク痙けい攣れんしてしまい、なかなか声が出せない理刀である。




　バスに引き返してもらった理刀は、なんだか後ろめたい気持ちで玄関ドアをそぉっと開けた。

　キュートたちを起こすと悪いから、というのは建前で、こんな時間にどこいってたの？　と質問されるのが怖いからである。

　女の子たちと楽しく遊んでた、なんてとても言えない。

　横にいるシルティと、すぐ後ろに立っているアルアにチラッと視線を投げたあと、理刀は玄関に足を踏み入れた。

　そのとき……、だれかがパチッと明かりのスイッチを押した。

「！」

　蛍光灯の光に照らし出されたのは、キュートの顔だった。

　彼女の横にはスイートが、その後ろには黒くろ媛ひめと巴ともえが立っている。深夜なのに、小学五年生の百もも香かまで……。

　こんな時間にどこいってたの？　なんて、だれも訊きいてこない。

「「「「「……………………………………………………………………………………」」」」」

　女の子たちは、みんな無言。

　帰宅した理り刀とを前にして、だれも口を開こうとしない。

　沈黙は、ときとして暴力にもなる。

　マジックミラーのむこう側にいる変質者を見るような五つの視線に、理刀はこの場から全速力で逃げ出したくなった。でも、逃げたところでどうにもならない。寝る場所はここしかないし、ここ、自宅だし。

「あ、あのさ、ちょっと夜の散歩を……」

　苦しすぎる言い訳が、思わず口をついた。

　スイートが、理刀の心の奥底を覗のぞき込もうとでもするかのように、目を細めた。

　黒媛も、相手を拒絶するような、彼女らしからぬ尖とがった目をしている。

　巴が、いまにも泣き出しそうな、しかしすぐにでも攻撃呪を唱え始めそうな、危うい光を目に宿している。

　百香は、やっぱりまだまだ小学生だ。眠たそうな目で姉の腕に寄りかかっている。でも、半分落ちたまぶたの奥には、刺とげ々とげしい色が隠れていそうな……。

　キュートは、ただただ信じられない、といった様子で目を見開き、口を半開きにして理刀を凝視している。

「あ、アルアもいるから、彼に訊いてくれれば……」

　話を合わせてくれよ、と心の中で願いながら、理刀は肩越しに振り返った。

「……………アルア？」

　いない。

　廊下を見渡した。やっぱりいない。ドアを開ける直前までいたはずなのに。

　逃げたのか!?

　横で、状況をいまいち把握していない様子のシルティが、ニコ～ッと笑っている。

「「「「「……………………………………………………………………………………」」」」」

　長い沈黙だった。

　心臓の鼓動が、徐々に大きくなっていく。

　何回、苦しい呼吸を繰り返しただろうか……、女の子たちの無言攻撃にようやく終止符を打ってくれたのは、スイートだった。

「香水の匂においが、一〇ほど入り交じっていますわね？」

　さすが獣人のクオーター。彼女の嗅きゆう覚かくはハンパじゃない。

　すぐに黒くろ媛ひめも口を開く。

「根掘り葉掘り訊きくつもりはないが……夜遊びは、あんまり感心しないな」

「……………ふ、不潔、だと、思う」

　ぽそりとつぶやいた巴ともえの言葉が、心のどこかにサクッと突き刺さってくる。

　深夜の散歩を信じてもらえないとしても、一〇ほどの残のこり香ががあったとしても、自分が〝不潔〟なことをしていたという証拠はどこにもない……、はず。

　理り刀とは、皮膚の下を這はい回る焦あせりと居い心地ごこちの悪さに、ごくりとツバを吞のみ込んだ。

　キュートは、いまだ無言のまま。

　深夜に黙って家を抜け出したことが、そんなにいけなかったのか？

　あと数時間で夜が明けるという時間に帰宅したことが、まずかったのか？

　シルティといっしょというのが、女の子たちを怒らせた原因なのか？

　それとも、他ほかになにか……。

　自分は、どんな地雷を踏んだんだ？

　アルアはさっさと逃げ出すし……。

　理刀は、とにかく玄関へ入り、シルティも中に入れ、ドアを閉めてカギをかけた。

　そこで、傘立ての横に置いてある姿見に目が吸い寄せられた。

　鏡だから、映っているのは当然、見慣れた自分の顔である。

「あ……」

　言葉に詰まった。

　そこには、信じられないモノが！

　顔中、キスマークだらけじゃないか！

　額ひたいにも、鼻にも、頰ほおにも、アゴにも、たくさん、まんべんなく、隙すき間まなどほとんどなく。

　キスマークの嵐あらし。キスマークの展示会。キスマークの見本市。キスマークの……。

　冷たすぎる汗が、背筋を伝い落ちていく。

「わたくしは、そういったことも殿方の甲か斐い性しようだと思っております。ですが、ときには、耐え難がたい苦痛を覚えるときも、ありますわ」

　スイートが声を震わせた。怒っているのか？　それとも涙を我慢しているのか？

　シルティが、鏡に映る理刀の顔を覗のぞき込んでくる。

「おにいちゃん、チュウがいっぱいだね」

　無邪気な笑顔が、いまは痛い。

　夜中にこっそり帰宅。

　たっぷりの残のこり香が。

　無数のキスマーク。

　これだけ証拠がそろっていれば、もはや認めるしかない。

　たくさんの女の子たちと遊んでいました。ごめんなさい。

　細かい流れは、あしたみんなが落ち着いたときにでもしよう。言い訳にしかならないかもしれないけど……。

　理り刀とは、いまにも力が抜け落ちてしまいそうな両足を踏ん張りながら、女の子たちにむき直った。と、そのとき、

「黒くろ姉ねえ様さまぁ……眠ぃ……」

　百もも香かが、黒くろ媛ひめの腕に顔をこすりつけた。

　それをキッカケに、空気の流れと温度が変わった。重々しさが一気に吹き払われ、代わりに冷たくなっていく。

「そうだな、寝不足は体によくないから、布団に戻ろう」

　百香の肩を抱くようにして、黒媛がくるりと背をむけた。

　巴ともえも、理刀から視線を引きはがすようにして顔を背けると、居間のほうへ歩き出す。

「わたくしも、寝直すことにしますわ」とスイートも。

「……………」

　最後まで無言を貫き通したまま、キュートもきびすを返した。

　ゆれる銀髪が、なんだかすすり泣いているように見えて……、理刀は、彼女を呼びとめることができなかった。

「おにいちゃん、シルティシャープといっしょにねよ」

　元気なシルティの存在が、いまはありがたい。

　説明するのは、あしたでいい。みんなとしっかりむき合おう。

　いまやるべきことは……、キスマークを消すことだ。





三章　魔界へようこそ！







　朝、目を覚ました理り刀とは、ぐぐぅ～っと体を伸ばそうとして、気がついた。

　頭にだれかがしがみついている。

「……………」

　顔の両側とアゴを細い腕でガッチリと固められ……、頭頂に押しつけられている部位は、もちろん……。

　耳のすぐそばから、すぴ～、くぴ～、ぷぅ～、とシルティの寝息が聞こえてくる。

　そのままの姿勢で、理刀は昨晩のことを考えた。

　アルアに誘われ、マンションの外へ出た。そして待っていた大型バスにのり込むと、一〇人のきれいな女の子たちに迎えられ……、顔中にキスマークをつけられ……、それに気づかないまま帰ったところをキュートたちに見つかり……。気まずい雰囲気のまま、みんなそれぞれ布団に戻って……、こうして朝を迎えることになった。

　これからやるべきことは、この流れをみんなに説明することだ。

　媚こびることなく、脚色も演出もせず、正直にあったままを伝えようと思う。

　アルアにもいてもらったほうがいいけど、彼は昨晩、戻ってこなかった。もしかしたら、寝ている間に帰ってきてるかも。

　理刀は、顔だけを左へ動かした。昨晩は、自分に背をむけたキュートの銀髪が見えたけど……、今朝は……………、あれ？

　いない。

　シルティの腕を強引にひろげ、そこから頭を引っこ抜くようにして外し、そろりと上体を起こした。

　キュートだけじゃない。スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、百もも香かもいない。

　彼女たちが寝ていた布団は、そのまま。

　掛け布団をめくり、シーツに手を当てると、まだ微かすかにあたたかかった。

　家の中に、五人もの女の子がいるような気配はない。

　寝ている間に、みんな家から出ていってしまったのだろうか？

　寝起きのぼんやりとした頭が、じわじわと温度を失っていく。

　シルティを寝かせたまま、理刀は布団から出た。

　客間やトイレやバスルームや自分の部屋やベランダをひと通り見て回ったが……、女の子たちはだれもいない。

　両親の寝室も覗のぞいたが……、いない。

　でも………、不思議なことに玄関のカギはかけられたままだった。

　さらに不思議なことに、みんなの靴もそのまま。女の子たちの人数分、きちんとならべられている。

　みんな裸足はだしで外へ？　カギは？　スイートなら外から閉めることもできるだろうけど、そうする意味は？

「？」

「おにいちゃん、みっけ」

　玄関にならぶ靴を見下ろしていた理り刀との背に、シルティが抱きついてきた。

　残っているのは、彼女だけ。




　着替えて家を出たあと、念のためキュートの家である五○二号室の呼び鈴を鳴らしてみるが……、反応ナシ。

　扉に耳を当ててみても、中からは物音ひとつ聞こえてこない。

　理刀はすぐに、シルティとふたりで一階まで降り、管理人室のドアをノックした。とほぼ同時にそれが開く。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、碧あおの瞳ひとみで理刀を見るなり、目の鋭さを五割増しにした。

　一〇分後の未来を視みることができる彼女に、細かな説明はいらない。

「キュートお嬢様もスイートお嬢様も、昨晩からこの建物を出ていないはずです。亜あ威い黒くろ媛ひめさんたちも、同じように……」

　毒舌丸が、どこか遠くを見るような目で、壁や天井へ顔をむけた。透視や探査といった類たぐいの術で、キュートたちを捜しているのかもしれない。

　五人の少女たちは、いったいどこへ？

　理刀も、つられて辺りを見回した。

　シルティは、理刀の手をつかんだままポケッと突っ立っている。

「そんなはずは……」

　毒舌丸にしては珍しく、焦あせりを滲にじませた表情を浮かべている。やはり、キュートたちはどこにもいないようだ。

「わたしが最優先にすべき仕事は、キュートお嬢様とスイートお嬢様の安全を確保することですので……これで失礼します」

　言うなり、毒舌丸の姿が消えた。

「メガネのおねえちゃん、どっかいっちゃったね」

　緊迫感のカケラもなく、シルティがつぶやいた。

　毒舌丸は、彼女なりの方法でキュートたちを捜すのだろう。まかせておけば、おそらく間違いはないと思うけど……。

　待っているだけ、というつもりはない。

　キュートたちが自らの意志で消えたのか、それともなんらかの事件に巻き込まれたのか、それはわからない。が、彼女たちと気まずくなったまま、という状況は嫌だった。

「オレ、キュートを捜さないと……」

　理り刀とは、無人の管理人室に背をむけ、マンションの出入口へ一歩を踏み出した。と、シルティから、くいっと手を引かれ、足をとめられた。

「？」

　振り返った理刀に、シルティがピンクの髪をゆらし、ニコ～ッと笑う。

「あのね、シルティシャープ、キュートしゃまのいるとこ、しってるよ？」

「え？　どこ？」

「んとね、アルアもしってるよ」

　シルティが、理刀の背後を指差した。

　慌あわてて体を反転させた理刀の目の前に、いつの間にかアルアが立っていた。

　微かすかな怒りとわずかな安あん堵ど感かんが入り交じったような気持ちで、理刀は銀髪の少年へ目をむけた。

　直感でしかないが、彼はおそらくキュートたちが消えたことと関係している。

「アルア、ちょっと訊きいていいか？」

「キュートさんたちのことでしょ？」

　アルアが、愛らしすぎる笑みを浮かべる。

　理刀は、安堵の割合が少しずつふくらむのを感じながら、訊いた。

「キュートたちは、いま、どこ？」

「先に、訊いていいかな？」

「？」

「キミにとってのキュートさんって、どんな存在なの？」

「どんな存在って……」

　予想外の問いに、理刀は言葉に迷った。

　春日かすが理刀とキュート・フォンターナ。

　生まれた場所は、人間界と魔界。

　家柄は、中流階級と貴族階級。

　能力は、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』とほぼ幻術オンリー。

　あまりにも、隔へだたりがあるふたり。

　それでも、好きだという感情は確かにもっている。これは間違いない。

　いっしょにいると、楽しいし、心地ここちいい。

　キュートの笑顔を見ると、心が弾はずむ。

　ずっと、この先ずっとずっといっしょにいたいと思う。

　理り刀とは、アルアの目を真まっ直すぐに見つめた。

　言葉に力を込め、そして想おもいを込め、彼の質問にこたえた。

「大切な存在だよ」

　刹せつ那な、アルアの目を鋭い光が横切ったような気がした。が、よくよく見ると、やさしさをたっぷりとふくんだ瞳ひとみしかそこにはなかったため、もしかしたら目の錯覚だったのかもしれない。

「キュートさんへの気持ちは、よくわかったよ。変なことを訊きいてすまなかったね」

「で、キュートたちは？」

「それよりもまず、キミに告白したいことがあるんだ」

　笑顔の七割以上が少女的な可愛かわいらしさでできているような少年に、「告白」なんて単語を切り出されると、甘ったるい胸苦しさを覚えてしまう。

　理刀は、アルアの紅あかい唇を凝視し、思わずツバを吞のみ込んだ。

　アルアが、濡ぬれたような光を碧瞳ひとみにちりばめたまま、握手を求めるかのように右手を差し出してきた。

「？」

　なんとなく、流れ的にその手を握らなければならないような気がしたから……、理刀は彼の手を取った。

　薄くやわらかい、女の子のような手。

　そのまま、一秒、二秒、三秒……。

　ちょこんと首を傾かしげたシルティが、横からつないだ手を眺ながめている。

　理刀は、手とアルアの碧瞳との間で、何度か視線を往復させた。

「？」

　六秒、七秒、八秒、九秒、一〇秒。

「あのさ、なにを……」

　アルアの意図が読めず、微かすかな苛いら立だちに口を開いたときだった。

　握っていた彼の手が、いきなりふくれ上がった。分厚く、武骨に、五指も太く。

　続けて、彼の輪郭が崩れ……。

「はじめまして、になるかな」

　性別を判別しがたかったアルアの声が、落ち着いた低い声になり……。

　理刀の目の前に現れたのは……。

「ハンサム・フォンターナだ。ヨロシク、春日かすが理刀くん」

「なっ!?」

　すらりと背の高い、銀髪の紳士だった。

　思わず手を放し、理刀は一歩だけ後あと退ずさった。

　身長は一九〇ほどだろうか、上から見下ろしてくる威圧感は並大抵ではない。

　波打つ銀髪。

　彫りの深い顔立ち。

　キュートと同じ空色の瞳ひとみにはわずかな曇りもなく、澄んだ落ち着きが見て取れる。

　幾き何か学がく模様のシャツの上から目にも鮮やかな白のジャケットを羽は織おった姿は、男が見ても惚ほれ惚ぼれするほど様になっている。

　年齢は、二〇代後半か、いってても三〇代前半にしか見えない。とても六六七人の娘がいるとは思えない若々しさだが、薫かおるような威風堂々とした姿は、魔界の大公爵としてのオーラを十分すぎるほど放っている。

　近々渡界するとは聞いていたが、まさか留学生に変化して普通科にくるとは思ってもみなかった。

　シルティが、正体を現したハンサムを見て、ニコ～ッと笑顔を浮かべた。

「ハンサムしゃま、もうナイショはおわり？」

「すまなかったねシルティ。もうナイショにしなくてもいいよ」

「アルアがハンサムしゃまだってことは、もうナイショじゃない？」

「ああ、ナイショじゃないよ」

　目を細めたハンサムが、やさしげにうなずいた。

　シルティが、まるで子どものように「わ～い」と両手をひろげ、ペタンパタンと床を踏み鳴らしながら不器用に踊り始める。

　そんな彼女を横目に、理り刀とはコクッとツバを吞のみ込んだあと、意を決してハンサムへたずねてみた。

「アルアに変化した理由は、いったい……」

「『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をもった少年の飾らない姿を、この目でしっかりと見たかった、というのが理由だよ」

「オ、オレを？」

「ああ、キュートやスイートは、わたしの可愛かわいい娘だからね。いっしょに暮らす異性の存在が気にならないといえば噓うそになる」

「ま、まあ、そうですよね」

「父親から見た娘は、『一生を捧ささげるに値する神聖な恋人』だからね。心配ばかりさ」

「そんなもんですか？」

　理刀は、ハンサムの娘愛に気け圧おされながらも、いちばん訊ききたかったことをなんとかノドから押し出した。

「それで、あのぅ、キュートたちは？」

「心配しなくていい」

「でも……」

「キミの力は、本当に素晴らしい。変化術式を分解されないよう、もう少し挑戦してみたかったんだが、時間もあまりないことだし……」

「時間？」

「春日かすがくん、騙だましてすまなかったが、どうやらキミは素晴らしい心根をもった少年のようだ。まずは合格だよ」

「合格って？」

　ハンサムの言っていることが、ピンとこない。

　そんな理り刀とにお構いなく、ハンサムが深みのある笑みを崩さず、言葉を続けた。

「春日くん、キミに挑戦権を与えよう」

「挑戦権って、なんの……」

「魔界人とそれなりの仲になりたければ、ちゃんとした結果を出してもらいたい」

　魔界人とそれなりの仲？　それはつまり、キュートとつき合うためには、ちゃんとした結果を出してほしいということか？

　気持ちが、急速に引きしまっていく。

「オレ、なにをすればいいんですか？」

「魔界へきてほしい」












「え!?」

「マカイにきてね～」

　シルティが、ペタンパタンと踊り続ける。まるで、お子ちゃまがタップダンスの真ま似ね事ごとでもしているかのように。

　魔界にって、自分は『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者なんですけど……。




　ハンサムが用意してくれていた黒塗りの高級車にのせてもらい、案内されたのは魔界大使館だった。

　直立不動のまま動かない守衛の横を素通りし、ロータリーで車を降りたあと、巨大な柱に挟まれた建物の入口から中へ入り、やさしい踏み心地ごこちの絨じゆう毯たんを歩き、理り刀とはある部屋に案内された。

　シルティに寄り添われながら建物へ入ってから、階段を上ったり下りたり、右へ曲がったり左へ折れたりで、どこをどう歩いたのかわからないから、この部屋が大使館内のどの辺に位置しているのかさえ、サッパリわからない。

　横と奥行きは、それぞれ一〇メートルほどだろうか。天井が高いから、広々とした感じがする。床も壁も天井もすべて磨き抜かれた大理石で固められているため、ひんやりとした寒気が顔や手足にまとわりついてくる。

　電灯も明かり取りの窓もないようだが、部屋の中はぼんやりと明るいから、足もとの心配をする必要はない。

　出入口は、入ってきたところだけ。

　ハンサムが、部屋の中を指し示しながら理刀に笑顔をむけてくる。

「ここが、界間橋室レインボー・ルームだ。これから、キミを魔界へ送ってあげるよ」

「まかいにね、シルティシャープといっしょにいこうね」

　シルティが、腕にぎゅ～っとしがみついてくるが、むにゅ～なその感触にドキドキするよりもずっと、「魔界へ送ってあげる」という言葉にドキドキの理刀である。

　大使館へむかう途中、車の中でハンサムが言っていた。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者を魔界へ運ぶ方法がある、と。

　いったい、どんな方法が？

　ハンサムが、いつの間にか手の上に小さな箱をのせていた。

「これが、キミとシルティを魔界へ誘いざなってくれるモノだ。ちょっと気持ち悪いかもしれないが、我慢してくれ」

　彼が、理刀の鼻先で小箱のふたを開けた。

「!?」

　中からあふれ出てきたモノは……、どりんとした緑色の液体だった。体積を増やし続けるようにして箱から流れ落ち、床にでれぇっとたれ落ちていく。

　生理的な嫌悪感が湧わき上がり、理り刀とは「うっ」と顔をしかめた。

「それ、なんですか？」

「魔力を通さない特殊なスライムさ。様々な形状に対応できるすぐれものでね。始し祖そ竜りゆうの研究から、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をもつ個体を包み込むのに、これが最も適していることがわかったんだ」

「……それでオレを包んで、魔界に？」

「あのね、スライムでね、まかいにいくの」

　シルティが、理刀の隣でぴょんと飛び跳ねた。

　スライムに包まれるなんて……、気持ち悪すぎる。けど、それで魔界にいけるなら……。

　床にどろりとたれ落ちたスライムが、理刀の足もとにずりずりと這はい寄ってくる。

　それを見下ろすだけで、鳥肌がプツプツと浮かび上がってくるような悪寒が全身を駆け巡るが、今度は体を引かなかった。

「これね、こうすればいいんだよ」

　シルティが、なんの躊躇ためらいも見せることなく、スライムをぽふんと踏みつけた。

　と、彼女の細い足を、スライムが無遠慮にも這い上り始めたではないか。

　靴を覆おおい、きゅっとしまった足首を覆い、すらっとした細いふくらはぎを覆い……。

「おにいちゃん、こっち」

　シルティに手を引かれ、その拍子に理刀もスライムを踏んでしまった。

　意外にも弾力のある踏み心地ごこちが、結構おもしろい。けど……、すぐにうぞうぞと自分の足を這い上り始めたスライムに、ぞぞぞ～っと鳥肌が立ってくる。

「えへへ～、おにいちゃんのにおい、シルティシャープ、だいすきぃ」

　理刀の背に腕を回したシルティが、強い力で抱きついてきた。

　スライムが、理刀とシルティをいっしょに包み込んでいく。足を這い上り、腰を過ぎ、じわじわと胸もとまで上ってくる。

　思っていたほど気持ち悪い肌はだ触ざわりではないものの、どろどろした正体不明の生物にまとわりつかれるというのは、やはり感じのいいものではない。

　シルティに抱きつかれた理刀を前に、ハンサムが胸の前でぽんと手を叩たたいた。

「っと、ひとつ言い忘れたことがあるんだが」

「え？　言い忘れたこと、ですか？」

　嫌な予感に、理刀はハンサムの涼しげな目を注意深く見つめた。

「渡界したあと、キミにはある大会に出場してほしい」

「ある大会？」

「ああ。その大会で優勝すれば、キミはきっとビョルンストライド王国に認められる存在になるだろう。そうなれば、魔界と人間界をつなぐロイヤル・カップルの誕生も時間の問題だ」

　理り刀とは、心臓がひとつトクンと強い鼓動を打つのを感じた。

　春日かすが理刀とキュート・フォンターナ。

　ロイヤル・カップル。

　いい響きだ。

　スライムが上ってくる感触を、首に感じた。べたつき感もなく、ウエットスーツを自動で着せられているような心地ここちである。

　シルティはすでに、もうほとんど頭の上までスライムに覆おおわれている。それでも、彼女のにこやかな笑顔は崩れない。

　ふと疑問に思った。

　息は？

　シルティは、少しも苦しそうな表情は見せないけど……。

　スライムが、理刀のアゴと口を這はい上がり、とうとう鼻まで上ってきた。途端、息が吸えなくなった。吐けば、スライムがぷくっとわずかにふくらむだけだ。

「！　ん、あ、んぐ、んん！」

　あの、息ができないんですけど!?

　理刀の訴えに、ハンサムが笑顔を浮かべた。

「むこうでの案内役はシルティにまかせてあるから、安心してくれ」

　違いますっ！　そんな言葉を聞きたかったんじゃなくてっ！　息ができませんっ！

　理刀の胸に頰ほおを押しつけたシルティが、ニコ～ッと笑っている。理刀より一〇数秒も早く口と鼻をふさがれたはずなのに、たいした落ち着きようだ。

　それとも、渡界の手順を知っているからこそ、笑顔のままでいられるのだろうか？

　彼女の場合、窒息しそうになっても笑っていそうだけど……、もしかしたら、気絶しても笑顔のままかもしれない。

　もちろん、理刀は違う。

　あのっ、マジで苦しいんですけど！

　声が出せない。全力でじたばたしても、スライムを体から引きはがすこともできない。

「………っ！」

　ダメだ……、こうなったら……、覚悟を決めるしかない。

　理刀はすぐに体の動きをとめ、気持ちを落ち着かせた。

　本当は転げ回りたいほど怖い。それでも、いまはハンサムを信じるしかない。

　シルティも、しっかりと自分を抱きしめてくれているじゃないか。

　息は、まだまだ我慢できそうだ。と心に微かすかな余裕が生まれたと同時に、気づいた。

　そういえば、いったいなんの大会なのだろう？

「がんばってくれ」

　ハンサムが、右手をあげた直後だった。

「！」

　予告もなにもなく、理り刀とは強烈な浮遊感に全身を鷲わしづかみにされた。

　足もとにあった大理石が、きれいに消えてしまったのだ。

　万有引力には、もちろん逆らえない。


　　　◆◆◆



　キュートは、夢の中からゆっくりと意識を引き上げた。

　空を飛ぶ夢だった。

「これは夢なんだ」と、ちゃんと自覚していた。だって、浮遊術式や飛行術式なんて、成功したためしがないから……。

　夢の中では、スイートが三つ編みをなびかせながら飛んでいた。黒くろ媛ひめも、長い黒髪を空に泳がせるようにして飛んでたし、巴ともえだって鳥のように舞っていた。百もも香かも楽しそうにくるくる回っていた。

　ただ、理刀がいなかったのが気になったけど……、もしかしたら、無意識のうちに彼を仲間外れにしていたのかもしれない。

　夜中、こっそりどこかに消えた理刀が、顔を埋め尽くさんばかりのキスマークをつけて帰ってきたのを見て、驚きと腹立たしさを覚えた反面、強い寂さびしさも感じた。

　ポカポカ叩たたいてやりたい。しばらく顔も見たくない。大声で怒鳴りたい。冷静に事情を訊ききたい。その他ほか、様々な思いが互いに激しくぶつかり合った結果、「あした考えよう」という結論に達した。単純に、現状とむき合うことから逃げたのだ。

　キュートは、重い気持ちをベッドの下へ押し出すようにして、上体を起こした。

　目にやさしい朝の光が、大きな出窓から降り注いでいる。

　ん？　ベッド？　出窓？　寝起きのぼんやり頭が、現状としっかりむき合おうとしない。

　自分はいつも、嫌なことから逃げてばかり。

　成長しないな……、と朝から自己嫌悪に陥おちいりそうになりながらも、キュートは周囲に首を巡らせた。

　自分が寝ていた大きなベッドの上で、黒媛、巴、百香の三人も寄り添うようにして寝息をたてている。

　春日かすが家の居間で、布団を敷いて寝ていたはずなのに……。

　出窓の陰に溶け込むように立っているのは、スイートだ。彼女はすでに、目を覚ましていたらしい。窓の外へ静かに目をむけている。

　春日家に出窓なんてないはずだけど……。

　そろそろと首を動かしていく。

　暖炉や大きなソファや巨大な本棚が目に入ってくる。そして、それが目に留まったとき、キュートはめまいにも似た衝撃を覚えた。

　ハンサムが、悠然とこちらを見下ろしている。壁にかかった肖像画、だけど。

　外見は三〇代前半にしか見えない若々しさだが、数百人の妻をもち、六六七人の娘たちの父でもある魔界の大公爵だ。

　波打つ銀髪、落ち着いた輝きと強い意志力を同居させた空色の瞳ひとみ。引きしまった体たい軀くは、身長が一九〇センチ以上もあるため線が細いように見えてしまうものの、魔力抜きの格闘術で父と比肩する者は、ひろい魔界といえども片手で数えるほどしかいない。

「お、お父様……」

　父の肖像画が飾られている、ということは……。

「どうやら、パーキート城に連れてこられたようですわね」

　出窓の脇わきに立ったスイートが、声をかけてきた。

「ここって、パーキート城なの？」

「わたくし、一度お母様ときたことがありますから、間違いありませんわ。窓から見える放送塔ボイスが一風変わったデザインでしたので、記憶に残っています」

　黒くろ媛ひめたちを起こさないよう、キュートはそっとベッドから降り、裸足はだしのままスイートのそばへ歩み寄った。そこから窓の外を見下ろす。

　自分たちがいる部屋は、地上からずいぶんと高い位置にあるらしい。眼下にひろがる街並みが一望できた。

　石造りの街並み。人間界とは明らかに違う街のつくり。遠くに見える山々は、ニッポン国の観光パンフレットには絶対に載っていないであろう刺とげ々とげしいシルエットだ。

　パーキート城は、ハンサムがもっている城のひとつである。確か、界間橋が設置されていたはずだけど……。

　どうやら、寝ている間に魔界へ連れ戻されてしまったらしい。

　勝手に！　自分たちになんの断りもなく！　人間である黒媛たちまで巻き込んでっ！

　怒りが湧わき上がってくる。

「ちょっと、これ、どういうこと？」

「わたくしにも、なにがなんだか……」

「……にしても、ふざけたかたちの放送塔ボイスね」

　窓から見える街、その中央付近に建っている高い塔に、キュートはやり場のない怒りをぶつけた。

　棒状の塔の先端は、大きくてまん丸くて……、バランスの悪さといったらない。強い風が吹けば、すぐにでも倒れてしまいそうだ。

　街には必要なものだけど……。

　放送塔ボイスとは、人間界のテレビやラジオのようなもので、特殊な魔導具を用いて街中に魔力波をゆき渡らせ、二次元、もしくは三次元の映像を送ることによって、街で暮らす魔界人たちへ速すみやかに情報を伝達することを目的としてつくられたものである。

　キュートは、出窓から見える放送塔ボイスを含むすべての街をにらみつけた。

　いったい、だれがこんなことを……。

　だが、ここがパーキート城なら、界間橋を使ってすぐにまた人間界へ戻ればいい。それだけのことだ。これからすぐにでも……。

「ねえスイート、さっさと……」

　帰りましょ、と言おうとした次の瞬間、視界の隅に動く影を見つけ、キュートはとっさに身構えた。

　毛先が床に届きそうなほどの銀髪。やさしげで、いつも夢ゆめ心地ごこちのような瞳ひとみ。末すえっ娘この前では微笑ほほえむことしかできない唇。

　三女のリイザが、両手をひろげて立っていた。

「キュート、お帰りなさい」

「きゅっ!?」

　逃げる間もなく抱きしめられ、むぎゅぎゅぅ～っと顔に豊かな胸を押しつけられた。

「リ、リイザお姉様、く、くぅぅ、苦しいでしょ！」

「あらあら、ごめんなさい。でも嬉うれしくて。キュートがやっと魔界に帰ってきてくれたんですもの。スイートも、お帰りなさい」

　リイザが、素早くスイートにも腕を伸ばし、キュートといっしょに抱きしめる。

　スイートはなんの抵抗もせず、三女の胸に無言で顔の半分を埋うずめている。

　そんな六六六女とは違い、キュートはグッと姉の胸を押しやり、抱きしめ攻撃から素早く脱出した。

　そして、キッとリイザをにらみつける。

「やっぱり犯人はリイザお姉様だったのねっ！　いますぐ人間界に戻してっ！　いますぐよっ！　一秒だって待ってあげないからっ！」

「まあキュート、そんなに怒らないで。せっかく帰省したんだから、ゆっくりしてってね。お友達もいっしょに、ね」

「きゅ───っ！　ゆっくりする〝暇〟も〝つもり〟も心の〝ゆとり〟もないのっ！」

　キュートは、両の拳こぶしで宙をポカスカ殴るようにして、懸けん命めいにリイザを威い嚇かくした。それでも、彼女の妹愛たっぷりな微笑みを突き崩すことができない。

　いつもなら、すぐさま泣きそうな顔になるのに……、なんだか変だ。なんというか、しっかりとした余裕が感じられる。

　リイザが、スイートを胸の圧力から解放したあと、自信ありげな笑みを浮かべた。

「キュートたちを魔界へ連れ戻したのは、わたしじゃないのよ？」

「……じゃあ、だれ？」

「うふふ、それはね……」

「わたしだよ、キュート」

　横からの声に、キュートは息を吞のんだ。

　低く、落ち着いた、聞く者の心をとろけさせるようなこの声は……。


　　　◆◆◆



　理り刀とは、見渡す限りの大平原に言葉を失った。

　ここが……、魔界？

　大使館の一室でスライムに包み込まれ、床が抜け、重力に逆らえず落下したあと、気がついたらここに立っていた、というわけだ。

　隣には、ちゃんとシルティもいる。

　スライムは消えていた。一度きりの使い捨て、といったところだろうか。

　日本の地図上には決して存在しない大平原のど真ん中で、これからどうすればいいのだろう。日々を狭苦しい世界で送っているから、あんまりひろすぎると心細くなってくる。

　大平原の開放感よりも、ひろすぎる空間の空気全部がのしかかってくるようで、なんだか体が重い。

　周囲の情報を処理しきれないでいた理刀の手を、シルティが握った。

「おにいちゃん、あっち」

　彼女が指差した先には、なにもない……、いや、ずぅ───とむこうに、街のような影が見えた。中央に、ひと際高い塔がそびえ立っている。

　あそこで、ハンサムが言っていた「ある大会」が行われるのだろうか？

　大会で優勝すれば、ロイヤル・カップルが誕生する。

　それはつまり、自分とキュートの仲が認められるということ。

　心が躍おどった。冷たい水を頭からかぶりたくなるほど、気持ちが高ぶってくる。

　理刀は、グッと拳こぶしを握りしめた。

「よし、いこう！」

「いこうね」

　シルティと手をつなぎ、理刀は街にむかって力強い一歩を踏み出した。


　　　◆◆◆



　キュートは、ハンサムに軽々と抱きかかえられ、壊れ物を扱うかのようにやさしい抱ほう擁ようを受けた。

　キュートも父の首に腕を回し、引きしまった彼の頰ほおに自分の頰を押しつける。

「キュート、元気だったかい？」

「はい、つつがなく暮らしています。お父様も、お変わりないようですね」

　ハンサムと対すると、意味もなく緊張する。やさしくて、人当たりがよくて、娘たちを心から愛してくれる父なのだが……。

　スキュースやカカと対しているときの緊張感とは、少し違う。やはり、ビョルンストライド王国の大公爵であり、魔界にこの人ありと謳うたわれた武人でもあり、六六七人の娘たちからは、密ひそかにある異名で呼ばれ畏おそれられている存在だからだろう。

「キュート、いつまで人間界にいるつもりだい？」

「それは……人間界の学問を修めたと、自分自身が確信をもてるときまでです」

　こたえながらも、理り刀との顔が脳裏をかすめた。人間界にとどまる理由は、もちろん学問ばかりではなくて……。

　ハンサムの逞たくましい腕が、わずかにしめつけを増した。

「キュートは、本当に可愛かわいいね」

「………」

「お父様ばかりキュートを独ひとり占めなさって……わたしにも、愛妹いもうとを抱きしめる権利があるんですから」

　素早く近づいてきたリイザが、父の腕からキュートを奪い取ろうとする。が、ハンサムは腕の力をゆるめようとしない。

「リイザ、お前はときどきキュートと会っているんだろう？　わたしは、本当に久し振りなんだから……」

「お父様は背が高すぎますから、キュートを落としたりしたら危険です。だから、ここはわたしが……」

「こらこらリイザ、父娘おやこの再会を邪魔するなんて、そんな気の利かない娘に育てた覚えはないぞ？」

「お父様ったら、ご自分だけキュートと仲よくなさるおつもりですか？」

「ハッハッハッ、リイザ、ほら、いい子だからその手を放しなさい」

「うふふふ、お父様こそ、あまりしつこいようだと、キュートに嫌われますよ？」

「なにを言うんだい。キュートはこんなにもわたしを愛してくれてるんだよ？」

「まあ大変。お父様ったら、キュートの〝愛想〟を〝愛情〟と勘違いなさってるご様子ね」

「そんなことはないさ、ハッハッハッハッ」

「本当にそうでしょうか？　うふふふふふ」

　ハンサムとリイザが、キュートの体をぐいぐいと笑顔で引っ張り合う。互いに、末すえっ娘この体から手を放そうとしない。

　そんなふたりのこめかみにうっすらと浮かんでいるのは、内面の怒りを表す青筋だ。

　スイートが、言葉をかけることもできず父と姉を眺ながめている。

　ベッドでは、騒そう々ぞうしさに目を覚ました黒くろ媛ひめたちが、現状を把握できずポカ～ンとした顔でハンサムたちを見つめている。

　左右からぐいぐいされ続けることに堪えきれなくなったキュートは、攻撃目標をリイザひとりに絞り込んだ。

「リイザお姉様、痛いでしょ！」

　ハンサムには強く言えないから、ここは彼女へ文句を投げつけるより他ほかに方法がない。

　ハンサムが、「勝った」といった様子で顔中に笑みをひろげた。

　が、リイザはあきらめなかった。

　泣きそうな顔になりながらも、ハンサムに言葉をかける。

「そういえばお父様、ご用事があるとか仰おつしやっていませんでしたか？」

　それが決め手となったらしい。

「おっとと、いかん、忘れるところだった。ゆっくりもしてられないな」

　ハンサムが、名残惜しそうにキュートをリイザへ手渡した。そしてすぐさま、流れるような動きでスイートもぎゅっと抱きしめたあと、ベッドへ顔をむけ「ゆっくりと魔界を楽しんで」と黒媛たちへ片手をあげた直後、姿を消してしまった。

　まさに瞬またたく間、といった素早さである。

「どうして魔界へ連れ戻したのですか？」とたずねる暇もない。でも、「人間界へ帰ってはダメ」なんて命じられたわけじゃないから、勝手に帰ってしまおう。

　キュートはそう考えた。

「ちょっと、リイザお姉様、放して」

　自分を抱いたままのリイザへ、ジロッと怖い目をむけてやる。

「キュートったら、人間界に戻るつもりね？　少しくらいゆっくりしていけば？」

　彼女から体を離したあと、その声には顔をむけずベッドに歩み寄った。

　黒媛たちが、「なにごと？」といった表情でリイザを、スイートを、部屋の中を、そしてキュートを見ている。

「ここ魔界なの。みんなを勝手に連れてきちゃって、本当に……」

　ごめんなさい、という言葉を口にするよりも先に……。

「ここ、魔界なのか!?」と黒媛がベッドから飛び降り、裸足はだしのまま窓へ駆け寄っていく。

「きゃあ！　初魔界ですぅ！」百もも香かも、姉のあとに続く。

「魔界？　すごい」巴ともえも、そろそろとベッドから降り、亜あ威い姉妹についていく。

　表情を輝かせながら外を眺ながめている彼女たちを見て、スイートが肩をすくめた。「すぐに人間界へ帰るなんて、言えませんわね」と彼女の目が言っている。

　確かに、「いますぐ人間界へ帰ろう」なんて言い出しづらい雰囲気が、ものの数秒でできあがってしまった感がある。

　こんなに喜んでもらえるなら、少しくらいパーキートの街を見学してもいいかな、というキュートの考えを見抜いたかのように、リイザが目を輝かせた。

「みんな、街で遊んでらっしゃい」

　彼女の言葉に、黒くろ媛ひめたちが弾はじかれたように笑顔を返す。起きたばかりだというのに、みんなの瞳ひとみは期待感で弾けんばかりだ。

「可愛かわいい格好で、ね」

　リイザが片手を軽く横に動かした直後、キュートの目に映っていた黒媛、巴ともえ、百もも香か、スイートの寝間着がす～っと音もなく消えてしまった。

　自分が着ていた寝間着も、同じように。

「きゅ!?」

　驚いたのは一瞬だけ。

　ひと呼吸もしないうちに、動きやすそうな厚手のシャツと丈の短いスカートに着替えさせられていた。リボンのついた靴もしっかりと履はかされている。

　なにかのチームのように、みんなおそろいだ。違っているのは、それぞれの色である。

　黒媛がブルー。

　勝手にポニーテールをつくられたその結び目にも、ブルーの大きなリボンがついている。

　巴がパープル。

　巨蝶が美しい羽を休めているかのように、パープルの大きなリボンが両肩それぞれについている。

　百香がピンク。

　天使の翼のように見える大きなピンクのリボンが、背にひろがっている。

　スイートがナチュラルグリーン。

　クマ耳を強調するかのように、服と同色のリボンが耳の後ろに結ばれている。

　キュートは、自分の袖そでに目を移した。ワインレッドだ。

　頭の上に手を伸ばすと、ツインテールの結び目にひとつずつ、てのひらよりもずっと大きなリボンがついているのがわかった。鏡がないから確認できないけど、たぶんワインレッドなのだろう。

　さすがはひと桁けた台の姉だ。まるで呼吸をするかのように物質変換術式を組み上げる。

「みんな可愛いわよ」

　リイザの微笑ほほえみを受け、黒媛たちもそれぞれ笑みを咲かせた。

　しかたない、とキュートは息をついた。

　界間橋室レインボー・ルームは、ここパーキート城の中にあるから急ぐ必要もない。黒媛が、巴が、百香が、あんなに喜んでいるんだから、少しの間くらい街を見て回ってもいいだろう。

　理り刀とが心配するかもしれないけど……。

　理刀……、ごめんね。












四章　魔界体験







　大平原を歩きに歩いたあと、理り刀とはシルティといっしょに活気を帯びた街中に入った。

　初の魔界体験にドキドキだ。

　いま現在、幅三〇メートルほどの大通りを歩いている。道の左右には石や煉れん瓦が造りの家家が立ちならび、どこか西洋の中世時代を思わせる重厚な年月を感じることができた。

　ゆき交う人々は、当然というか魔族ばかりだ。まるでファンタジー映画の中に入ってしまったかのような錯覚に陥おちいりそうになる。

　頭にネコのような耳が生えている女性。にょきっと角つのが出ている男性も。髪の色も様々だ。キュートと似たような銀髪が多いようだが、他ほかにも赤、青、緑、黄、紫、茶、真っ白な人もいる。

　大通りには、多種多様の外見をもつ魔族たちがあふれていた。

　魔界の街を歩くのは初めてだから、これが当たり前なのか、ここだけ特別なのか、その判断さえできない。話し声も聞こえてくるけど、内容がまるでわからない。

　魔界の言語だけじゃなく、英語のトークやヒアリングもできないけど、ジェスチャーを駆使すればなんとか意思を疎通させる自信をもっていた。が、魔界ではそのジェスチャーさえ理解してもらうのは難しいはずだ。

　理刀は心にしっかりと書き留めた。

　ここは、自分がいままで培つちかってきた「常識」「普通」「当然」という概念が通用しない場所なのだ、と。

　目を上げると、大通りのずっと先に空を突くような尖せん塔とうが見えた。輝くような美しい塔である。

「ねえシルティ、どこにむかってるの？」

「あっち」

　シルティが、にこやかに道の先を指差した。

　簡単に「あっち」と指し示されても、まるでわからない。よくよく考えると、魔界のことをなにも知らない理刀だから、ゆき先を教えてもらってもピンとこないに違いない。

　だから、質問を変えることにした。

「あの高い塔は、なに？」

　尖塔を指差し、シルティの顔を覗のぞき込む。

　理刀と言葉を交わすことが嬉うれしくて堪たまらないといった様子で、テクテクからピョンピョンに歩調を変え、彼女が理刀に身を寄せてくる。

「あのね、んとね、あれはね、まいるどなんとかっておしろ」

　まいるどなんとか？　とにかく、お城だということはわかるけど……。

「ふ～ん、お城なのか」

「うん、おしろ」

「もしかして、フォンターナ公爵のお城？」

「ちがうよ、べつのひとのおしろ」

　シルティが、なにがそんなに嬉うれしいのか、理り刀との腕に抱きついてきた。

　周りの魔界人たちは、理刀たちに興味を示す様子はない。それでも、シルティの陽気さと声の大きさとベタベタとした動きが気になる理刀である。

　とはいえ、なんの知識もない異世界の土地だから、彼女がいてくれるだけでとても心強い。ひとりだったら、きっと不安に押し潰つぶされそうになっていたはずだ。

　言葉どころか、土地のルールを知らないし、土地勘もまるでないから、いまここでシルティがいなくなったらと考えると、怖くなってくる。

　そんなことを考えていて、ふと思った。

　キュートも、人間界にきた当初はいまの自分と似たような気持ちだったのかな？　と。

　そばに毒どく舌ぜつ丸まるがいてくれたし、日本語もペラペラしゃべれたから、理刀とは状況が違うけど、知らない場所に身を置くという不安は絶対にあったはずだ。

　キュートは、キュートなりにがんばっていた。

　自分も、自分なりにがんばろう、と気持ちを固めることができた。

　理刀は、シルティの胸で肘ひじをこすられながらも、意識を前へむけた。

　これからなんらかの大会に出場し、それに優勝すればビョルンストライド王国に認めてもらえるという。

　でも、大会の内容は？

「ねえシルティ、大会って、どんなことやるのか知ってる？」

　案内役であるシルティへ、ストレートに疑問をぶつけてみた。

　理刀の腕にしがみついたまま、彼女がちょこんと首を傾かしげる。

「あのね、ん～とね、シルティシャープは〝あんないやく〟だからね、おにいちゃんをあんないするの」

　つまり、「知らない」ということなのだろう。これでは、対策のたてようもない。

　さて、どうするか？　わけもわからないまま参加しておたおたするより、少しでも大会の中身がわかっていたほうがいいに決まってるけど……。

　ぶっつけ本番。当たって砕けよ。これでいくしかないのか？　不安だけど、自分とキュートの未来のために。

　未来なんて、ちょっと大げさかもしれないけど……。照れ臭くさいし……。

　思いを巡らす理刀の腕を、シルティがぎゅっと抱きしめる。

「シルティシャープ、おにいちゃんのためにがんばるからね」

　がんばらないといけないのは、理り刀と自身なのだが……、そう言ってもらえると、なんだか心強い。




　理刀は、シルティから『さんかもうしこみしょ』に連れてきてもらった。

『参加申込所』というからには、大会へ参加するための登録所、と考えていいだろう。

　大通りを歩いているときに見た「まいるどなんとか、というお城」を見上げる広々とした場所には、すでに数多くの魔族が集まっていた。いったい何人いるのか、まるで見当もつかない。男ばかりで、女性の姿はシルティ以外にひとりも見当たらない。

「ここに、おなまえかいてね」

　シルティに指示されるまま、理刀はならべられた机のひとつでペンを借り、受け取った厚手の紙に『春日かすが理刀』と日本語で名前を書き込んだ。

　参加の申し込みは、たったそれだけだった。あとは大会の開始を待つだけだという。

　えっと、内容は？

　シルティはニコニコしているだけだし、周りの魔族には言葉が通じないし……、不安だらけである。

　しかも、みんな鎧よろいなどの防具を身につけ、さらには剣や槍やりといった武器まで所持してるから、不安はふくらむばかりだ。

　周囲を見渡しても、素手は理刀とシルティのふたりだけ。

　周りは武装。

　理刀は普段着。

　シルティは、グレーのシャツとマイクロミニなブルーのスカート。彼女ほど素肌をさらしている者は、視界の中にひとりもいない。

　おいおい、もしかしたら危険な大会なのか？　なんでみんな武器もってるの？　それに防具を身につけているということは、身を守る必要があるってことだよね？

　帰ろうかな？　なんて弱気がむくむくと頭をもたげてくる。

「おにいちゃん、がんばろうね！」

　シルティが、元気に両手をひろげた。それどころかまた、ペタンパタンとタップダンスもどきのステップを踏み始める。体を動かすことが大好きなのだろう、とても楽しそうだ。

　でも、理刀はちっとも楽しくない。と、にこやかな笑顔を浮かべた魔族が、こちらへ歩み寄ってくるのが見えた。

　身長は一八〇センチを少し超えるくらいだろうか、毛先が肩にかかった灰色の髪、キツネを連想させる細い目、唇をゆるめてはいるものの、神経質そうな雰囲気はぬぐいきれていない。二〇代半ばくらいの青年である。

「☆△～、∀＊∃ΨΘ、ξψφ……λζδ！」

　なにか懸けん命めいにしゃべっているが、理り刀とにはまるで理解できない。

　代わりに青年としゃべり始めたシルティが、理刀の肩をポンと叩たたいて「かすがりと」と口にした以外、他ほかの言葉はまったく意味不明な音の羅列でしかなかった。

　シルティと青年が、何度か言葉をやり取りしたあと……。

　青年が再び理刀に顔をむけ、キツネのような目をさらに細め、唇の両端をつり上げた。なにかを企たくらんでそうな笑顔である。

　なんだ？　と微妙に身構えた理刀だったが、

「カスガリト、ようこそ魔界へ。ボクはコンドル子し爵しやく家けの九男、ケインだ。よろしく」

　青年が、なめらかな仕草で右手を差し出してきたため、

「あ、ああ、こちらこそ、よろしく、お願いします」

　理刀は反射的に頭を下げながら、彼の手を握った。

　厚みのある、力強い手でグッと握られたため、ググッと握り返す。

　キュートやスイートたちもそうだが、魔族は言語能力が極めて優れているらしい。多種多様な種が混在する魔界ならではの能力に、理刀は内心で安あん堵どの息をついた。

　ようやく、話せる相手がいてくれた……。シルティも日本語を話せるけど、肝心なことが話せないから……。

　手を放したあと、ケインが理刀の頭からつま先まで、無遠慮なまでに視線を流した。そして、大きく肩をすくめる。

「カスガリト、キミはその格好で参加するつもりかい？」

「ええ、まあ……」

　ケインは他の参加者と同じように、軽装ながら防具を身にまとい、腰には威圧感のある剣を差している。

　そんな彼の目には、見慣れない人間界の服を着た素手の少年が、ことさら奇異に映るのだろう。

　ケインが、尖とがったアゴ先を撫なでさすりながら、しばし思案顔で理刀を見つめたあと、

「よし、せっかく人間界からきたんだから、これをキミにプレゼントするよ」

　腰の後ろから鞘さやごと短剣を外し、理刀の胸に押しつけてきた。

「え？　そんな、いいんですか？」

「キミさえよければ、友人になった印に受け取ってくれ」

　キツネのように細いケインの目が、なんだか仏様のように見えてくる。

「ありがとうございます」

　理刀は、もらった短剣の鞘をズボンのベルトに差し込んだ。

「せっかく妹君が応援してくれてるんだし、がんばらないとな。ボクもコンドル家の紋章に恥じないよう、できうる限りのことをやるつもりだ」

　妹君？　ケインの目は、理り刀との隣でニコニコしているシルティへむいている。

　人間と魔族の違いくらいわかるでしょ？　義理の兄妹きようだいだと思ってる？　込み入った家庭の事情は訊きかないよ、的な目はやめてくれ。

　なんて思うものの……、否定するのも説明するのも面倒だから、理刀は曖あい昧まいに笑っておくことにした。

「おにいちゃん、シルティシャープもがんばるよ！」

　ハハハ、ハァ。

　笑いが、ため息へと変わっていく。

　ぐるりと周囲を見回しながら、ケインがつぶやいた。

「みんな、土ネズミとの闘いに備えてピリピリしてるな。うん、いい雰囲気だ。カスガリトもがんばってくれよ」

　理刀は素早く反応した。〝土ネズミ〟という言葉を、聞き逃すはずがない。

「あのぅ、〝土ネズミ〟って？」

　ケインが、いまさらなにを言ってるんだ？　といった目を理刀にむけてくる。

「カスガリト、キミは〝土ネズミ〟を知らないのかい？」

「お恥ずかしながら……」

「下調べは？」

「……してないです」

「人間って、魔力をもってないんだろ？　それなのに、素手で、しかも下調べもしないで参加したのかい？」

「……はい」

　自分が無知なひやかしの参加者だと思われているようで、情けなくなってくる。この場合、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をもってます、と自己申告をしたところで意味はない。

　ケインが、片手でごしごしと顔をこすったあと、アンビリーバボー！　といった様子でキツネ目を見開いた。

　だがすぐに気を取り直した様子で、ベルトにぶら下げていた革袋から、ごそごそとなにかを取り出した。折りたたんだ紙のようである。

「なるほど、人間界からわざわざ挑んできただけのことはあるな。狩りの対象など眼中にさえ入っていないということか。うん、見習いたいほどの胆力だ」

　ぶつぶつとつぶやきながら、手にした紙をひろげ、これもまた革袋からペンのようなモノを取り出し、

「カスガリト、ちょっと背を貸してもらえないかな？」

　理刀に回れ右をさせると、その背に紙を当て、ペンを走らせ始めた。

　シルティが、ケインの手もとを覗のぞき込みながら、お～、とか、ひゃ～、とかよくわからない声をあげている。

　しばらくして、ケインがひろげた紙を理り刀とに見せてくれた。

「これが〝土ネズミ〟さ。我ながら絵心があるな、うん」

　自画自賛な彼が見せてくれたのは、肥え太ったブタのような、イノシシのような、ただの楕だ円えん形けいに四本の足がついただけのような、とにかく前歯がにょきっと突き出たネズミ、のような生物だった。

　目つきが、かなり悪いような……。サインらしきものまで入っている。

「こ、これが〝土ネズミ〟ですか？」

「この絵も、短剣といっしょにプレゼントしよう。経済的に困ったときは、〝ケイン・コンドル作〟として売ればいくらかの金になるだろう」

　善意なのか自信が売るほどあり余っているのか、ケインが紙を押しつけてくる。

「はぁ、どうも……」

　受け取り、まじまじと絵を眺ながめた。

　どう見ても、ブタネズミだ。

「その絵は前歯がポイントなんだ。遺跡のむこうにひろがる廃はい墟きよの中から〝土ネズミ〟を探し出し、彼らの前歯を折り取ってこなきゃならないからな。ちょっと意識して描いてみたんだが、どうかな？　うまく描けてるだろ？」












　親切な相手から、うまく描けてるだろ？　なんてたずねられれば、

「そ、そうですね」

　としかこたえられない。

「じょうずだね、ネズミさん、かわいいね、ネズミさん、まんまるだね！」

　絵を覗のぞき込んできたシルティが、手を叩たたいて喜んでいる。

「妹君も、なかなか絵を見る目をおもちのようだ」

　ケインも、満足げに笑っている。

　もうヤケだ。とにかく笑っておこう、と理り刀とは意地になってふたりと笑顔をむけ合った。本当に、もう笑うしかない。

　遺跡のむこうにひろがる廃はい墟きよ？

〝土ネズミ〟の前歯を折り取ってくる？

　知らないで大会に参加していたら、どうなってたんだ？

　案内役のシルティは、ケイン作の〝土ネズミ〟をいたくお気に召めしたようである。「かわいいね！」とニコニコだ。

　根性で浮かべた笑みが、ため息に押し流されていく。

　ハァ。


　　　◆◆◆



　キュートは、大きく息を吸い込んだ。

　どこか埃ほこりっぽい人間界と違い、久し振りに歩く魔界の街は空気が澄んでいた。

　多種多様の魔界人たちがゆき交う通りには、様々な店が軒のきを連ねている。看板の種類も様々だ。

　キュートは、人々の流れ、店、看板などにざっと目を流したあと、黒くろ媛ひめたちの様子を窺うかがった。

　黒媛も、巴ともえも、百もも香かも、みんな目を輝かせている。キュートとスイートには見慣れた光景でも、彼女たちにとっては初体験のものばかりだから。

　留学した初日を思い出す。

　生まれて初めての人間界は、すべてが新鮮だった。

　空の色が違って見えた。

　風の音も違って聞こえた。

　地面の踏み心地ごこちも違うように感じた。

　そこでふと思う。理刀はいま頃ごろどうしているだろう、と。

　まさか、自分が魔界へ連れ戻されているなんて、夢にも思っていないだろう。心配しているかもしれない。懸けん命めいに捜しているかもしれない。本当に、ごめんなさい。

　申し訳ない、という気持ちに増して思うことは……。

　会いたい。

　心が疼うずく。

「黒くろ媛ひめ、品物に触れるときは用心なさってね」

　スイートの声で、キュートは意識を再び目の前へ引き戻した。

　彼女たちはいま、装飾品がならべられた店の軒のき先さきで肩を寄せ合っている。

　入いり口ぐち脇わきに設置された台に、美しいペンダントやブレスレットが、ところ狭しとならべられているけど……。

　スイートの言う通り、迂う闊かつに手を出さないほうがいい。ここは、魔界人である自分たちがしっかりしなければならないだろう。

　黒媛が、品物へ伸ばそうとしていた手を胸もとへ引き戻しながら、スイートへたずねた。

「なにか、まずいことでも？」

「やたら神経を尖とがらせる必要もありませんが、ごく稀まれに不ふ埒らちな商あきないをする者がいますので」

「ふらち、ですか？」

　百もも香かが、可愛かわいい眉まゆをちょこんと上げる。

「押し売りとか、詐さ欺ぎとか、ってこと？」

　巴ともえが、不安そうに眉まゆ根ねを寄せる。

　キュートは表情を引きしめ、黒媛の隣に立って装飾品を見下ろした。

「幻影術式や執心術式が組まれてるかも、ってことなんだけど……」

「幻影術式って、つまり幻術ってことか？」と黒媛。

「幻を見せてダマすってことですか？　それはそれで、すごいですね」と百香。

「……執心術式って？」巴が、不安顔のまま訊きいてくる。

「一種の呪じゆ系けい術式ですわ。触れた相手が、その品を欲しくてたまらなくなり、思わずサイフの紐ひもをゆるめてしまうという、魔界ではオーソドックスな販売法です」

　スイートの説明に、黒媛、巴、百香の三人が顔を見合わせる。みんな、「迂闊に触さわれないな」といった表情だ。

　スイートが言葉を続けた。

「そんなに身構えなくても大丈夫ですわ。ここはパーキートですから、筋の通らない商いをすればどうなるか、店主もわかっているはずです。ただ、魔界にはそのような商いをする輩やからもいる、ということを知識としてもっておいても損はないということですわ」

　黒媛たちの目が、わずかにゆるんだそのときだった。

「いらっしゃいませ。おかけになって、ごゆっくりと品定めをどうぞ」

　店の奥から、柔和な笑みを浮かべた中年の男が歩み出てきた。ほぼ同時に、高い背もたれのついた椅い子すが五つ、キュートたちの後ろに現れる。

　腰を落ち着かせたあと、軽妙な営業トークでゆっくりと品物を売りつけてやろう、という魂こん胆たんが見え見えだけど……。

　おそらくは店主であろう男が浮かべた人好きのする笑みを前に、キュートは椅い子すに座るか否かしばし迷った。

　黒くろ媛ひめたちが、いきなり後ろに現れた椅子から目を上げ、キュートに、そしてスイートに「彼はなにを言ってるんだ？」といった視線をむけてくる。

　彼女たちに魔界の言葉は理解できないから……、ここは自分がビシッと……、とキュートが口を開くよりも先に、スイートが片手をあげた。

「まだ見て回りたいお店がありますので、椅子は結構ですわ」

　毅き然ぜんとした態度と余裕の微笑ほほえみを店主へ投げたあと、黒媛たちを促うながして歩き出す。

　キュートも、「あたしだって、一瞬たりとも迷ってないわよ？」といった表情をつくりつつ、スイートの背についていく。

　魔界初体験の黒媛たちを楽しませるためにも、魔界人である自分がしっかりしなければ。

　唇を引きしめつつ、スイートもいっしょでよかった、とこっそり胸をなで下ろすキュートである。




　スイートがそれとなく体を寄せてきたことに、キュートはふと気づいた。

　先ほどの装飾品店から数軒先の店で、黒媛、巴ともえ、百もも香かの三人が、物珍しそうに魔界産の果物を眺ながめている。

　そんな彼女たちの背から少し離れて立ち、スイートが通りの喧けん噪そうに溶け込みそうな声で話しかけてきた。

「いまのうちに、話しておきますわ」

「なに？」

　スイートの真剣な顔に、キュートは心持ち身構えた。ケンカを売っているような表情でもなければ、いつものようにこちらを小こ馬ば鹿かにした様子でもない。

「お父様は、アルアと同一人物です」

「え？」

「あなたにもわかり易やすく説明します。つまり、お父様がアルア・クレイロードという人物に変化し、レゾン学院の普通科へ留学生としてやってきた、ということですわ」

「どうしてわかったの？」

「匂におい、ですわ。お父様から、アルアと同じ匂いがしました。短期間に同じ匂いと接すれば、嫌でも鼻が覚えていますから」

　獣人のクオーターであるスイートがそう言うなら、ほぼ間違いないだろう。噓うそを言っていなければ、だけど……。

　ここで、「お父様とアルアは同一人物だ」という噓うそをついても意味がない。

　キュートは、鼻先がくっつきそうなほどスイートに顔を近づけ、念のため「それ、ほんと？」とたずねてみた。

「紋章に誓いますわ」

「とすると……」

「理り刀とを見にきた、と考えるのが妥当ですわね」

「普通科にきたのは、理刀を、観察みるため？」

　キュートは、懸けん命めいに頭を回転させた。

　だが、たいして回転させなくても、こたえは容易に弾はじき出すことができる。

　ハンサムは、六六七人の娘たちを溺でき愛あいしている。その極大無比な魔力を、娘たちのためならば一滴残らず放出し尽くしても構わない、というくらいに。

　娘として、愛されるのはとても嬉うれしい。だが、それが過剰だとちょっと困るのだ。

　ハンサムは、姉妹たちの間で密ひそかにこう呼ばれている。

｛恋路破潰者クラツシヤー｝と。

　娘たちがだれかとつき合おうとすると、彼はとにかく邪魔をする。

　本人は、相手の男を品定めしようとしているのだろうが、魔界の大公爵の眼鏡めがねにかなう者など、そうそういるものではない。いや、皆かい無むといってもいいだろう。

　ハンサムが、理刀に狙ねらいを定めてる？

　この事実にわずかでも意識をむけただけで、目がくらみそうになってくる。

　キュートは、気を抜くと弾けそうになる感情を抑えつつ、スイートへささやいた。

「どうしてもっと早く言わないのよ」

　自然なフリを装い、スイートが周囲へ視線を巡らせた。

「お父様に直接おたずねするのは、愚ぐの骨こつ頂ちようですわ。誤ご魔ま化かされるに決まってますもの。それに、リイザお姉様がどこから遠視みてらっしゃるかわかりませんから、不用意にあなたへ伝えることもできませんでしたの」

「そりゃあ、そうだけど……」

「あなたも、そしてわたくしも、お父様から邪魔されると非常に困りますから、ここは互いの欠点には目をつぶって、力を合わせるしかないと思うのですが、どうでしょう？」

「た、確かにそうよね」

　スイートが、ふふんといつものように鼻で笑った。が、その目がどこか強こわ張ばっていることにキュートは気づいた。

「足を引っ張らないで下さいね」

「ふん、あんたこそ」

　スイートを軽くにらみながらも、キュートは彼女が出してきた握り拳こぶしに、自分のそれをコツンと合わせた。

　理り刀とのことを想おもう。

　もしかしたらいま頃ごろ、アルアに変化したハンサムから、無理難題を押しつけられているかもしれない。

　急いで人間界へ帰らなきゃ。


　　　◆◆◆



　シルティと肩をならべ、理刀はおどろおどろしい石造の建物を眺ながめていた。

　でかい。とにかくでかい。日本の国会議事堂を連想させる横に長い建物は、シルティ曰いわく、「いせき」であるらしい。

　いったい、なんの遺跡なのだろう。

「なんのいせきだろうね」とはシルティのこたえである。

　まいるどなんとか城を見上げる広場から、人の流れにのって移動すること三〇分弱。いま現在、ＣＧを駆使したアドベンチャー映画のセットなど、もやは子供だましにしか見えない遺跡の前にきている。

　シルティも、大会に「とくべつさんか」をするという。それはいいけど……。大丈夫なのか？

「だいじょうぶだよ！」

「ホントに？」

「ほんと！」

　というわけで、彼女もついてきている。

　どうせなら、と移動している最中、理刀は可能な限り大会の諸情報を入手しようと、シルティを質問攻めにした。

　親切な青年、ケイン・コンドルがさっさとどこかへ姿を消してしまったことが痛い。

　親しげに他ほかの参加者へ話しかけても、無視されるか怖い目でにらまれるだけだった。

　シルティは、大会の内容や目的や優勝者に与えられるモノなど、まるで知らないと言う。だから、他の参加者たちがなにを狙ねらっているのか見当もつかない。自分は、ハンサムに言われるままここにいるけど……。

　シルティの言葉で気になったのは……。

「あのね、まほうがつかえないからね、きをつけないとダメだって」

　人間だから魔法は使えません。『混沌とした実在カオテイツク・リアル』だって、土ネズミを捕まえる役には立ちそうにもないし。

　いやいや、そういったことではなく、「魔法を使ってはいけない」という大会のルールかなにかかもしれない。それをたずねると、

「たいかいのるぅる。ん、るぅる？　まほうはね、ダメなの」

　というこたえが返ってきた。

　やはり、魔法使用禁止か、それに類するルールがあると考えていいだろう。人間には、まったく関係のないルールだけど……。

「んとね、コトリのおひめさまがビョウキだからね、おともだちのコトリさんたちがみんなピリピリしてるって」

　小鳥のお姫様？　病気？　お友達の小鳥がみんなピリピリ？　サッパリわかりません。

「コウウンをいのるから、しんじゃダメなんだって、エヘヘ」

　幸運を祈るから死んじゃいけない？　エヘヘ、なんて笑ってる場合でしょうか？

　大きな不安と折り合いをつけつつ、理り刀とは周りの参加者たちへそれとなく目を配った。

　バズーカにしか見えない大型の武器を背にかついだ、ゴリラのような大男。

　重そうな鎧よろいで全身を包んだ騎士。

　日本刀のような刃物を三本ずつ左右の腰に差している男。

　どこへ顔をむけても、視界に入ってくるのは物騒な連中ばかり。

　刃物の所持は当たり前。目つきの悪さもハンパじゃない。ヤクザか、超一流の格闘家のような鋭さをもつ連中ばかり。

　理刀は、胸ポケットに押し込んでいた紙を取り出し、丁寧にひろげた。

　ケイン作、ブタネズミ、いや土ネズミの絵。いまにもブーブー、チューチューと鳴き出しそうな愛らしさだ。

「ネズミさん、かわいいね！」

　どんなときでも明るいシルティの声に、ほんのわずかばかりだが心が癒いやされた、ような気がする。

　それでもいまは、目前に控えた大会に集中しなければならない。

　土ネズミを捕獲し、可哀かわい想そうだが前歯を折り、先ほどの広場までもって帰る。そうすれば、ビョルンストライド王国に認められ、そして……。

　目を閉じると、キュートの笑顔がまぶたの裏に浮かんできた。

　心の波が小さくなっていく。

　目を閉じたまま、ゆっくりと土ネズミが描かれた紙を折りたたみ、もとのように胸ポケットへ押し込んだ。

　呼吸を整え、目を開ける。

　シルティの笑み。

　彼女のむこうには、数多くのギスギスした参加者たちの姿。

　もっている武器は、ケインにもらった短剣が一本だけ。

　ぶわぁん

　澄んだ空に、ほら貝に似た音が響き渡った。

　どういうわけか、音が肌に染みた。

　どういうわけか、鼓動がゆっくりと落ち着いていく。

　どういうわけか、感覚が研とぎ澄まされていくような気がした。

　ざわついていた空気が、急に静まり返った。

　ぶわぁん

　もう一度、鳴った。

　どういうわけか、周囲の参加者たちが気を尖とがらせていくのがわかった。

　大会開始の合図、と考えて間違いない。

　なにがなんだかわからないし、なにが待ち受けているのかもわからないし、どのくらい危険なのかもわからないけど……、とにもかくにも、いよいよだ。

　差し迫った状況だというのに、気づくと不安が小さくなっていた。

　不安よりも、大きくなった感情。

　挑戦できる、という喜び。

　怖い怖い怖い怖い怖い……、だからこそ……、突っ走れ！

　恐怖を振り払うため、

　自らを鼓舞するため、

　足を前へ踏み出すため、

　キュートの笑顔のため、

　理り刀とは腹の底から叫んだ。

「いくぞぉぉぉぉぉ────────────────────────────っ！」

　シルティも、両手を高々と天へ突き上げた。

「おにいちゃぁぁぁん、だいすきぃぃぃ───────────────────っ！」

　それがキッカケとなった。

　周囲の参加者たちも、負けじと雄叫おたけびをあげ始めたではないか。

　雄叫びが、咆ほう哮こうが、絶叫が、大きな波となり、ひろがっていく。

　参加者たちが、遺跡へむかって走り始めた。

　もうとまらない。

　もうとめられない。

　巨大な怒号に臓ぞう腑ふをゆさぶられながら、理刀は地を蹴けった。

　シルティも、遅れずについてくる。

　多くの参加者たちといっしょに、遺跡の中へ……、突入！




　遺跡の中はひろかった。天井も高い。

　ひろすぎて、高すぎて、それでいて薄暗いから、距離がつかみづらい。

　天井を支える柱は、直径で五〇メートルはあるかもしれない。規格外にもほどがある太さは、さすが魔界といったところか。そんな柱が、あっちにもこっちにも見えるから、ただただビックリの理り刀とである。

　入口で体をぶつけ合うように密集していた大勢の参加者たちも、遺跡の中へ入ったあとは扇状にひろがっていったため、理刀の周りの風通しはぐんとよくなった。が、人との距離がどんどん離れていくと、このまま独ひとりになってしまいそうで少々心細い。

　理刀は、そばから決して離れないシルティの存在に心を支えてもらいながら、とにかく走り続けた。

　参加者たちはみんな、遺跡の奥へむかっている。だから、理刀もそうすることにした。

　と、すぐに先のほうから叫び声が聞こえてきた。硬いものをぶつけ合うような音も。

　予想していたこととはいえ、体が強こわ張ばるのを感じる。

　短剣を抜くか？

　ベルトに差した鞘さやを押さえ、短剣の柄つかを握りしめた。

　抜くか？　否か？

　治安のいい平和な国で生まれ育った理刀だから、刃物を手にだれかと対たい峙じした経験など一度もない。

　攻撃されるのは怖いけど、攻撃するのも怖かった。ゲームじゃないから。

　身を守るためなら他者を傷つけることを躊躇ためらわない、という覚悟が固まっていなかったことを、理刀はいまさらながらに自覚した。

「おにいちゃん、あぶないよ？」

　隣を走っていたシルティから、いきなり腕を引かれた。

　バランスを崩し、右へ二、三歩たたらを踏んだのとほぼ同時だった。

　ドガァァァン！　と、すぐ左手に勢いよくなにかが落ちてきた。

　人？　石？

　人型の石像だった。しかも数えきれないほどの腕をわしゃわしゃ動かし、数えきれないほどの半月刀をカチャカチャいわせている。

　千せん手じゆ観かん音のん？　とても観音様のようには見えないけど……。牙きばのならんだ狼おおかみ面づらだし。

　走りながら迷っているうちに、とうとう戦闘領域へと足を踏み入れてしまったらしい。

　相手が石像なら、傷つけることを躊躇う必要はない。が……、一本の短刀でどうこうできる相手じゃないことは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「を～、おてていっぱいだね」

「シルティ、逃げるぞ！」

「ぴゅーってにげようね」

　理刀はとっさにシルティの腕をつかみ、自らの瞬発力を出し惜しみせず、死にもの狂いでスタートを切った。

　シュパッ、と後ろ髪をなにかがかすめたが、痛みはない。

　振り返らず、走った。

　追ってくる気配はない。

　それでも走った。

　周りで、参加者たちが様々なかたちの石像と闘いを始めている。だれも魔法を使っている様子がないところを見ると、やはり魔法禁止ルールがあるのだろう。

　構わず走った。

「ぴゅぅぅぅ─────ん」

　シルティが、なんだか楽しそうに理り刀との横を走っている。

　緊迫感って知ってる？　とたずねたくなるけど、いまはそんな暇さえない。

　周りに、次々と石像が落下してきた。

　ドガァン！　ズンッ！　ゴォン！　バァン！　ズガァン！　ズゥン！　ドゴッ！

　音が耳に突き刺さってくるたび、背筋が寒くなる。

　石像が、いつ頭の上に落ちてくるかわからない。用心しようにも、天井のどこからどうやって落ちてくるのか、暗くてよく見えない。だから、前だけを見すえて走るしかない。

　怖い怖い怖いっ！　シルティを守らなきゃ！　怖い怖い怖いっ！　どうして自分は、こんなことやってるんだ!?　怖い怖い怖いっ！

　両腕と両足を必死で動かした。

　本能が叫んでる。

　死にたくなかったら走れ！

　走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ突っ走れ！

　参加者と石像たちの間を縫うように、理刀とシルティは疾走した。

　そのままスピードを落とさず、先をゆく参加者たちの背を追って、遺跡の奥にあった階段を駆け下りる。

　目的地は地下のようだ。土ネズミというからには、それもうなずける。

　長い階段の先は、暗くてまったく見えない。もしかしたら、このまま奈な落らくの底へ……。

「ぴゅんぴゅんぴゅぅ───ん」

　シルティの吞のん気きな声が、こんなときはとても心強い。





五章　マイルドペイン







『アルアの正体はハンサムだった』と黒くろ媛ひめたちに説明すると、最初は驚いたものの、すぐに現状を受けとめてくれた。

　そんな彼女たちと、こっそりパーキート城に舞い戻ったのはいいけれど……。

　キュートは、界間橋室レインボー・ルームの前にいるモノを見て、全身から重々しい息を吐き出した。

　厳いかつい守護獣が、入口前に居座っている。

　人型ながら、身長は二メートほどもあるだろうか。鬼面で、見苦しいほどぱんぱんにふくらんだ筋肉を見せつけるかのように、先ほどから様々なポージングを続けている。

「ウガァ」とか「グルルゥ」なんてうなっているから、もしかしたらキュートたちを筋肉で威い嚇かくしているのかもしれないが、ただただ滑こつ稽けいなだけである。

　ハンサムの息がかかった守護獣だろうから、キュートたちの力でどうこうできる相手ではない。下へ手たに攻撃すれば、想像を絶する反撃がくるかもしれないから、試しに、なんて手を出してみることも躊躇ためらわれる。

　キュートは、スイートと顔を見合わせた。

「どうする？」

「やはりというべきでしょうか、人間界へは簡単に帰れそうにはありませんわね」

　後ろから、黒媛が会話に入ってくる。

「お父さんと、腹を割って話してみたらどうだ？」

「真剣にむき合えば、きっとわかってくれますよ」

　百もも香かが、胸の前でグッと両手を握る。

「本音を言い合うことも、ときには必要だと思うわ」

　巴ともえが、ぽそりとつぶやく。

　彼女たちの意見を受け、キュートは再びスイートと目を合わせた。

「どうかしら？」

「わたくし、お父様と話し合いなんてしたことありませんわ」

「あたしだって……」

「お父様は、わかって下さるでしょうか？」

「どうかしらね。でも、このまま動かないよりは……」

　父と真剣にむき合ってみよう、とキュートが決意を固めようとしたそのときだった。

「あら～、お父様ったら、またこんな不細工守護獣なんか置いて。ヤになっちゃう」

　キュートたちの目の前に現れたのは、七女のデモティだった。

　グレーのセーターに足の長さと細さを強調するかのようなジーパンを合わせただけ、というラフな格好ながら、まるで壊れた噴水のように逆立った金髪だけは、周囲に奇妙な違和感を振りまいている。

　そんなデモティが、守護獣からキュートたちへ目をむける。

「あら、あなたたちも人間界へ遊びにいくつもりだったの？　残念ね。お父様がこんな不細工を……」

「ちょうどよかったわ。デモティお姉様から、お父様に頼んでもらえないかしら？　守護獣をどかして下さいって」

　キュートは、チャンスとばかりにデモティのすべやかな手を取った。ひと桁けた台の彼女から頼めば、ハンサムも素直に耳を貸してくれるに違いない。

　だが、期待していたこたえは返ってこなかった。

「ごめんね、この前、お父様とちょっとケンカしちゃって、顔合わせづらいのよね」

「ケンカ？」

「ほら、お父様ってば｛恋路破潰者クラツシヤー｝だから……わかるでしょ？」

　つまり、恋路を邪魔された、ってこと？

　直後、デモティの碧瞳ひとみに刺とげ々とげしい光が散らばったのを、キュートは見逃さなかった。

「あ、思い出したら腹立ってきた」

「!?」

　キュートは反射的に、デモティから跳び離れた。

　スイートも手慣れたもので、黒くろ媛ひめたちを背に庇かばうように移動する。

　黒媛、巴ともえ、百もも香かの三人だけが、ポケッとした表情でデモティに目をむけている。

　うっすらと唇に笑みを浮かべたデモティが、冷たく光る刃物のような瞳ひとみのまま、守護獣へむき直る。

「ウガァ」

　守護獣が太すぎる右腕をグッと曲げ、盛り上がった上腕二頭筋に青筋を立てた。まるで、「かかってこい、この野郎！」とでも言っているかのように。

「お父様の、ヴァカァァァァァァァッ！」

　叫ぶと同時に、デモティの姿が消えた……、いや、守護獣にむかって踏み込んだのだ。

　ガッ、ゴッ、グシャッ、ギュゴッ、ガガガガガガガッ、バァン、ゴギュ、ギュゴッ！

　肉と肉の生々しい衝突音だけが、キュートの鼓膜を激しくゆらす。

　魔界の大公爵が配置した守護獣と、ひと桁台のお姉様が素手で殴り合う様は、見ていて全身が凍りついてしまいそうなほど恐ろしい。

　キュートの目には、一〇人ほどに分身したデモティが、守護獣をボッコボコに殴り、蹴けり、叩たたき、踏みつけ、打っているように見えている。

　対する鬼面のマッチョ守護獣は、「ウゴォ」とか「グゴォ」とかうなりながら、キュートの胴回りよりもずっと太い腕を駄だ々だっ子のように振り回しているだけだ。拳こぶしは、デモティの体を捉とらえることができていないようだけど。

　スイートも、黒くろ媛ひめも、巴ともえも、百もも香かも、啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんとしたまま、闘いを見守っていることしかできない。

　それでも、このままデモティが守護獣を粉砕してくれれば、自分たちは労せずして人間界へ帰ることができる。

　そう考えたキュートは、

「デモティお姉様、がんばって！」

　口に両手を当て、大声で応援した。

　直後、

「あ～、スッキリした」

　何事もなかったかのような微笑ほほえみを浮かべ、デモティが目の前に現れた。

　界間橋室レインボー・ルームの門前では、いまなお鬼面マッチョ守護獣が「ウガァ」とムカつくポージングを決めている。

「デモティお姉様、もう少しがんばって、アイツをやっつけて」

「無理ね。あの不細工、見た目と違ってハンパない防護皮膜セキユリテイで護まもられてるから、突き破るのに五日ほどかかっちゃう」

　デモティが、ペロッと舌先を覗のぞかせた。

　ひと桁けた台のお姉様が、術式分解に五日もかかるというのなら、自分たちの力では数一〇年はかかると考えなければならないだろう。下へ手たをすると、一生かかっても守護獣を倒すことができないかもしれない。

　さすがはハンサム・フォンターナ、というべきか。

「あたし、お父様に直接お願いしてみるわ」

　キュートはすぐに意識を切り替え、再び気持ちを固め直した。やはり自分で道を切り開くしかないようだ。

　デモティが、ひょいと細い眉まゆを跳ね上げた。

「キュートったら、そんなに人間界へいきたいの？　もしかして、むこうにいい男ひとを待たせてるとか？」

「そ、そんなこと……」

　急速に頰ほおの辺りが熱くなってくる。

「「「待たせてません」」」

　スイート、黒媛、巴の三人が、なぜか声をそろえて否定する。

　キュートは心の波を静め、頰の熱をなんとか冷ましながら、デモティを見上げた。

「ま、いいわ。とにかくがんばりなさい」

　七女が、対する相手を包み込むような笑みを浮かべたあと、キュートの頭をなでた。ついさっきまで激烈に暴れていた女性と同一人物だとは、とても思えない。

「お父様は、いましがた飛竜で飛んでったわよ。いきさきはもちろん……」

「マイルドペイン、ですわね」

「だろうね」

　スイートの言葉に、デモティが笑みをひろげた。

　マイルドペインとは、｛傀儡回しプレイヤー｝であるササラ・ビョルンストライドが治める街の名だ。

　ササラは、周囲およそ三〇キロ四方にいる魔族の力を強制的に支配する能力をもった姫だから、街中どころかその周辺地域でも魔法を使うことができない。そのため、空間移動術式で街へ入ることは不可能となる。

　飛竜でむかう場所といえば、まずはマイルドペインを思い浮かべるのが、ビョルンストライド王国の常識となっているのだ。

「あたしたちも、飛竜でお父様を追いかけなきゃ」

「問題は、リイザお姉様がどう動かれるか、ですわね」

「リイザお姉様ってば、いちいちしつこいから……」

　キュートとスイートの心配を打ち払うように、デモティが楽しそうに目を細めた。

「リィ姉だったら大丈夫。さっきまでこっち遠視みてたけど、すぐに術式分解バラしといたから、いまのうちにいきなさい」

「デモティお姉様……」

「リィ姉ってば、相変わらずキュートにべったりなんだね。ったく、キュートももう立派なレディなんだから、放ほうっておいてやればいいのに」

「デモティお姉様、ありがとう」

　キュートは、デモティにサッと抱きついたあと、すぐさま黒くろ媛ひめたちにむき直った。

「申し訳ないけど、ちょっと空の旅につき合ってちょうだい」

　黒媛、巴ともえ、百もも香かが、そろって眉まゆを跳ね上げた。

「空の旅？」と黒媛。

「飛行機とか、あるの？」と巴。

「さっき、飛竜って聞こえましたけど、もしかして……」と百香。

「そ、飛竜でひとっ飛びよ！」

　歩き出したキュートに、スイートが肩をならべる。黒媛たちもついてくる。

　後ろから、

「マイルドペインで面白そうな大会やってるみたいだから、お父様、それ観みにいったんじゃないかな？」

「大会？　うん、ありがとう。っと、あたしたちがマイルドペインにむかったこと、リイザお姉様には内緒よ」

　肩越しに振り返ったキュートに、デモティが手を振ってくる。

「オッケー。リィ姉の泣き顔、わたし大好きだから、あとはまかせといて」

　悪戯いたずらっぽく笑う七女に背をむけ、キュートは足を速めた。

　とにかく、マイルドペインへ。




　パーキート城の飛竜舎にきたキュートは、さっそく閂かんぬきを外して二頭の飛竜を外へ引っ張り出した。

「こんなに大きな竜さん、初めて見ました！」

　百もも香かが、飛竜を前に表情を驚き一色に染めた。

「種類がちょっと違うようだが、シィちゃんよりずっと大きいな」

　黒くろ媛ひめも、目を見開いて飛竜をまじまじと見つめている。

「シィちゃんも、いま頃ごろはこのくらいになってるかもね」

　巴ともえが、黒媛の背に隠れるようにしてつぶやいた。

　大人おとなの飛竜は、人間界のいたるところを走っている軽自動車ほどの大きさだ。たたんでいる両翼をひろげれば、その大きさは五倍以上になるだろう。前足が小さい代わりに後ろ足が長くて太い。爪つめも見ていて怖くなるほど尖とがっている。不ふ揃ぞろいの牙きばだって刺とげ々とげしい。

　飛竜を初めて見た黒媛たちが、目を大きくして驚くのも無理はない。貴族の嗜たしなみとして幼い頃から乗竜を練習してきたキュートでさえ、いまでも気を抜くと尻しり込ごみしそうになるのだから。

　しかしながら、百香が怖がる様子もなく飛竜に近づいてゆき、それどころか警戒する素そ振ぶりも見せず、その鼻面をなでたのには驚かされた。

「大人おとなしいな。よく訓練されているらしい」

　黒媛も、妹といっしょに飛竜をなでさすり始める。

「……お利り口こう、みたいね」

　巴だけが、わずかに距離を取っている。

「これで、ササラ姫がいるお城までびゅんびゅん飛んでいくんですね？」

　百香が、瞳ひとみと笑顔と声を輝かせた。

　彼女たちにはもう、ゆき先がマイルドペインであること、そしてその中心にある城にはササラがいることを伝えてある。

　黒媛たちの視線を受け、キュートは意識して胸を張った。

「ガンガンいくわよ」

　乗竜は、あんまり得意じゃないけど……。

「あの……」

　巴ともえが、胸の前でひょろろろ、と自信なさげに右手をあげた。

「……ジェットコースターとか、わたし、泣いちゃうから、その……ゆっくり……」

　うつむいたまま胸の前でもじもじと指をからめる彼女へ、キュートは力強くうなずいた。

「そうね、飛竜が初めての人は怖いだろうから、ゆっくり飛びましょ。マイルドペインは逃げないわ」

　ゆっくり飛ばすだけなら、乗竜術が稚ち拙せつな自分でも大丈夫、と内心でホッと息をつくキュートである。

「マイルドペインは逃げなくても、お父様はお逃げになるかもしれませんけど？」

　横でポソッとつぶやくスイートの声は、無視した。


　　　◆◆◆



　螺ら旋せん状じようの階段を下りて、下りて、下りて、ときどき踏み外してバランスを崩しながらもシルティに体を支えてもらい、気を取り直しながらもまた下りて、下りて、下り続け、ようやくたどり着いた場所は………………………………………………………、廃はい墟きよだった。

　階段の途中から、下が明るくなってきたことには気づいていた。

　明かりがついてる？　地下だから、陽ひの光ってことはないよね？　敵が待ち構えているのかも……。今度こそ短剣を抜くのか？

　なんてことを考えていたけど……。

　廃墟は、陥没した土地につくられていたのだ。

　木や石でつくられた建物は、傾き、欠け、崩れ、壊れ、風化し、大きな樹きの根に壁を突き破られ、蔦つたに覆おおわれ、原形をとどめているものはほとんど見あたらない。

　理り刀とたちが出てきた遺跡は、凹へこんだこの場所と上の土地とを往ゆき来きする通路のようなものだったのかもしれない。千せん手じゆ観かん音のんのような石像たちは、門番といったところだろうか。

　切り立った崖がけは、間違いなく東京タワーよりも高い。ずっと見上げていると、その高さに吞のまれて足がすくみそうになる。

　崖は、理刀の左右にずぅ───っと続いているようだ。先のほうは、霧がかかっていて見通すことがかなわない。

　霧の奥にも、廃墟は続いている。

　濃密な木々の匂におい。

　人間界は一二月を迎えているというのに、ここは肌を流れる汗がいつまでたっても乾かないどころか、さらにあふれ出てくるような蒸し暑さだ。

　遺跡の長ぁ～い階段を駆け下りてきた参加者たちが、次々と廃墟の中へ消えていく。

「ねえシルティ、土ネズミって、どこにいけば捕まえられるかな？」

　ケインが描いてくれた絵を思い出しつつ、シルティにたずねてみた。

「んとね、たぶんあっち！」

　彼女が、澱よどんだ空気を突き破らんばかりの勢いで、廃はい墟きよの先を指差した。

　たぶん……。ま、いっか。

「よし、それじゃあ、いこうか！」

「いこうね」

　シルティが嬉うれしそうに伸ばしてきた手を握り、理り刀とは彼女とならんで歩き出した。ベルトに差した短剣から、意識を遠ざけることなく……。




　廃墟に足を踏み入れて一〇分もしない間に、あれだけいた参加者たちが、ひとりも見えなくなった。

　し─────んと、ある意味、攻撃的なまでに静まり返った廃墟の中は、ちょっとしたお化け屋敷よりもずっと怖い。

　半壊した建物の陰から、いまにもお化けが飛び出してきそうで……。日本的なお化けだったらまだいいが、凶器を握りしめた怪物が現れたら、悲鳴をあげて逃げるしかない。

　早く土ネズミを見つけて、さっさと前歯をもらって帰りたい。

　でも、土ネズミがいそうな場所って、どこ？

　捕り方も知らない。もし特別な道具が必要だった場合、どうする？　おびき出すエサだっているかもしれない。

　いまここで、頼りになるのはシルティだけ。

「シルティ、土ネズミって、どうやって捕まえたらいいのかな？」

「ネズミさん、つかまえるの？」

「まあ、前歯をもらったあとは、逃がしてあげるけどね」

「ネズミさんのハはね、バシッてやればもらえるよ」

　シルティが、見えないなにかをバシッとひっぱたいた。

　確かに、バシッと殴れば歯を折ることもできるだろうけど……。捕獲方法は、よく知らないらしい。さて、どうすれば……。

　シルティとつないだ手に、じっとりと汗が滲にじんでくる。と、

「おにいちゃん、だいじょうぶだよ。シルティシャープ、おにいちゃんのためにがんばるから。もっとりらっくしでいいよ」

　汗の理由を敏感に察知したのだろうか、シルティが理刀の手を両手で包み込むようにして、自分の胸に引き寄せた。

　たくさんの汗を吸っていたため、シャツの生き地じが貼はりつき、張りのある丸みとツボミの位置がハッキリと浮き出ている胸だったから……、ドキドキだ。

「りらっくしだよ、おにいちゃん」

「りらっくし？」

「うん、りらっくし」

「リラックス？」

「ん～？　ん？　そうだったかなぁ、うん、そうだね、りらっくすだね」

　シルティが、エヘへ～と屈くつ託たくのない笑みを浮かべた。もうそれだけで、リラックスできてしまう。

　肩の力を抜いて……、と理り刀とが軽く息を吐いたそのとき、シルティの目がわずかばかり細くなった。彼女の視線は、廃はい墟きよの奥へむいている。

「？」

　数秒遅れて、理刀も気づくことができた。

　シクシク、くすん、シクシクシク。

　これは……、泣き声？　子供？

　シクシク……、ときどき、鼻をすすり上げるような音も聞こえてくる。

　理刀は、シルティと目を合わせた。

「だれか泣いてるのかな？」

「ないてるね」

　泣き声をたどり、周囲への警戒もしつつ、崩れた建物の陰を覗のぞき込んだ。

　そこから見えたのは、大樹の根に縛りつけられて泣いている幼い女の子だった。五、六歳くらいだろうか。可哀かわい相そうなことに、丸裸にされている。

　だれがあんなことを……、という怒りを覚えたときにはもう、足を踏み出していた。

　泣いている女の子。衣服をすべて剝はぎ取られた女の子。縛りつけられた女の子。

　助けないでどうする！

　もちろん、カッと熱くなった頭の片隅で、冷静な部分もちゃんと働かせている。

　近くにだれか隠れていたら？　大樹の裏に潜ひそんでいる者がいたら？　なにかしらの罠わなだったら？　様々なケースを頭の中にならべていく。

　でも結論は、弱者にひどいことをするな！　である。

「いま縄をほどいて……」

　あげるね、と理刀が言い終わるよりも先に、シルティが素早く女の子に駆け寄っていく。

　さすがシルティ。心根のやさしい子だな、と思ったのも束つかの間ま、右手をおもむろにあげた彼女が、

「バシッ」

　女の子の頭に平手を打ち下ろした。

　口での効果音はいいとして……、どうして？　女の子、泣いてるんだよ？

　驚き啞あ然ぜんとしている理刀の前で、シルティが再び腕を振り上げた。

「ちょ、シルティ……」

　その手をとめようと慌あわてて彼女に駆け寄ろうとした理り刀との目の前で、泣いていた女の子の体から、ストンと縄が落ちた。

「え？」

　次の瞬間には、ぽ～んと横に跳んだ女の子が、四つん這ばいになって走り出した。

　その体が、みるみるうちに獣へと変わっていく。

　犬のような、狼おおかみのような、灰色の長い毛をもつ四つ足の獣だ。

　女の子だった獣は、廃はい墟きよの中を跳ねるように逃げていき、すぐに見えなくなった。

「…………………………」

　言葉が出てこない。

　シルティが、理刀の腕に抱きついてくる。

「あのね、シルティシャープ、〝ひとくい〟にバシッてしたよ。えらい？」

　理刀は、ゴクリとツバを吞のみ込んだ。

　ひとくい？　もしかして、人食い？　人の姿に化けて、近づいてきた相手を襲って食べるの？　シルティがいなかったら、いま頃ごろムシャムシャやられてたってこと？

「シルティ、いまの、なに？」

　理刀はどうにかこうにか、その質問を口にした。

　シルティが体を小刻みにゆらし、いっしょに大きな胸もぷるぷる震わせながら、教えてくれた。

「んとね、おとしよりになったらね、ピロリ～ンってばけるのがいるの。そんでね、ダマしてバリバリたべちゃうんだよ？　りゅうはね、おとしよりになんなくてもばけられるの。エヘヘ、すごいね」

「す、すごいね……ハハ、ハァ」

　シルティの言葉の大半が、耳を通り過ぎていく。

　残った単語は、ほんのわずか……。

　要約すると、「化ける獣もいるから用心しろ」ということだ。

　ここは魔界。理刀は、この事実をあらためて肝きもに銘じることにした。


　　　◆◆◆



　一時間と少し飛んだあと、マイルドペインに到着した。

　駐竜場に竜をつないだあと、キュートたちは街へむかった。飛竜は知能が高く、嗅きゆう覚かくも発達しているから、フォンターナの眷けん属ぞく以外の怪しいだれかが近寄ってくれば、牙きばをむいて威い嚇かくする。だから、まず盗とられる心配はない。

　大通りの先に、マイルドペイン城が見えている。中央の尖せん塔とうが空へ真まっ直すぐに伸びた光り輝く城だ。ササラの居城に相応ふさわしい。

「もしかして、あのきれいな建物にササラ姫がいらっしゃるんですか？」

　百もも香かが、さっそくマイルドペイン城に目をつけた。

　スイートが、ちょんと片かた眉まゆを上げる。

「おそらくは、いらっしゃるはずです。南の山を越えた辺りから、魔法が使えなくなりましたから」

｛傀儡回しプレイヤー｝と呼ばれるササラが治める街だから、ここに住む魔族はだれも自らの意志では魔法を使えないはずだ。

　それなのに、街は活気に満ちていた。通りをゆく様々な種族たちはみな、表情に潤うるおいをもっているように見える。なにか街をあげての催し物があるのかもしれない。ササラが封印樹から出て無事に魔界へ戻ってきたことも、この活気と無関係ではないだろう。笑顔をとり戻した姫の影響力には驚かされるばかりだ。

　この街を心ゆくまで楽しみたい、という思いを抑え込みながら、キュートは通りの流れへ注意深く目を配った。

　ハンサムが理り刀とに目をつけているらしい、ということに気づいてしまった以上、ゆっくりもしていられない。

　父を捜し出し、「人間界へ返してほしい」と強く頼まなければならない。

　一分でも、一秒でも早く人間界へ戻って……、理刀に会いたい。

　しめつけられるような、それでもあたたかな彼への想おもいを胸に、キュートは仲間の顔を見回した。

　いつもは嫌みなスイートも、今回ばかりは力になってくれるはずだ。

　でも、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百香の三人は、表情がいまひとつ引きしまっていない。

　それもしかたのないことだけど……。

　現状では、ハンサムが理刀になにかをした、という証拠はない。すべてが推測だ。

　不確実なことで意識を尖とがらせるよりも、初の魔界を時間が許す限り楽しんだほうがいいに決まっている。

　キュートも、みんなには楽しんでもらいたいと思っていた。初めての魔界なのに、フォンターナ家のゴタゴタに巻き込みたくない、というのが本音だ。

　ここは、フォンターナの娘である自分とスイートのふたりでがんばらなければ！　と気持ちを強くする。

　スイートも同じ気持ちだったのだろう、黒媛たちへ目をむけ、やさしげに口を開いた。

「ひろい街ですが、ダメもとで手分けしてお父様を捜しましょう。急を要する事態ではありませんから、観光がてらで結構ですわ」

　途端、亜あ威い姉妹の瞳ひとみが輝いた。ひとり、巴が不安そうに眉まゆ尻じりを落とす。

「手分けして？　ひとりじゃ、ちょっと、怖いかも……」

「ここマイルドペインは、ビョルンストライド王国でも一、二を争う治安のよさで有名な街ですから、ご安心を。全域がササラ姫の力で覆おおい尽くされていますので、悪事を働いても逃げることなど不可能なのです。姫の無意識下で、常に監視されていると聞き及およんでいます。それに、美み々み津つさんは｛謎エニグマ｝ですから、わたくしはなんの心配もしていませんわ。ササラ姫の力は人間に影響を及ぼしませんので、実質上、あなたはこの街で最強クラスの術者ということになりますから」

　スイートの言葉で、巴ともえの目から緊張が溶け落ちていく。それでもまだ、不安を完全にはぬぐいきれないらしく、質問を口にする。

「言葉とかは？　通じなかったら……」

「ご心配なく。我々魔族は、知性と理性をもった相手であれば、必ずコミュニケーションをとることができますから」

　スイートに同意するように、キュートはうんうんと何度もうなずいた。術式組成が苦手な自分だけど、他種族との意思疎通は、物心ついたときから自然にできている。

　黒くろ媛ひめと百もも香かのきれいな瞳ひとみに、ウズウズが増殖していく。いますぐにでも街中へ駆け出していきたい、といった表情だ。

　ようやく不安が薄れたのか、巴もわずかに唇をゆるめ、通りの先へ目をむけている。

　スイートが、左上方を指差した。

「それでは、あそこに見える放送塔ボイスの下を待ち合わせ場所にしましょう」

　大通りの左手に、先端が尖とがった放送塔ボイスが見えた。パーキート城から見た滑こつ稽けいなデザインのものとは違い、街の景観を損なわないつくりになっている。あれだけ高ければ、街のどこにいても見えるだろう。

　スイートが、言葉を続けた。

「時間は三時間ほど取ろうと思うのですが、よろしいですか？」

　黒媛と百香が、期待感に満ちた顔でうなずいた。

　巴が、不安のカケラを振り払うように微笑ほほえんだ。

　そんな彼女たちにむけ、キュートは意識して笑顔をつくった。

「お父様が見つかったらラッキー、くらいに考えてね」

　ハンサムがなにを企たくらんでいるのか、そもそも企み自体が進行しているのか否か、まるでわかっていないのだ。そんな段階で、黒媛たちに真剣さを求めてもしかたない。彼女たちはみんな、｛恋路破潰者クラツシヤー｝であるハンサムのことをなにも知らないのだから。

「それでは、みなさんお気をつけて」

　スイートが言い終わるよりも早く、「よし、いくか！」と黒媛が歩き出した。

「いきまぁす！」と百香も遅れずに足を踏み出す。

「そ、それじゃ」巴も、小こ股またで歩いていく。

　そんな三人の背を見送ったあと、キュートはさっそく切り出した。

「あたし、ササラ姫にお願いしたほうがいいと思うの」

「わたくしも、選択肢のひとつとしてそれを考えていました」

　スイートが、そびえ立つマイルドペイン城へ目をむける。

「フォンターナ家うちのことだから、姫に手伝ってもらうのは筋違いだけど……」

「この街からお父様を捜し出すなんて、まず無理でしょうから、しかたありませんわ」

「急がないと、嫌な予感がすんのよね」

「ふふん、珍しく気が合いますわね。わたくしも、嫌な予感がしてますの」

「お父様ったら、絶対なにか企たくらんでるわね」

「ですわね」

「急ぎましょ」

「ええ、急ぎましょう」

　キュートは、スイートとのいまだかつてない一体感を味わいながら、マイルドペイン城へ足を踏み出した。


　　　◆◆◆



　マイルドペイン城の一室で、カカ・フォンターナは苛いら立だちを懸けん命めいに抑え込んでいた。

　フォンターナ公爵家の次女として、王族が所有する城の中では軽率なことをしないよう、いつも心がけている。

　が……、自分には｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝とまで称された誇りがあるし、春日かすが理り刀とという人間界の少年には借りもある。彼のことは、個人的に気に入ってもいる。

　だから、ぷぅ─────っと聞き分けのない駄だ々だっ子のように頰ほおをふくらませたササラを見ていると、イライラが急速に大きくなっていくのだ。

　カカは、ビョルンストライド王国の第二王女であり、親友でもある彼女を静かににらみつけた。泣かさない程度に、ではあるが……。

「ササラ、春日の意志はどうするんだ？」

　言い合いは現在、平行線になりつつある。が、どうしても退ひけない。

　ササラが、七色の輝きを拡散させるように首を振った。虹にじ色いろの髪が優雅にゆれる。

「努力して、あるいは地道に理刀へ気持ち、あるいは心情を伝えていくつもりです」

　言い終わるとまたすぐ、ぷ─────っと頰をふくらませる。まるで、「わたしは断固として意志を曲げません！」とでも宣言するかのように。

　このフグ娘は、先ほどからずっとこの調子だ。

　イラッとくる気持ちをなんとか、本当になんとか抑えつつ、カカは窓の外へ目を投げた。

「ったく、お父様もお父様だ。ササラをそそのかして、こんなこと……」

「ハンサム殿に罪、あるいは咎とがはありません。わたしのほうが、無理にお願い、あるいは手伝ってもらったのです」

「利害の一致、というわけか……。キュートとスイートから理り刀とを引き離すためとはいえ、また手の込んだことを」

「……理刀のことが、頭から、あるいは心から……ずっと、離れないのです」

「それは、本物の愛じゃないだろ？」

「カカに、なにが……」

「わたしが言わないとだれも言わないだろうからな、いまここで言ってやる」

「……な、なにを」

「お前は｛傀儡回しプレイヤー｝で、春日かすがは『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者だ。そして偶然にもお前は女でアイツは男。だから……」

「カカだって、男の人とつき合った、あるいは愛し合った経験なんかないくせにっ！　わかったように愛、あるいは心裏を語らないでっ！」

　グサァ──────────────────────────────────ッ！

　過去に体験したことのないような衝撃が、カカの胸、その奥深くに突き刺さった。

　屈辱。恥辱。赤恥。汚辱。羞しゆう恥ち。侮辱。そんな言葉じゃ、いまの気持ちを表現することなどできない。

　適切な言葉が、思いつかない。












　いや、そんな言葉なんて、この世に存在するはずがない。

「サ、サ、ラ？」

　煌きらめくササラの虹にじ色いろが、水に溶けたように滲にじんでいく。

　どうして？

　目に涙が溜たまっているから。

　カカは、とっさに彼女へ背をむけた。

　美しい虹にじは、雨上がりに見るものだ。だから当然、雨天では七色を楽しむことなどできはしない。

　胸の奥に刺さったものは、なに？





六章　コトリのおひめさま







　理り刀とは、張りつめた空気の中にあってもなお、のんびりとしたシルティの言葉に耳を傾けた。

「あのね、たたかうか、にげるか、すきなほうをえらべって。ほこりたかくたたかうならね、ひとりだけえらんでいいって。にげればね、ほんもののせんしじゃないから、せなかからグサッてするぞ、っていってるよ」

　誇りをかけて闘うなら、相手をひとり選んでいい。逃げれば背中から鋭い槍やりで串くし刺ざし。

　どんな二択だ。

　理刀は、重い息を吐き出した。

　土ネズミを捜して廃はい墟きよを進んでいる途中、運悪く入ってはいけない場所に足を踏み入れてしまったらしい。

　周囲をぐるりと囲んでいるのは、背から極彩色の翼を生やした少女たちだ。麻布を胸と腰に巻いただけのような格好だから、視線の落ち着けどころに少々困る。

　そんな有翼の少女たちが、崩れた建物の屋根にも、樹きの枝にも、たくさんとまっている。五〇はいるだろうか。ここは彼女たちの縄張りなのだろう。

　少女たちが手にしているのは、原始的な槍やりである。

　闘うか、逃げて襲われるか。この場合、選択肢はひとつしかない。

　理り刀とは、念のために確認した。

「シルティ、本当に闘わないとダメなの？　話し合いとかできないかな？」

　シルティが、有翼の少女たちを見回し、エヘヘ～とこの状況には極めて似つかわしくないゆるい笑みを浮かべた。

「ん～、みんなピリピリしてるから、どうかなぁ、でもケンカはシルティシャープもいやだから、おはなしきいてもらうよう……」

　ドババババババババババッ！　ズガガガガガガガガガガッ！

「ヴハハハハハハハァ！」

　彼女の言葉をかき消したのは、爆竹のような音と野太い笑い声だった。

　有翼の少女たちが、いっせいに飛び立った。が、次々と地面に落ちてくる。

　音に驚いたシルティが、「ゃあん」と泣きそうな顔をして理刀にむぎゅ～っとしがみついてくる。

「ωψψッ！　αΨ▽〇Πφφφφφッ！　ヴハハハハハハハァ！」

　理刀には理解できない叫びと、人間界と魔界共通の笑い声を垂れ流していたのは、遺跡に入る前に見た、ゴリラのような大男だった。

　あのときもっていたバズーカのような武器を肩にかつぎ、その口から拳こぶし大だいの火球を機関銃のように吐き出している。

　数えきれないほどの火球が、有翼の少女たちを打ち据すえていく。

　助かった……、と胸をなで下ろすものの、悲鳴をあげ、槍を取り落とし、極彩色の翼を焦こがし、地にくずおれる少女たちの姿は、見ていて惨むごたらしかった。

「あや」

　シルティが、そんな少女たちを見て、痛そうだね、といった顔をしている。

　少女たちの数体が、ゴリラ男に槍を投げつけるが、あっさりとかわされるか、もしくは火球で撃ち落とされ、かすり傷ひとつつけることができない。

　勇敢にも火球の雨をかいくぐってゴリラ男に肉薄した少女もいたが、パンチ一発で跳ね飛ばされた。

「ヴハハハハハハハァ！」

　空気を震わせるような笑い声をあげながら、ゴリラ男が有翼の少女たちを火球の餌え食じきにしていく。

　助けてくれたことには感謝するけど……、これ以上の攻撃は必要ない。勝敗は明らかだ。

　ゴリラ男をとめようと、理刀はしがみついているシルティの腕をやさしく解ほどき、足を踏み出した。

「おにいちゃん、あぶないよぉ」

　彼女が弱々しい声を出したそのとき、火球がとまった。

　顔をむけると、ゴリラ男から一〇メートルほど離れた場所に、一体の少女が舞い降りてくるのが見えた。

　極彩色の翼は、他ほかの少女たちと同じ。だが、身につけている服は純白のワンピースであり、その双そう眸ぼうからは、どこか清らかさと高貴さが滲にじみ出ているように見えた。

　周りで傷つき倒れた少女たちが、なにやら必死な様子で叫んでいる。

「みんなが、おひめさまだっていってるよ」

　シルティの通訳で、地に降り立った少女が、有翼人たちのお姫様であることがわかった。

　仲間がやられたため、自らが闘いの場に出てきたのか？

　そんなことを考えていた理り刀との前で、お姫様がいきなり片方の膝ひざを折り、ゴリラ男に頭こうべを垂れたままなにやらしゃべり始めた。

「ごめんなさいしてる。じぶんはどうなってもいいから、おともだちをたすけてほしいんだって」

　シルティの声を耳にしながら、理刀はゴリラ男と有翼のお姫様へ交互に目をむけた。

　これで闘いは終わった。あとは、自分とゴリラ男がこの場を立ち去ればいいだけ。

　仲間を守ろうとする姫の姿勢にゴリラ男も心を動かし、武器を下げ……………、なかった。それどころか、バズーカを再びもち上げたではないか。

　砲口は、有翼のお姫様にむけられている。

　ゴリラ男の卑いやしい口もとが、下品な笑みをかたちづくる。

「ヴハハハハハハハァ！」

「っ！」

　理刀は、反射的に走り出した。

　有翼のお姫様が、身を縮めている。

　少女たちの悲鳴が、廃はい墟きよの空気を震わせた。

「おにいちゃん！」というシルティの声に背を押され、跳ぶ。

「ヴハハハハハハハァ！」

　ババババババババッ！

　火球の発射音をうなじに受けながら、理刀はお姫様の体を抱きしめた。

　覚悟していた痛みの代わりに爆発したのは……。

『混沌爆弾カオテイツク・ボム』

　無音の大爆発が、辺りを薙なぎ払う。

　有翼のお姫様がなにやら叫んだから、理刀は腕の力をゆるめ、彼女から体を離した。

　色素の薄い赤みがかった美しい瞳ひとみ。丸顔にとてもよく合う、ちょこんと突き出た鼻。熟れたプチトマトを連想させる唇。あどけなさが詰め込まれた顔だ。

　お姫様が、こちらを見上げている。

　理り刀とも、彼女の両肩を支えるような格好でその視線を受けとめた。が、すぐに注意を後方にむけながら立ち上がる。

「あれ？」

　ゴリラ男の姿は、すでになかった。彼が大笑いしていた場所に、バズーカのような武器が転がっているだけだ。

『混沌爆弾カオテイツク・ボム』でガラクタにされた武器を捨て、理解不能な状況を前に躊躇ためらうことなく逃げたのだろう。

　ゴリラ男の逃げっぷりに敬意を表したくなった。ぜひ身につけたい退ひき方である。もしそんな技術を身につけていれば、こんな状況に再び陥おちいることもなかったのに……、と理刀は無抵抗の意志を示すため、両手をあげた。

　五人の少女たちが、怖い顔で石いし槍やりをこちらにむけている。

　鋭く尖とがった石の穂先は、見ているだけで痛そうだ。

「おにいちゃんにひどいことしたら、シルティシャープがゆるさないんだからねっ！」

　ぷんぷん、と怒り方が可愛かわいいシルティが、少女たちの背で腕を組む。

「シルティ、にげ……」

「δκψっ！」

　理刀の言葉を遮さえぎるように、鋭い声が響き渡った。意味不明だけど……。

　すると、槍やりを構えていた少女たちが、躊躇うように、でも間を置かず穂先を下げた。

　有翼のお姫様が、ゆっくりとした歩調で理刀の前に回り込んできた。

　彼女に負けじといった様子で、シルティもパタパタと駆け寄ってくる。

　有翼の少女たちは、お姫様の後ろで膝ひざを折り、翼で自らの体を包み込むようにして動かなくなった。彼女たち流の控え方なのだろう。

　そんな少女たちには目もくれず、シルティが理刀の腕にしがみついてくる。

　間を置かず、お姫様が口を開いた。

「ξεδμμ」

　やっぱり聞き取れないから、理刀はシルティに通訳を求めた。

「シルティ、なんて言ってるの？」

「ん～とね……」

　お姫様が、サッと片手をあげた。そして、

「通詞は結構です。恩人様には、自らの言葉で感謝の意志を伝えたいと思っています」

　まるで別人のように、いきなり日本語をしゃべり始めた。

　さすがは魔界の住民である。ケインもそうだったが、彼らの言語能力は感動的なまでに素晴らしい。

　有翼のお姫様が、長いまつげをわずかに伏せた。

「ルルヲリと申します。天あま翔かけるハルピュイアの血を受け継ぐギルヲリ族、その族長を務めております。このたびは、わたしの病を打ち払って頂き……羽毛すべてを散らせて舞いをお見せする程度では、感謝の気持ちをお伝えすることができません」

「病気、だったんですか？」

「はい、半年ほど前から、ハルピュイアには不治の病といわれた空くう魔ま病びようを患わずらい、この翼に風を受けることもかなわないまま、日々を泣き暮らしておりました。それを、恩人様が極大なる退魔術により呪じゆ毒どくを消し去って下さったのです。触れただけで、いとも容易たやすく……本当に、なんとお礼を……」

「コトリのおひめさま、びょうきなおってよかったね」

　シルティが、不安も不幸も不浄もすべて吹き払うかのような笑みを浮かべた。

　理り刀とは、そんな彼女が大会前に言っていたことを思い出す。

『んとね、コトリのおひめさまがビョウキだからね、おともだちのコトリさんたちがみんなピリピリしてるって』

　まさか、コトリのおひめさまって、ルルヲリのこと？

　激しい脱力感を覚えつつも、理刀は耳にたくさんの羽は音おとを聞き、視線を移した。

　瞳ひとみを潤ませ、まるで神様仏様恩人様といった表情でこちらを見つめているルルヲリの周りに、有翼の少女たちが次々と舞い降りてきた。

　感謝の意を表したいのだろう、手に手に果物らしきものをもった少女たちが、それを理刀に差し出してくる。が、それを次々と奪い取っていったのは、やはりというべきか、ニコニコ顔のシルティだった。

　右手でつかんだ果物を一直線に口へもっていき、左手で二個めを確保し、果汁で口もとをベタベタにしながら、ガツガツと勢いよく食べ続ける。

　有翼の少女たちが、目を見開いてそれを見ているが、怒って石いし槍やりを振り回す者はだれもいない。

　理刀は思わず、笑ってしまった。

　細い指で涙をぬぐいつつ、ルルヲリも品よく唇を笑みのかたちにする。

　有翼の少女たちも、クスクスと笑い出す。

「おいしいの、だいすきぃ」

　シルティの言葉で、ドッと笑いがわき上がった。




　シルティが果物をほぼ食べ終わった頃ころ、ルルヲリが理刀の前で両りよう膝ひざを地につけた。

　周りにいたすべての少女たちも、彼女に倣ならって同じ姿勢をとる。

「空を死に場所と定めたハルピュイアが、こうして大地に両の膝ひざをつけるという行為は、絶対の忠誠を意味します。我が翼がつかめる天そ空らのすべてを、恩人様のたなごころに捧ささげましょう」

　理り刀とは、ルルヲリの派手な翼を目に、ただただ恐縮した。

　あまり感謝されすぎても心苦しい。気づいたら飛び込んでいただけだし、彼女には流れで触っただけだし、『混沌爆弾カオテイツク・ボム』だって狙ねらって発動させたわけじゃないし……。

　あ……、と理刀は思い出した。

「あの、土ネズミって、どこにいるかご存じですか？」

「あのね、ハをポキッておってね、もってかえるの」

　シルティが、すかさず言葉をつけ加えた。

　途端、ルルヲリと彼女の周囲に控えた少女たちが、ざわりと空気を震わせた。

　なにか、いけないことを言ったかな？

　理刀は、わずかに身を縮めた。

　シルティが目をパチパチさせながら、明らかに雰囲気を変えたハルピュイアたちを見つめている。

　先ほどまでとは打って変わり、ルルヲリが瞳ひとみに鋭い光を走らせた。

「恩人様がネズミどもの牙きばをご所望ならば、我らが命に代えましてもヤツらから奪い取ってご覧に入れましょう」

　えっと……。この気合いの入れようは、なに？　命に代えて？　え？

　理刀は、ケインが描いてくれた絵を脳裏に思い描いた。実物は、いまもシャツの胸ポケットに入れている。

　もしかして、イメージと実物にかなりのギャップがあるの？

　嫌な予感がした。


　　　◆◆◆



　第二王女との面会を申し入れたキュートとスイートは、マイルドペイン城の奥にあるササラの部屋に通された。

　質素、というのが部屋に入ったときの第一印象である。王女づきのメイドが常在している部屋だと言われたほうが、まだ納得できた。それでも、人間界でキュートが暮らすマンションの一室がすっぽり収まるくらいのひろさはあるけれど。

　見ると、扉の脇わきに三人のメイドたちが控えていた。三人という数も、第二王女という立場を考えると少ないように思う。

　倹約家で、自分のことよりもまずは民のことをお考えになる。というササラの噂うわさは、ビョルンストライド王国中にひろがっている。

「いらっしゃい、あるいはようこそ、スイート、そしてキュート。お別れしたのはついこの間だけど、とても懐かしい、あるいはお久しぶりといった感じがしますね」

　奥のソファに座っていたササラが、輝くような笑顔を浮かべながら立ち上がった。虹にじ色いろの長い髪がサラサラと流れる様を目にするだけで、感嘆のため息がもれそうになる。

　封印樹に自らを封印する以前のササラは、心の底から笑っているようには見えなかったが、いまは違う。人間界での経験が、彼女に劇的な心境の変化をもたらしたであろうことは間違いない。

「姫様、お久しゅうございます」

　スイートが浅く腰を折り、わずかに頭を下げた。

　キュートもそれに倣ならう。

　スイートが、すぐに言葉を続けた。

「突然お訪ねした無礼を、どうぞお許し下さい」

「なにを言っているのです。わたしはあなた方がきてくれたことをとても嬉うれしく、あるいはありがたく思っているのですよ」

　ササラが、言葉通り嬉しそうに目を細めた。

「さ、いつまでも立って、あるいは佇たたずんでいないで、こちらに座って、あるいは着席して下さい」

　ササラに勧められ、キュートは彼女とむかい合うかたちでソファに腰を下ろした。

　隣に座ったスイートが、さっそく口を開く。

「不ぶ躾しつけを承知で伺し候こうしたのには、わけがあります」

　笑顔を崩さなかったササラが、ハッと息を吞のんだような顔になったあと、恐る恐るといった様子で、そのきれいな唇を動かした。

「フォンターナ家の二女、あるいはカカのこと、ですか？」

「え？　いいえ、カカお姉様のことではありません」

「そう、ですか……」

　どこか安心したような、なのに哀しそうなササラの表情を観察しながら、キュートは話を切り出すタイミングを窺うかがった。話のもっていき方を失敗すれば、無礼になる。

　マイルドペインのどこかにいるであろう、ハンサム・フォンターナを捜し出してほしい。と、ストレートにお願いすれば簡単なのだが……、それが難しい。

　いくらカカの親友とはいえ、ビョルンストライド王国の第二姫に一方的な頼み事など、易やす々やすとできるものではない。

　それでも、ここまできてしまっては、もうあとには退ひけない。

　スイートも、決意は同じはず。

　キュートは、ひとつ上の姉と顔をならべ、ササラを見つめた。

　彼女が、キュートとスイートへそれぞれ落ち着いた視線を投げてくる。

「カカのことでないとすれば、ハンサム殿、あるいは理り刀とのことですか？」

「きゅ!?」

　いきなりふたりの名を出され、キュートはとっさの切り返しができなかった。

　代わりに、スイートが言葉を返す。

「わたくしたちの父と理刀の関係を、姫はご存知なのでしょうか？」

　まさか、ササラの口からハンサムの名を聞けるとは思ってもみなかった。驚いたことに、理刀の名前まで。

　ササラが、小さく頭を振った。虹にじ色いろの毛先が、ゆらゆらと左右にゆれる。

「あなたたちも、カカと同じ、あるいは同様に知っているのですね？」

「「？」」

　キュートは、スイートと顔を見合わせた。ササラの言っていることがよくわからない。カカも、この件になんらかの関かかわりをもっているのだろうか？

　そのことをたずねようとキュートが口を開きかけたとき、ササラが再びしゃべり始めた。

「理刀を大会に出場、あるいは参加させてみてはどうか、とハンサム殿が提案、あるいは仰おつしやったから、わたしは……了承、あるいは首しゆ肯こうしたのです。ハンサム殿の思惑、あるいは意図はわかりませんが……それよりも、わたしは、彼、あるいは理……」

「理刀が、魔界にきてるんですか!?」

　キュートは思わず、声を跳ね上げた。

　スイートのほうは、なんとか驚きを押し殺すことに成功したようだ。目を大きくしただけで、唇はしっかりと閉じている。

　ササラが、虹色の髪をサラサラと流しながら、どこか嬉うれしそうにうなずいた。

「なんでも、始し祖そ竜りゆうの研究、あるいは究明によって『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者を魔界へ運ぶ方法、あるいは手立てを開発したと聞いています」

「ってことは……理刀は界間橋を渡って、いま、魔界にいるってことですか？」

　息が詰まりそうな驚きと同時に、キュートは喜びを心の内で弾はじけさせた。

　理刀が魔界に！　これほど素晴らしいことはない。

　スイートが、ソファからお尻しりを上げんばかりに身をのり出した。

「理刀は、いまどこに？」

　彼女の表情は、真剣そのものである。

　キュートも、慌あわてて気を引きしめた。

　理刀が魔界へ入は界いれるようになったことは、心から祝うべきだけど……。そのことにハンサムが絡んでいるという事態が、とんでもなくいただけない。

　間違いなく、現状がプラス方向へむかっていないであろうことは、容易に想像できる。

　キュートとスイート、ふたつの視線からそろりと目を外したササラが、壁際に控えていたメイドたちへ顔をむけた。

　するとすぐにその中のひとりが歩み寄ってきて、キュートたちが腰かけているソファの後ろで静かに足をとめた。そして、

「失礼いたします」

　キュートとスイートそれぞれの肩に、そっと手をのせてくる。

　わずかに首をすくめたキュートだったが、メイドはそのままの姿勢で動かなくなった。

　ササラが目を閉じた。

「いまから、マイルドペインの遺跡で行われている大会の様子、あるいは状況を視みせてあげましょう。理り刀とは、そこにいるはずです。目をつむって、あるいは閉じて下さい」

　キュートは、言われるままに目を閉じた。

｛傀儡回しプレイヤー｝は、自身に魔族としての力はないものの、代わりに他者の魔力を自在に操ることができる。

　おそらく、メイドの魔力を操作して……。

　汚れた水が徐々に透明度を増していくかのように、キュートの周りが明るくなっていく。目を閉じているのに……。

「森、ですか？　朽ち果てた……街が見えますわね」

　スイートの声で、キュートは目を開けた。

「きゅっ!?」

　反射的に身をすくめてしまう。だって、すごく高い場所に浮いていたから……。

『大丈夫、あるいは安心して下さい。危険、あるいは危地ではありませんから』

　ササラの声が、すぐ目の前から聞こえてくる。が、彼女の姿は見えない。

　キュートは、あらためて置かれた状況を確認した。

　ササラの部屋ではなかった。背中とお尻しりには、ソファの感触がちゃんとある。肩にメイドの手が触れているのもわかるけど、ソファは見えないし、メイドの姿も消えていた。

　キュートとスイートは、座った格好のまま地上三〇メートルほどの場所に浮いていた。ちょうど、レゾン学院ビルの一二階にあるペンタグラム高等部二年の教室から、窓の外を眺ながめているような感覚だ。

　遠視であることは、すぐにわかった。実際に跳躍とばされたのであれば、風の流れや場所の匂においを感じることができるはずだから。

『現在、大会が行われている、あるいは進行している場所です』

「どんな内容の大会なんですか？」

　キュートの質問に、ササラの声がすぐさま返ってくる。

『城の裏庭に棲すむネズミの前歯を折ってもち帰る、ということだけは聞いて、あるいは耳にしています。大会の進行、あるいは内容は係に一任、あるいは丸投げにしていますので……わたしはよく知らない、あるいは関知しきれていないのです』

　ササラの申し訳なさそうな声にうなずきながら、キュートは眼下にひろがる森を見下ろした。木々の間に、崩れた建物がいくつも見える。

　武勇を競う大会は、魔界各地で行われている。この大会も、そのひとつなのだろうが……、内容がネズミ探しだなんて、ちょっと滑こつ稽けいだ。それでも、ひろい場所でチョロチョロ走り回るネズミを捕獲するのは、意外に骨が折れることかもしれない。

　だが、ネズミ探し大会なら、あまり危険はなさそうである。せいぜい、追いつめすぎて指先を嚙かまれるくらいだろうか。それはそれで、痛そうだけど……。

「あそこ、獣人がいますわ。戦闘中のようですわね」

　スイートが指差す左下のほうへ、キュートは目を移した。

　牙が人じんらしき数一〇体の群れが、武器を手にした魔族たちと闘っていた。戦力はいまのところ五分のようだ。互いに離れた場所から、石や魔道具で攻撃し合っている。

　様々な属に細分化される牙人のほとんどが好戦的な性質だから、森に入った魔族たちもさぞかし大変だろう。まあ、スイートも牙人の血を受け継いでいるわけだけど……。

　ササラがもつ｛傀儡回しプレイヤー｝の能力は、あくまでも〝同族の魔力を支配する〟ことだけに絶大な強制力を発揮するものであり、魔道具や獣人にはその力が及およばない、と聞いている。

　大会の参加者たちはみんな、それを知っているからこそ様々な魔道具を準備してきたに違いない。

　やはり、ただのネズミ探し大会ではなかったようだ。獣人の攻撃をかわしながら、という状況下でのネズミ探しとなれば、それなりの苦難が予想される。

　理り刀とのことが心配になった。

　彼はいま、どこにいるの？

　そんなキュートの疑問にこたえるように、ササラの声が聞こえた。

『右前方、あるいは二時の方角を見て下さい』

　言われるまま、視線を動かした。

　上空に鳥人たちの姿が見える。

　けばけばしい色の派手な翼をもった女の子たちが、六体。そのうち二体が、なにかを抱きかかえるようにして運んでいる。獲物？　人のかたちをしているようだけど……。

　まさか、あれって……。キュートは目を凝こらし、見た。

　理刀!?

「鳥人といっしょだなんて……」

　スイートも気づいたようだ。

　どういうわけか、きのう知り合ったばかりの少女もいる。

　鳥人たちに捕まったのだろうか？　でも、暴れている様子はない。なにやら親しげに会話も交わしているようだし。

「本当に、理り刀とが魔界に……」

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者である彼が、魔界にいるという感動。

　シルティシャープもいっしょにいるという、腹立たしさ。

　鳥人たちと行動をともにしているという、不可解さ。

　思考が、からまり、乱れ、跳ね回り、まとまらなくなる。

『事故、あるいは不測の事態などに遭あわなければいいのですが』

　ササラの声が、頭の中にぐわわぁ～んと響いてくる。

　ハンサムが、彼を大会に参加させた狙ねらいは？　そんなこと、考えなくてもわかる。

　おそらく、理刀が大会で好成績を収めることができなかったことを理由に、いろいろ難なん癖くせをつけるつもりなのだろう。

｛恋路破潰者クラツシヤー｝の考えそうなことである。


　　　◆◆◆



　ルルヲリたちに背を抱きかかえられるようにして、理刀とシルティは土ネズミが棲すむという場所まで空を運んでもらった。

　ルルヲリにつき従ってきたのは、側近だという五人の少女たちだった。そのひとりが理刀を運んでくれたのだが、ずっと彼女の胸が背に当たっていたことが気になった。森や廃はい墟きよをずぅ～っと下に見下ろすのも、ちょっと怖かったし。

　それでも、空を飛んでいたのはせいぜい五分ほどである。目的地まで一直線だし、スピードもあるし、妨害もないし。

　森の開けた場所に降り立った理刀は、用心深く周囲を見回した。ひろさは、ハーフサッカーができそうなほどだ。

　ルルヲリたちの反応を見る限り、土ネズミがただのネズミでないことは明らかだ。きっと、ブタのように大きなヤツだろう。いや、下へ手たをすると牛くらいあるかもしれない。

　ケインに描いてもらった絵は、ブタそのものだったが、大きさは訊きいていなかった。ネズミというから、やっぱりその程度の大きさだと思い込んでいたのだ。

　木々と腐ふ葉よう土どのむせ返るような匂においを振り払うかのように、ルルヲリがいきなり叫んだ。

「ΘΞΩっ！　ΧΦΦ〝★◆▲〟ωψ、χχっ！」

　なにを言っているのか、サッパリだ。

「ルルヲリがね、じこしょうかいしてるの」

　シルティが、理刀の疑問を感じ取ったのだろう、すぐに通訳してくれた。

　彼女に微笑ほほえみをむけながらも、理刀は気を引きしめた。

　自己紹介にしては、声も表情も明らかにケンカ腰だ。

　ルルヲリが、理刀にはわからない言葉で叫び続けている。

「うわぁ、〝かかってこい、このうすぎたないネズこう〟だって。こわいね」

　怖いね、と言いつつシルティは楽しそうだ。

「前歯を頂けませんか？」「こんなつまらないモノでよろしかったら、どうぞ」なんて展開には、絶対になるはずもないから……、最初が肝心というわけか。

　理り刀とは、肌に感じるひりひりとした緊張感に、思わず身震いした。ビビってる？　いや、これは武者震いだ、と自らに言い聞かせる。

「ネズミさんはね、バシッてしないとハぁくれないの。でも、ケンカはよくないね」

　隣で、シルティがのほほんとした視線を周りに振りまいている。

　バシッて、もしかして〝ケンカする〟という意味だったの？

　ルルヲリをはじめ、ハルピュイアの少女たちは全員ピリピリとした表情で、すでに槍やりを構えて戦闘態勢に入っている。

　四方の木々には、なんの動きもないけど……。さわさわと静かにゆれる枝葉が、いつ大きくざわめき始めるのか……。

　突然、ボゴォッ！　と目の前の地面が爆はぜた。

「！」

　驚いたのは、理刀ひとりだけ。

　女の子たちは全員、素早く音の方向へむき直った。シルティだけが、「あ～、ネズミさんでてきたね」とゆるゆるの反応だ。

　現れたのは、ケインの絵とは似ても似つかぬ姿だった。距離は一〇メートルもない。

「えっと、アレが土ネズミ、ですか？」

　そばに立っていたルルヲリへ、小声でたずねた。

「そうです。ヤツらは、正々堂々と闘って敗れた相手の言うことしか聞きません。歯を手に入れたいのであれば、一対一で闘い、打ち倒すしかないのです」

　ルルヲリが、なんの躊躇ためらいもない動きで土ネズミへ足を踏み出したから、理刀はとっさに彼女の腕をつかんだ。病み上がりの腕は、とても細くて、いまにも折れそうである。

「オレの役目です」

「お放し下さい。わたしが闘い、命をかけてヤツの歯を……」

「歯が欲しいのは、オレですから」

「わたしは、ご恩をお返ししなければなりません」

「ここに連れてきてもらっただけで、もう十分ですよ。とにかくオレが闘やります」

「………恩人様」

　理刀は、ルルヲリを背にそっと押しやり、土ネズミの前に歩み出た。

　どう見ても獣人、である。しっかりと二本足で立っている。身長も、理刀より少し高い。腰に泥まみれの短パンをはいているだけの体は、細身だが筋肉質だ。

　ちょっと前歯が出ているし、ネコ娘にいつも爪つめで引っかかれているあの人に似てるから、ネズミといっても間違いではないような気もする。土の下から出てきたから、土ネズミと呼ばれていることも納得できる。ただ、ケインの絵と違いすぎた。

　ルルヲリが勘違いしている？　他ほかに土ネズミと呼ばれる動物がいるのか？　それとも、ケインが間違っているのか？

　理り刀とは、すぐ後ろで手を握り合わせているルルヲリに振り返り、

「土ネズミって呼ばれている動物が、他にいますか？」

　確認してみた。

　彼女が首を振る。

「ここで土ネズミといえば、ヤツらしかおりません」

「そうですか」

　うなずき、再び土ネズミに顔を戻した。

　闘やるしかない。

「ねずみさんをバシッてしてから、〝ごめんなさい〟ってすればいいかなぁ」

　理刀の横で、シルティが右肩をぐるぐる回し始めた。闘う気力は十分、といった感じだ。

　でも、闘うのは彼女じゃない。

　もともと、土ネズミの歯を折り取るのは自分がやらなければならないことである。それに、女の子に危険なことをさせるわけにはいかない。

　なによりも、自力でやらなければ、胸を張ってキュートの前に立てないような気がするから……。

「シルティは、ここで見ててくれ」

　シルティの肩を、ちょっとだけ強くつかんだ。声にも、思いの強さを込める。

「おにいちゃん？」

「危ないから、下がってて」

「おにいちゃんは、りらっくすでいいよ？」

　身を寄せてくるシルティから土ネズミへ視線を戻し、歩き出す。

「シルティシャープ、がんばるよ？」

「手を出さないでくれ」

「おにいちゃん？」

「手は、絶対に出すな」

「おにいちゃぁん」

　初めて聞いたシルティの悲しげな声にも、振り返らない。

　正直、怖いけど……、自分ひとりでやらなきゃ。

　土ネズミと三メートルほど距離をとり、立ちどまる。

　土ネズミが、すぐに口を開いた。

「Πξκθλλ〝★■●〟ζεδ」

　落ち着いた深みのある声だが、逆立ちしたってわからない。

「ごめん、言葉がわからないんだ。悪いけど、あんたの前歯、もらえないかな？」

「……………ふむ、聞き慣れない言葉を使う。貴様、生く地にはどこだ？」

　土ネズミが、すぐさま流りゆう暢ちようにしゃべり始めた。素晴らしい。

「オレ、人間界からきたんだ」

「わざわざ人間界から、我々ラームルの牙きばを狙ねらってきたのか？　我が属のあることが異界にまで知れ渡っているとは、誇らしい」

　なんか、喜んでくれたけど……。

「あんたの前歯、もらえない？」

「貴様、名は？」

「春日かすが、理り刀と」

「我が名はヨム。ラームル属、ヴミンライ族の戦士だ」

　ヨム、と名のった土ネズミが、腰を低くした。

　理刀も、両の拳こぶしを握りしめる。

　ヨムが、ネコなど裸足はだしで逃げ出すであろうほどの鋭さを秘め、にらみつけてくる。

「貴様に、我が牙を折る資格があるかどうか、試してやろう」

「……こいよ」

「潔いさぎよしっ！」




　殴り合いを始めてから三分もしないうちに、理刀はボロボロにされた。

　ヨムは明らかに、闘うための技術と勘をもっていた。場慣れもしている。

　一方の理刀は、ド素人。

「おにいちゃぁん、うぇぇぇぇぇん」

　殴られ始めてからずっと、シルティの泣き声が耳に届いている。

　いまは彼女を慰なぐさめ、頭をなでてやることさえできない。

　骨まで響く痛みに視界がぐるぐる回り、脳の中もぐらぐらゆれまくっている。

　やめときゃよかった。痛いなんてもんじゃない。

　このままダウンして、テンカウントを子守歌に夢の世界へ旅立とう。

　殴られ、殴り返してもかわされ、蹴けられ、蹴り返してもよけられ、つまり一方的な攻撃を受けながら、理刀は意識の底でずっと弱音を吐き続けていた。

　それでも、両足はまだ折れていない。

　意識の底、さらにその下、そのまたずっと奥にキュートの笑顔が染み込んでいるから。

　ヨムのネズミ面が、目の前に迫ってくる。

　反射的に、その前歯に拳こぶしを叩たたき込む。が、容易たやすくかわされた。直後、鈍い痛みが左ひだり脇わき腹ばらと左ひだり頰ほおで破裂する。

　立て続けに二発の拳を食らってもなお、理り刀とは腕を振り回した。ヨムの影を殴って蹴けって。影だから、スカスカ外してばっかりだ。こちらはボカスカ殴られてばかり。

　痛いな。

　なんの得もないのに、自分はなにしてんだろ？

「おにいちゃぁぁぁん、ふぇぇぇぇぇぇん」

　可愛かわいい女の子をあんなに泣かせて。

　大会の参加も、フォンターナ公爵が一方的に決めたことなのに……。

　ガンッ！　と視界が大きくゆれた。ぐわわわぁ～んと頭の中も激しくゆれ動く。

　右と左、どっちの拳をもらったのかさえわからない。意外にも腕力のないヨムだから、なんとか立っていられるけど、いまのは効いた。

　足がふらふらして、思うように動かない。

　それでも踏ん張った。

　手がびりびりして、うまく握れない。

　それでも拳を固めた。

　背筋がくにゃくにゃして、体を真まっ直すぐにできない。

　それでも、前を見み据すえた。

　キュートの笑顔が、頭の中でチカチカと明滅を繰り返している。

　痛いてぇなこの野郎っ！　殴られっ放しで退ひけるかよっ！

　理刀は怒りにまかせ、右みぎ拳こぶしを振り上げた。が、それを打ち出さず、ヨムの右足を蹴りつける。

　フェイント。

　ヨムの意識を、一瞬だけでも下に引っ張ればいい。蹴りは布石だ。

　理刀はただただ、固く固く握りしめた拳を真っ直ぐに打ち出した。

　ボスッ！

　思ったよりも強烈な一発が、ヨムの顔面に入る。しかしながら、一撃必倒といったレベルにはほど遠い。

　拳を引いて二秒後、彼の鼻からひと筋の血が流れ落ちてきた。

　ヨムが、ちょこんと前歯が覗のぞいた口の両端を、皮膚が引き伸ばされる音が聞こえてきそうなほど、にぃ～っとつり上げた。

「いい拳だ。これで貴様を殺す理由ができた」

「おにいちゃぁぁぁん」

　シルティの泣き声が、わけもなく耳に響く。

　殺す？

「このヨムに傷を負わせることもできないヤツは、殺すにも値しない。だが、貴様は見事にごぁっ……」

　予告もなにもなく、ヨムが地面にくずおれた。その後ろに立っていたのは……。

　愛くるしい土ネズミの絵を描いてくれたケイン・コンドルだった。





七章　シルティシャープ、略してシルティ







「カスガリト、いまこそボクがプレゼントした短剣を抜きたまえ！」

　土ネズミのヨムを不意打ちで殴り倒したケインが、腰に差した大剣の柄つかを握りしめ、高らかに叫んだ。

　すぐ近くにいるから、叫ばなくても十分に聞こえている。

「ケイン、ありがとう」

「礼はあとでいい。いまは、短剣を抜くのが先だ」

　ケインがしつこく言ってくるから、理り刀とはしかたなく腰に差していた短剣を抜いた。

　それを食い入るように見ていたケインが、

「抜いたな？　確かに、短剣を抜いてしまったな？　ハッ、この愚おろか者めっ、アハハ、ハーハッハッハッハッハッ！」

「？」

　どうしたというのだろう？　人が短剣を抜く様が、そんなにおかしいのだろうか？

　理刀は、笑い続けるケインをぽかんと見ていることしかできない。

　ルルヲリたちも、ぽか～んである。

　シルティだけが、涙目ながらも踊るように体をゆらしている。

　彼女のことだから、「笑う」という行為を「楽しいこと」として認識しているのだろう。涙を流していた子どもが、あやされて泣くのを忘れる、といったところだろうか。

　ケインが、笑いながら腰の剣を抜きはなった。

「さあカスガリト、ここに倒れている土ネズミの前歯を折ってくれ。それをもって帰れば、ボクは大会の一次通過者になれる」

「は？」

　一次通過者？　この大会には、まだ続きがあるということか？　いやいやその前に、ケインは土ネズミの前歯を自分のものにしようというのか？

　確かに、ヨムをしとめたのは彼だけど……。不意打ちで……。

　理り刀とは、唇を引き結んだ。

　ケインは、いい人だ。参加申込所ではフレンドリーに話しかけてくれたし、気前よく短剣をくれたし、ちょっと変だったけど土ネズミの絵も快く描いてくれた。

　ここは、ヨムの歯を彼に差し出すべきだろう。自分は、また別の土ネズミと闘えばいい。

　そう考えて納得しようとしたけど、どこか釈然としない。

　剣を下げたケインが、理刀にいぶかしげな視線をむけてくる。どこか、汚い相手でも見るかのような目だ。

「カスガリト、なにをしている？　ボクに歯を折らせる気か？　不潔なことはすべてキミの役目だろう。ご主人様のために、急いで動くんだ」

「はい？」

　ケインが身にまとう空気は、明らかに大会前とは別物だ。

　目を赤くしたシルティが、理刀に歩み寄ってくる。ルルヲリもいっしょに。

　ルルヲリのほうが、それに気づいた。

「恩人様、その短剣は……まさか……」

「ん？　これがなにか？」

「それは〝卑ひ官かんの涙〟という呪じゆ系けい魔導具です。ということは……」

　ルルヲリが、鋭い視線をケインへ突き刺す。

「くっ、ヤツがもっているのは、やはり〝下げ知ち式しき〟か」

　ツバを吐き捨てるように言うなり、大きく後ろに飛び離れた。他ほかのハルピュイアの少女たちも、理刀から距離を取る。

　シルティだけが、理刀に歩み寄ってきて、ぴとっ、と腕にくっついてきた。

「おにいちゃん、もう、いたいことしちゃヤだよ？　シルティシャープ、おにいちゃんがいたいの、ほんとにヤだからね、もう〝てをだすな〟っていわないでね？」

　肩にすりすりと頰ほおをこすりつけてくる。

「なにをしている。早く離れろっ！　恩人様は、もう……」

　離れた場所で、ルルヲリが顔色を変えて叫んでいる。

　なんで？

　そんな理り刀との疑問にこたえてくれたのは、ちょっと変になったケインだった。

「鳥人のレディたちは〝卑ひ官かんの涙〟をご存じのようだね。そう、我が〝下げ知ち式しき〟と対ついになった魔剣さ。ハーハッハッハッ、これでカスガリトはボクの奴ど隷れいだ。魂が壊れるまでこき使ってあげるよっ。妹さんは、ん～、そうだな、特別に我が家のメイドとして雇ってあげようじゃないか。働き次第では高給を……」

「あのぉ」

　理刀は、片手をあげた。

「なんだい？」

　ケインが、うるさいな、と言わんばかりに顔をしかめた。

「つまり、この短剣を抜いてしまったオレは、あなたの奴隷になってしまった、ということですか？」

「吞のみ込みの悪い奴や隷つだな。キミに拒否権はない。すでに呪じゆ系けい洗脳術式が全身にって、おい、なんだその目は？　ご主人様にむかって無礼だろう。許してもらいたければ、イヌのように靴をなめろ、って、ちょ、ちょっと待て、どうしてそんな目ができるんだ？」

　これ以上、ケインにぐだぐだしゃべらせておきたくない。これで、彼に描いてもらった絵のことも納得できた。

　脳裏で、ブタネズミが「ぶひぶひ」と笑っている。

　最初からずっと、こちらをバカにしていたのだ。

　短剣を投げ捨てたあと、無む造ぞう作さに彼へ歩み寄った理刀は、グリッグリに握り固めた拳こぶしを、全体重をかけて彼の高い鼻へドカンと叩たたき込んでやった。

　ぴゃふぅっ、なんて情けない声をあげ、ケインが吹っ飛んでいく。

　ヨムにずいぶんとやられたから、ほとんど力が入らなかったけど、卑劣で薄汚いヤツをぶん殴る力くらい残ってる。

　ルルヲリたちが、地面に落ちた短剣と理刀を交互に見比べ、不思議そうな顔をしている。

　理刀は、固めた拳にさらなる力を込めた。

　無ぶ様ざまに転がったケインが、まるでダンゴムシのように素早く手足を動かし、起き上がってきたからだ。

　ダラダラと鼻血を流しながら、こちらを狂ったような形ぎよう相そうでにらみつけてくる。

「こ、こ、この人間がぁ！　汚い手でボクの顔を殴るなんて、許さない、許さないっ！　絶対に許してなんかやるもんかあぁぁぁぁぁっ！」

　叫びながら、彼が手にした剣を水平に構え、体勢を低くした。

　ルルヲリたちが、素早く理り刀との周りに集まってくる。

「コンドル家に伝わる〝下げ知ち式しき〟をその辺の魔剣といっしょに考えてると、瞬またたく間に命を刈り取られるよ？」

　血に染まったケインの唇が、下品に歪ゆがんだ。血に濡ぬれた歯まで、とても下品である。

〝下げ知ち式しき〟の切っ先が、ゆらりとゆれる。

　ルルヲリたちが石いし槍やりを構え、迎撃態勢をとる。

　理刀も身構えた。

　シルティだけが、緊迫感とはあまりに縁遠いきょとんとした顔で、周囲を見回している。

　いきなりだった。

　ケインの背後、その地下からボゴォッ、と飛び出してきた土ネズミが、もっていた棍こん棒ぼうで彼を殴り倒した。

　ケインが、あっさりと地に倒れ伏す。

　理刀は、とっさに動けない。

　ルルヲリたちも、驚きに身を固めている。「をぉ～」と肩の力が抜けまくっているかのような反応は、シルティただひとり。

　息つく暇もなく、次々と地面が盛り上がり、そこからぞろぞろうじゃうじゃわしゃわしゃと土ネズミたちが這はい出してきた。

　ハーフサッカーができそうだった空き地が、みるみるうちに土ネズミたちの泥どろ臭くささで埋め尽くされてしまう。

　完全に取り囲まれてしまった。

　ヨムは、土ネズミの中でもスマートなほうだったらしい。現れた彼らの肩や腕や胸の筋肉は、見事なまでに盛り上がっている。身長も高い。マッチョネズミーズだ。

　倒れていたヨムが、仲間によって地下へ運ばれていく。

　歯、取り損ねた……。

　理刀は横目にそれを見ながらも、土ネズミたちの出方を窺うかがった。この数を前にしては、闘ったところで意味がない。

「ζζθνっ！」

　土ネズミのだれかが叫んだ。

　するとまた、後ろのほうからも声があがった。

「ζζθνっ！」

「ζζθνっ！」

「ζζθνっ！」

　同じ叫びが、徐々にひろがっていく。

　森の木々が震えるほどの叫びだ。

「おにいちゃん、ネズミさんたち、すっごくおこってるよ」

　シルティが、理り刀との腕にしがみついてきた。

　すぐに、ルルヲリも身を寄せてくる。

「ヤツらは、仲間を卑ひ怯きような手でやられたことに腹を立てています。話し合いは、もはや通じません」

「それじゃあ……」

「恩人様を空へ逃がそうにも、飛び立つ前に攻撃されるでしょう。もはや……闘うしか道はありません」

「……闘う？」

　数が違いすぎるのに？　腕の太さも、体の大きさも、段違いなのに？

　こちらは石いし槍やりが六本。あちらは、棍こん棒ぼうや石や鉈なたのような凶器をもった連中がゾロゾロ。なによりも、ヨムを殴り倒したのはケインなのに……。

　ルルヲリが、緊迫した空気を押し退のけるように、理刀へやさしげな目をむけてくる。

「病に朽ちていく我が身を呪のろっていたわたしに、恩人様は死に場所を与えて下さいました。心から感謝いたします。ハルピュイアとして生まれ、その誇りをたなごころに天を目指して飛翔とぶことができるなんて、まるで夢のようです」

　ハッ！　と鋭い息を吐きながら、彼女が空気を切り裂くように槍やりを横に払った。

　ルルヲリにつき従ってきたハルピュイアの少女たちが、瞳ひとみに鋭さを走らせ、互いにうなずき合っている。

　でも、槍を握る彼女たちの手が震えていたから……。

　ルルヲリも、勇ましい言葉とは裏腹に、薄い肩を震わせているから……。

　だから……。

　理刀は大きく息を吸い込んだあと、腹の底から怒鳴った。

「かっこいいことばっか言ってんじゃねぇよっ！　人間のために死んでどうすんだ!?　もう邪魔だから帰れっ！」

　ルルヲリが、目を丸くした。

「……お、恩人様」

　張りつめていたなにかが、プツンと切れてしまったのだろう、彼女がみるみるうちに涙をあふれさせた。

　理刀は、周りのハルピュイアたちにすかさず声をかけた。

「おい、あんたら、このお姫さんをさっさと連れていけっ！　アイツらの狙ねらいはオレなんだから。急げっ！　……いっしょに、シルティも連れてってくれ」

「恩人様……そんな……」

「おにいちゃん？」

　ルルヲリが涙目で、シルティがきょとんとした目で、理り刀とを見ている。

　大声を出しながらも、理刀の膝ひざは小刻みに震えていた。ひとり残されれば、あとは間違いなく……。

　嘔おう吐と感かんをともなう濃密な恐怖が、じくじくとみぞおちの奥にひろがっていく。

　それでも……。

　震える指先。

　──キュート。

　打ち合う奥歯。

　──キュート。

　軋きしむ骨。

　──キュート。

　怯おびえる心。

　──キュート。

　砕けそうな精神こころ。

　──キュート。

　脳裏に焼きついている彼女の笑顔が、現実から逃避しそうになっている意識を、しっかりとつなぎとめてくれた。

　理刀はそっと、倒れているケインを目の端に捉とらえた。彼がもっていた〝下げ知ち式しき〟という魔剣がどれほどのものかわからない。それでも、ないよりはマシだ。

　あれに飛びついて……。

　最後の一秒まで、最後の〇・一秒まで、たとえ倒れても、絶対にあきらめたくないから。

　そんな理刀の隣で、ルルヲリが涙声で叫んだ。

「恩人様を守れずしてっ、どうして部族の長おさが務まりましょう!?」

　ふっくらとした頰ほおに幾筋もの涙を走らせながら、彼女は槍やりを構え直した。

　それを見ていた他ほかのハルピュイアたちも、

「「「「「我ら、姫とともにっ！」」」」」

　声をそろえ、石の穂先を土ネズミたちへむけ直す。

　わずかのゆるみもない空気が、ギリギリと理刀の心と体をしめつけてくる。

　そんな中にあっても、シルティだけは別格だった。

「う～ん、コトリのおひめさま、ないちゃったね、ネズミさんたちも、すご～くおこってるし、こまったねぇ」

　のほほ～んとした彼女の声を押し潰つぶすかのように、土ネズミたちが雄叫おたけびをあげ始めた。

　手にした武器を高々と天に突き上げるネズミ。

　自らの拳こぶしでたくましい胸を殴りつけるネズミ。

　地面を激しく踏み鳴らすネズミ。

　空と大地を震しん撼かんさせるかのようなネズミたちの叫びに、理り刀との震えはとまっていた。

　──キュート。


　　　◆◆◆



　キュートは、スイートといっしょにマイルドペインの街中を南へむかっていた。

　ササラから、『ハンサム殿はいま、城の南、あるいは朱雀すざくの方角へしばらく進んだ場所にある公園、あるいは憩いこいの広場にいらっしゃいます』と聞いたためである。

　父に会って言うつもりだ。

　人間界へ帰して下さい、と。

　そして、理刀もいっしょに、と。

　娘たちを愛してくれるやさしい父親だけど、過剰な愛はときとして心を傷つける刃やいばにも変わる。いまはもう、そのことを畏おそれず父へ伝える決意を固めていた。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者を魔界へ連れてきた方法も、ぜひ訊ききたい。

　これで理刀の能力を気にすることなく、彼をいつでも魔界に招待できる、という嬉うれしい気持ちがあることも事実である。

　マイルドペイン城を出たあと、キュートとスイートは足早に二〇分ほど歩いてようやく、ササラから聞いた「公園、あるいは憩いの広場」に到着した。

　ハンサムは？　背が高いから、目立っているはずだ。キュートとスイートは、ふたりならんで、公園の中を見回した。

「いないわね」

「いらっしゃいませんわね」

　マイルドペインは｛傀儡回しプレイヤー｝が治める街だから、術式を使って身を隠すことはできないはずである。

　スイートと背中を合わせ、キュートはぐるりと視線を動かした。

「隠れる場所なんて、ないわよね」

「確かに。魔法は、使えないはずですから」

　人間界の公園とは異なり、芝生や密集した木々の間、鏡面のような池の上などを小しよう妖よう精せいたちが飛び回っている。

　キュートとスイートは、そんな中を歩き回った。

　いない。

　それほどひろい場所ではなかったから、一〇分も歩き回れば木や建物の陰などもひと通り見て回ることができたけど……、いない。

　どこかに移動したの？　もしいれば、むこうから声をかけてくるはず。ハンサムはまだ、娘たちに自分がやっていることがバレてないと思ってるだろうし。

　ふと思い出す。

　黒くろ媛ひめたちはいま頃ごろ、なにも知らずに魔界の街を歩き回っているだろう。

　理り刀とが魔界へきていることを、彼女たちにも知らせないと。

　みんなとの待ち合わせ場所に……、とここで思いつき、キュートは胸の前でパンッ、と手を打ち合わせた。

「スイート、放送塔ボイスよ！」

「ええ、わたくしもいま、それを考えていました」

　スイートが、まぶしい光を避けるように目を細め、アゴをわずかに上げた。彼女が顔をむけたずっと先に、放送塔ボイスが見えている。

　あそこから、マイルドペイン全域へ呼びかけてもらえばいい。

『ハンサム・フォンターナ様、放送塔ボイスまで大至急お越し下さい。娘さんたちがお待ちです』

　こんな感じで。

　ナイスアイディア！


　　　◆◆◆



　土ネズミたちの怒声が、うなり声が、雄叫おたけびが、絶叫が、咆ほう哮こうが、怒号が、理刀の肌をビリビリと刺激した。まるで硫酸でも吹きかけられたかのように、痛みさえ感じてくる。

　理刀は、倒れたケインの横に転がった〝下げ知ち式しき〟に飛びつくタイミングを計った。

　剣は、土ネズミたちの足もとに落ちている。下へ手たに取ろうとすれば、柄つかをつかむ前に蹴けり倒されてしまうだろう。

　すぐ横で、ルルヲリが涙をぬぐおうともせず槍やりを握りしめている。

　ハルピュイアの少女たちが、決死の覚悟で周囲に石の穂先をむけている。

　そんな中にあって、シルティがひとりだけ、

「みんな、おにいちゃんにヤなことするきだね？　ダメだよ。そんなことしたら、シルティシャープ、おもいっきりおこるよ？」

〝のほほ～ん〟にちょっぴり〝プンプン〟を加味したような表情で、土ネズミたちを見回している。

　いまの状況では、どんなに怒り狂ったフリをして土ネズミたちを威い嚇かくしたところで、なんの効果もないだろう。

　不意に、土ネズミたちの雄叫びがピタリととまった。理刀たちを取り囲んだ輪の内側にいる連中が、姿勢をわずかに下げている。

　くるっ！　そう感じた瞬間、理刀は視界の中心に〝下げ知ち式しき〟を捉とらえ、躊躇ためらうことなく地を蹴った。

　ほぼ同時に、土ネズミたちも動き出す。

　抗あらがうことなど決してできない大津波に飛び込んでいくかのような恐怖が、全身に突き刺さってくる。

　それでも理り刀とは足をとめず、走り、そして跳んだ。

　地面をすべるようにして、〝下げ知ち式しき〟の柄つかに手を伸ばす。が……、つかむよりも先に、土ネズミのひとりから剣を踏みつけられてしまった。

　反射的に顔を上げると、鈍器を振り上げた土ネズミの太い腕が……。

「……っ！」

　身を縮めた刹せつ那な、ゴッという重い音とともに、黒い影が土ネズミを吹き飛ばした。

「え？」

　影が、理刀の動体視力を遥はるかに上回る速度で、周囲を駆け回る。

　ゴウゥッ！　という鋭か風ぜ。

　ガアァッ！　という獣こ声え。

「なんだ？」

　まるで、理刀を中心に巨大な波紋がひろがっていくかのように、凶器を手にした土ネズミたちが弾はじき飛ばされていく。

　なにが起こってるんだ!?

　地面に手をつき、立ち上がろうとしたそのとき、

　どごおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

　突如の轟ごう音おんと熱風に、思わず身をすくめた。

　そして見たものは……、巨大な炎の柱だった。

　いつの間にか理刀の後ろに立っていたシルティが、晴れ渡った空を焼き尽くさんばかりの勢いで、口から巨大すぎる火柱を吐き出していた。まるで、火を吐く大道芸人のように。

　しかしながら、その姿は芸人というにはあまりにも神こう々ごうしくて……。

　理刀は、彼女の姿を啞あ然ぜんと見ていることしかできない。

　ゆっくり大きくひと呼吸後、炎を吐き出すのをやめたシルティが、驚きよう愕がくに目を見開いている土ネズミたちを見回しながら、

「θθζψω〝★■★〟ΘΞΠ、ΨΦっ！」

　彼女には似つかわしくない、鋭く尖とがった声で叫んだ。

　その途端、我先にといった様子で武器を投げ捨てた土ネズミたちが、両手で頭を抱え込むようにして体を丸め、地面に額ひたいをこすりつけ始めた。

　瞬またたく間に、すべての土ネズミたちが同じような体勢をとり、動かなくなる。

　彼らだけでなく、ルルヲリをはじめハルピュイアの少女たちも全員、両りよう膝ひざを地につけ、頭こうべを垂れている。

　シルティが、理刀にむかってエヘヘ～とゆるい笑みを浮かべたあと、エッヘンと豊かな胸を張った。

「あのね、〝シルティシャープはしそりゅうなんだよ〟っていったの」

「へ？」

　しそりゅう？　もしかして、始し祖そ竜りゆうのこと？　え？

　まさか。

〝シルティシャープ〟は、略して〝シルティ〟で、もっと略したら〝シィ〟になって……。

　まさかっ、まさかっっ、まさかっっっ！

　理り刀とは、シルティの愛らしい笑顔を凝視した。

「シルティって、シィちゃん？」

「おにいちゃん、だいすきぃ！」

　こたえになっていない行動だが、もはや疑いようがない。シルティは、始祖竜のシィちゃんだったのだ。

　廃はい墟きよに入ってすぐ、幼い女の子に化けた獣に遭あったとき、彼女は確か……。

『んとね、おとしよりになったらね、ピロリ～ンってばけるのがいるの。そんでね、ダマしてバリバリたべちゃうんだよ？　りゅうはね、おとしよりになんなくてもばけられるの。エヘヘ、すごいね』

　なんてことを言っていたような……。

　竜は、お歳としを召めさなくても化けられる、とシルティは説明してくれていたが、それが彼女自身のことだったなんて……。

「最初に言ってくれれば……」

「あのね、ハンサムしゃまがね、ナイショにしといて、あとでビックリさせようっていったから、ナイショにしてたの」

　シルティが、両手をひらひら動かしながら嬉うれしそうに踊り出す。ついでに、くるくる回りながら足を踏み鳴らし始めた。ひらひら、くるくる、ぺたんぱたん、と楽しそうだ。

　以前、シィちゃんと黒くろ媛ひめがテレビに出演したことがあったけど……、もしかしたら、そのときに見た黒媛のタップダンスを真ま似ねているのかもしれない。

　一〇回転ほどくるくるしたあと、シルティがピタリと足をとめ、理刀に無邪気な笑みをむけてくる。

「エヘへ～、ビックリした？」

「そ、そりゃあ、ビックリだよ」

「おにいちゃん、だいすきぃ～」

　シルティが、すかさず腕に抱きつてくる。

　わずかに加速したドキドキをなんとか抑えながら、理刀は彼女の顔を見下ろした。

「シィちゃんって、女の子だったの？」

　♂なのにビッグなバストの女の子に変化していたのなら、その理由を知りたかった。なんとなく、いままでのドキドキを返してほしくなる。

　シルティが、頰ほおを桜色に染めながらも、ニコッと満面に笑みを浮かべた。

「んとね、おにいちゃんがオトコのこだからね、シルティシャープはオンナのこになったの。だいすきなひととごっつんこしたいっておもってるとね、だいすきなひととはんたいになるの、だからシルティシャープはオンナのこになったんだよ」

　彼女が、理り刀との腕にぎゅ～っと抱きついてくる。胸も、ぎゅである。

　シルティの言ってることは、よくわからないけど……。

　もしかしたら、始し祖そ竜りゆうは成長の過程で性別を変えることができるのかもしれない。大好きな人と「ごっつんこ」したいから、という目的意識が強ければ。

　よくよく考えれば、シィちゃんの性別を確認したことないけど……。

　でも「ごっつんこ」って……たぶん、そういう意味、だよね？

　ストレートなシルティに、なんだか恥ずかしくなってくる。

「おにいちゃんとシルティシャープはね、おんなじ『こんとん』のちからがあるから、おにいちゃんにだっこしてもらってもね、へんげはまんまなんだよ」

　要約すると、理刀とシルティは同じ『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をもっているから、触れ合っても変化術が解けない、と言いたかったのだろう。

　……驚かされっぱなしだ。












　パキッ、と小さな音が聞こえてきた。

　すぐに、理り刀ととシルティの前へ一体の土ネズミが這はい寄ってきて、なにかを土の上に置いた。

　一〇センチほどの、骨？　いや……、歯だ。

　パキッ、ポキッ、ペキッ、ボキッ、ビキッ、バキッ、メキパキゴキベキポキピキバキッ。

　体を丸め地に伏した土ネズミたちが、次々となにか硬いものを折るような音をたてる。

　数分後、理刀とシルティの前には、土ネズミたちの前歯が山と積み上げられていた。

　一本でよかったのに……。

　歯を差し出した土ネズミたちは、まるで逃げるように地面の下へ戻っていったため、すでに一体もいなくなっている。

「いっぱいだね」

　しゃがみ込んだシルティが、歯の山をツンと指先でつついた。

　理刀はそんな彼女から、いまだ地面に両りよう膝ひざをつけたまま動こうとしないハルピュイアの少女たちへ、それとなく目を移した。

　その視線に気づき、ルルヲリが低くしていた頭をさらに下げた。

「始し祖そ様、ならびに始祖姫様とはつゆ知らず、ご無礼をいたしました」

　彼女に倣ならうように、他ほかの少女たちも同じ姿勢をとる。

　どうやら、理刀のことまで始し祖そ竜りゆうだと勘違いをしているようだが、ここで説明すれば話が長くなるから……、曖あい昧まいに笑っておくことにした。

「シルティシャープ、ボォ～ッてしただけだから、コトリさんたち、あたまあげてね」

　シルティの言葉に、ルルヲリがわずかに頭を上げる。だが、立ち上がろうとしない。

「たって、パタパタ～ッてとんでね、コトリさんはね、とばないとダメだよ？」

　シルティが言うとようやく、ルルヲリたちが立ち上がった。そして、極彩色の翼をひろげる。彼女たちにとって、始祖竜の言葉は絶対なのだろう。言われるがままだ。

「それでは、これで失礼いたします」

　翼を優雅に動かしたルルヲリの体が、土つち埃ぼこりを巻き上げながらふわりと宙に浮いた。五体の少女たちも、姫を追うように飛び立っていく。

　身をひるがえす間際、ルルヲリが理刀へチラリと目を流したあと、微笑ほほえみながら頰ほおを紅あかく染めた。

　だが言葉はなく、そのまま仲間たちとともに空へ昇っていく。

　そんな少女たちを見上げながら、シルティがうなった。

「むぅ、コトリのおひめさま、ダメだもんねぇ、おにいちゃんはシルティシャープのだからね」

　彼女たちの間で、どんなアイコンタクトがあったのか、理り刀とにはよくわからない。だから、ただ笑っておくことにする。

　あらためて周りを見回した。

　山と積まれた土ネズミの前歯。

　穴だらけになった土地。

　ピクリとも動かないケイン・コンドル。

　土ネズミの前歯を折り取ってくるのは、大会の一次予選でしかないらしい。ケインが、そんなことを言っていた。

　それじゃ、一本だけいただいていこう。

　理刀が、山になった土ネズミの歯にむかって、気楽な一歩を踏み出したときだった。

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　おりゃああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！

　どりゃああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！

　数多くの叫び声が、四方から雪崩なだれのように押し寄せてきた。

　半ば反射的に、理刀は歯の山から跳び離れた。

　木や建物の陰から、魔族たちがわさわさと現れ、理刀を、いや、土ネズミの歯を目指して群むらがってくる。どうやら、隠れて様子を窺うかがっていた参加者たちがいたようだ。しかも、あんなにたくさん！

　歯の山に襲いかかってきた参加者たちに巻き込まれないよう、理刀はシルティの腕をとり、さらに身を退ひいた。

　彼らが、互いにつかみ合い、殴り合い、押し合い、蹴けり合い、髪を引っ張り合いながら、なにやら口々に魔族の言葉を叫んでいる。

　シルティに通訳してもらわなくとも、なんとなくわかった。

「よこせこの野郎っ！」「オレのもんだ！」「歯ぁ、ゲットォ！」「てめぇ、痛いてぇだろっ！」「それはオレのもんだっ！」「キィー、髪引っ張んじゃないわよっ！」「うごぉーっ！」

　なんて感じなのだろう。

　理刀は、醜すぎる争いをポカ～ンと眺ながめていることしかできない。

「をぉ～、なんかすごいね」

　シルティも、両りよう眉まゆを跳ね上げたまま動かない。

　だが、騒ぎは一分もしないうちに収まった。

　まるで殺虫剤をむけられたコックローチのように、参加者たちが木々のむこうへ逃げ込んでいく。

　彼らの目を見張るような撤退スピードに驚き、ようやく気を取り直したときにはもう、目の前から土ネズミの歯はひとつ残らず消え失うせていた。

「歯っ!?」

　参加者たちの背中が、どんどん遠ざかっていく。見ると、倒れていたケインの姿がない。混乱にまぎれて、ちゃっかり逃げたのだ。

　マヌケな自分を呪のろいながらも、理り刀とはすかさず走り出した。

　が……、だれでもいいから捕まえる！　という気合いごと引き留めるかのように、シルティが腕に抱きついてきた。

「シルティ、離してくれ、歯を取り戻さなきゃ！」

「だいじょうぶだよ」

「いや、大丈夫じゃないって、早くしないと……」

「ん～、いっぱいあったから、みんなでね、なかよくわけっこしたほうがいいとおもうよ？　いっこのこってるしね」

　シルティが、右手をひろげた。

　その上にのっていたのは、土ネズミの歯。

　一本だけ、いつの間にか取っていたようだ。

　理刀は、グッと拳こぶしを握った。

「シルティ、ナイスッ！」

「エヘヘ～、シルティシャープ、えらい？」

「えらいえらい、すっごくえらいよ！」

　理刀は、シルティのピンクヘアをグリグリなで回した。

「おにいちゃん、だいすきぃ～」

　シルティが、舌足らずな甘え声で「だいすきぃ～」を連呼する。

「よし、あとは戻るだけだな」

　とは言ってみるものの、どっちにむかって歩けばいいのだろう？　ルルヲリたちがいてくれたら……。しまった……。

　こうなったら、根気よく歩き回って探すしか方法はない。

　そんな理刀の焦あせりと不安を知ってか知らずか、シルティがニコニコと新情報を口にした。

「あのね、せんちゃくさんじゅーめいさまがね、いちじつーかなんだよ？」

　え？　先着三〇名様が一次通過？　ちょっ、ちょっとそれじゃあ……。

　もたもたしている暇なんてない。とにかく、逃げていった参加者たちを追いかけ、そのあとについていけば……。

「だったら急がなきゃ、シルティ、走れる？」

「エヘヘ～、はしるよりも、ぴゅーっていくほうがね、はやくかえれるよ？」

　どんなときでも楽しげなシルティが、理刀に抱きついてきた。そして、するりと背に回り込む。

「シルティ？」

「シルティシャープね、おにいちゃんととぶのだいすきぃ～」

　ぶわさっ、と風が巻き起こった。

　左右に、灰色の皮膜をもつ大きな翼がひろがった。

　あ、そうか。シルティはシィちゃんだから……。

　ハルピュイアの少女に運んでもらったときよりもずっとなめらかに、やさしく、そして力強く、天そ空らへ。

　シルティの飛ひ翔しよう力りよくに身をまかせ、理り刀とは大空にむかって両りよう拳こぶしを突き上げた。

「シルティ、最高ぉ─────────っ！」

「おにいちゃんだいすきぃっ！」


　　　◆◆◆



「きゅ───っ、石頭っ！」

「ふん、話になりませんわね」

　精いっぱい背伸びをしたキュートは、スイートと肩をならべて放送塔ボイスの受付窓口の中へ潜り込まんばかりに身をのり出し、担当官のオジサンへ鋭い視線を突き刺した。

「そんなこと言われたって、こっちも困るんだよ？」

　人のよさそうな、それでも頭ガチガチのオジサンは、同じことを繰り返すばかりだ。

　せっかく放送塔ボイスまでやってきて、「ハンサム・フォンターナを大至急呼び出してちょうだい」と頼んだのに、首を縦に振ってくれない。

　ビョルンストライド王国の大公爵であるハンサム・フォンターナは、魔界全土でも有名な魔族だから、とてもではないが放送できない、というのがオジサンの返事だった。

　名前を口にするのさえ畏おそれ多い、という。それどころか、キュートたちのことを熱心でちょっとイタいハンサムのファンだと思っている節ふしがある。

　フォンターナ公爵家の六六六番目の娘、スイート・フォンターナ。同じく六六七番目のキュート・フォンターナだと何度説明しても、耳を貸してくれない。

｛魔界の至宝｝｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝のお姉様たちのことも知っているし、性格も詳しい、姉妹でしか知り得ない耳寄りな情報まで教えてあげたのに……。

「フォンターナ姉妹のファンクラブはどこの街にもあるし、つい先日はゴルゴンゾラとパルメザンのお嬢様方が遊びにいらっしゃって、街がかなり賑にぎわった」

　なんてことをさらりと言われた。

　フットワークが軽すぎるツインズに、意味もなく腹が立つ。加えて、なんの知名度もない自分たちのことが情けなくもなってくる。

「いいから、お父様を呼び出してちょうだい！　すっごく大切な用があるんだからっ！」

「この場で、わたくしたちがハンサムの娘だと紋章に誓ってもいいのですが、フォンターナの章しるしはそんなに軽くありませんの。あとあと面倒なことになるよりも、素直に放送なさったほうが身のためですわよ？」

　キュートは、スイートといっしょにオジサンをにらみつけた。

　だが、オジサンはまるで怯ひるまない。

「だからね……もし、万が一、本当に万が一、お嬢ちゃんたちの言ってることが本当だとしてもね、フォンターナ公爵のお名前を放送したら、街が大騒ぎになっちゃうよ。ただでさえいま、大事な大会が行われてるっていうのに……」

「ふん、ケチね。ネズミ探し大会がそんなに大事なの？」

「ネズミ探しって、お嬢ちゃん、そんな……」

　キュートの言葉に、オジサンが肩を落とす。

　そのとき、受付の奥が急に騒がしくなった。

「ああ、どうやら大会の一次通過者が決定したようだな」

　つぶやきながら、オジサンが仲間たちの動きを窺うかがっている。

「一次通過者？　理り刀とは？　お怪け我がなどなさってなければいいのですが……」

　スイートが、心配そうに受付の中を覗のぞき込む。

　キュートも、ひとまずは文句を吞のみ込んで、放送塔ボイス内のざわめきを静かに見守った。

　と、受付右手の壁際にスタイルのいい女性が現れた。額ひたいから一本の角つのが伸びた獣人である。落ち着いたグリーンのパンツスーツに身を包み、お腹なかの前で細長い指を組んでいる。

　魔力波による映像だということが、すぐにわかった。壁のポスターが、彼女の体を通して透けて見えているから。

　女性が、薄いルージュを塗った唇に自然な笑みを浮かべた。

『全言語放送にてお送りします。たったいま情報が入りました。現在行われている〝ササラ姫のお婿むこ様さま選考会〟の一次通過者三〇名が、つい先ほど決定いたしました！』





エピローグ







　デジカメがあったら……、と残念に思いながらも、マイルドペインの街をそれなりに楽しみつつ、頭の片隅でハンサムの姿を捜していた亜あ威い黒くろ媛ひめは、突如中空に現れた角つののある女性に見入っていた。

　立体映像のようなものなのだろう、むこうの建物が透けて見えている。

〝ササラ姫のお婿むこ様さま選考会〟という言葉を聞いたときにはさすがに驚いたが、すぐに喜びが湧わき上がってきた。

　ササラが、結婚を決意したということだから。

　素晴らしい男性が、純粋な彼女のハートをしっかりと射とめてほしいと思う。

　角のある女性が消え、代わりになにかしらの映像が流れ始めた。

　石造りの建物をバックに、集まった一〇数人の魔族がなにやら言葉を交わしている。

　テレビのようなものだろうか、と黒媛はそこに映っている魔族のひとりひとりへ順番に目を移していった。

　ふぅ～ん、この中からひとり、お婿様を選ぶのか。ササラと相性のいい男性がいればいいけど……、でも、結婚はやっぱり恋愛のほうが……、ん？

　ひとりの少年に目が留まった。

「え!?」

　映像に駆け寄り、目を凝こらしてもう一度よく見た。間違いない。

　でも、どうして彼が魔界にいるんだ？


　　　◆◆◆



　その映像を前にして、美み々み津つ巴ともえは魂に爪つめを立てられたかのような衝撃を覚えていた。信じられない、信じたくない、といった気持ちも同時に。

　もし百もも香かと手をつないでいなかったら、この場で気を失っていたかもしれない。

　どうしても心細いから、とハンサム捜しを百香とペアにしてもらったのが幸いだった。

　しかしこの状況は、とても幸いとは言い難がたい。

〝ササラ姫のお婿様選考会〟が、いつどこで行われようが、それは構わない。請われれば、いくらでも手伝うし、素敵な相手が決まれば祝福だってしてあげたいと思う。

　でも、でもでも……、彼とだけは……。

　百香が、握った手に力を込めてくる。

「巴ちゃん、わたしがいま見てるのって、幻とかじゃ、ないよね？」

「……う、うん、たぶん、わたしも、百香ちゃんと同じ人、見てると、思う」

　大きく引いた映像だったら、見間違いや人違いということも考えられるけど、いま現在映っている少年の画像は、胸から上のアップである。しかも、見知った女の子までいっしょに映っているから、別人である可能性は限りなくゼロに近い。

　でも、でもでも……。

　失神しそう。


　　　◆◆◆



　目がくらみそうになりながらも、キュートはスイートと顔を見合わせた。

　さすがの彼女も、啞あ然ぜんとした表情のまま口をパクパクさせているだけだ。

　映像の中の女性は、いま……、なんて言ったの？

　ササラ姫の……。

　お婿様……。

　選考会？

「「……………」」

　スイートから視線を外して数秒後、ようやく頭を整理したキュートは、とにもかくにもいまの自分にできることをした。

「きゅ──────────────────────────────────っ!?」

　叫ぶのだ。













　　　◆◆◆



　理り刀とは、トップで一次予選を通過した。

　シルティの翼に運んでもらったのだから、ほとんど反則だったけど。

　大会の進行係からなんの注意も受けなかったから、ヨシとしておく。

「おにいちゃんがいちばんだね！　よかったね！　うれしいね！」

　翼をしまったシルティが、さっそく理刀に抱きついてくる。

「シルティのお陰だよ」

　理刀も、彼女の背に腕を回してぎゅっと抱きしめた。

　シルティが、理刀の胸に頰ほおをこすりつけてくる。そんな様が、とても可愛かわいらしい。

　互いに喜びを分かち合う。

　こんな雰囲気は大好きだ。

　力を合わせ、困難をのり越える。

　こうやって絆きずなが深まっていくのだから。

　大会のスタート地点だった遺跡の前には、たくさんのカメラ、らしきものをもった魔族たちが集まっていた。

　理刀は、そんな彼らに構うことなく、シルティと笑い合った。

　達成感というものは素晴らしい。たとえまだまだ一次予選だったとしても、「二次も三次もドンとこい！」という気持ちになれるから。

「本当に、シルティのお陰だよ」

　理刀は、華きや奢しやで折れそうなシルティの体を強く抱きしめた。

「おにいちゃんだいすきぃ～」

　彼女も、ぎゅぎゅぎゅ～っと抱きついてくる。

　周りに、多くの魔族たちが集まってきた。

　スーツに腕章をつけているから、人間界でいえば報道関係者といったところかもしれない。そんな彼らが、理刀に次々とマイクを突きつけてくる。

　なんらかの質問を受けているのだろうが、言葉がわからない。

「オレ、人間ですから、その、言葉を……」

　理刀が口を開いた途端、日本語での質問が雪崩なだれのように襲いかかってきた。

「人間界から参加した理由は？」

「魔界人との結婚を希望してるんですか？」

「ササラ姫へひと言お願いします」

「もし、ササラ姫の婿むこに選ばれたら、居住地はやはり人間界ですか？」

「ササラ姫を人間界へ連れていくつもりですか？　そのような暴挙は、姫を慕したうマイルドペインの全住民が許してくれないと思いますが、そのあたり、いかがでしょう？　おっとと、まだ婿むこになると決定したわけじゃありませんけどね」

「人間ごときが……失礼、人間が、畏おそれ多くも魔界の姫、しかも人気ナンバーワンのササラ姫と結婚したいと思ったキッカケは？」

　質問の連続に、こたえる暇もない。

　おい、だれだ、頰ほおにグリグリとマイクを押しつけてくるヤツは？　なんだか怒りがこもってないか？

「わきゃぁ」

　周りの熱気に、シルティが理り刀とに抱きついたまま身を縮めている。

　どうにかして、彼女といっしょにこの人ひと混ごみから逃げ出さないと……。

　と、その前に……。

　数回、ササラ姫の名前が聞こえたけど……。

　ササラ姫の婿に選ばれたらって、どういうことでしょう？

　ササラ姫に、なにか関係あるの？

　理刀は、シルティともども魔族たちからもみくちゃにされながら、眉まゆ根ねを寄せた。

　まさか、ロイヤル・カップルって……。

　質問が、雨あられと降り注いでいる。そのどれにも、もはやこたえる気力がない。







　もしかして、フォンターナ公爵に謀はかられた？





あとがき







　おはようございます。あるいは、こんにちは。もしくは、こんばんは。

　野の島じまけんじです。




　いきなりですが、この場をお借りして『彼女の父親』という存在について少し考えてみたいと思います。

　ボーイフレンドから見れば、ほとんどの場合は自分よりもずぅ～っと目上の相手になるでしょう。

　ということは、ほぼ確実に人間的な経験値で負けているということになります。

　経済力でも勝てないはずです。

　包容力でも太刀打ちできないのではないでしょうか。

『彼女の父親』は、下へ手たをすると完かん璧ぺき超人よりタチが悪いかもしれません。

　しかも、彼女とは確固たる血のつながりをもち、精神的なつながりもあり、多くの過去をも共有しているという、決して切り離して考えることのできない存在です。

　父娘ならではの○○な秘密も、もしかしたら共有しているかもしれません。

『娘』と『彼女の父親』は、切り離しては考えることのできないキーワードなのです。

　彼女とその父親は、ある意味ワンセットと言っても過言ではないでしょう。

『彼女の父親』が放任主義者ならまだしも、娘を愛していたら、ボーイフレンドにとってはちょっと手強い相手になるはずです。

　これが溺でき愛あいとなると、さらに手強い。




　さて、ここでさらに考えたいのは、『彼女の父親』が愛まな娘むすめのボーイフレンドに対してどのようなアプローチをとってくるのか、についてです。

　父親だって娘には嫌われたくないでしょうし、物わかりのいい包容力のある親だと思ってもらいたいはずです。「パパ、大好きっ！」が理想でしょう。

　しかしながら、娘になれなれしい態度の男を見ると、どうにも我慢できない。

　外面と本音の一大決戦です。

　父親にとっての娘は、『一生手の出せない神聖な恋人』のようなものですから、その神聖さをなんとか守りたいと考えているはず。

　娘には幸せになってほしいと心から願いつつも、その神聖さを守り続けてあげたいというジレンマを、妙齢のご愛嬢をおもちのお父様方なら大なり小なり胸に抱いているに違いありません。

　というわけで、八巻でようやくフォンターナ公爵の登場です。

　六六七人の個性豊かな娘たちをもち、｛魔界の至宝｝や｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝や｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝たちをも凌りよう駕がする『彼女の父親』だから……、理り刀とはちょっと、いえいえ、とんでもなく苦労させられます。

　命にかかわるようなことに、半ば無理やり挑戦させられて……。

　娘を想おもう父の愛は、そう易やす々やすとその深さを測はかれるものではありません。ときどき暴走気味になるところが、玉にキズですが。

　そんなわけなので、がんばる理刀を応援してやって下さいね。




　今回もまた、たくさんの方々に助けて頂きました。

　一巻からずっと、わずかもクオリティを落とすことなく、それどころかさらなる攻めの姿勢を見せて下さる武む藤とう此史くりひと先生。

　プロットが遅い、原稿の直しがぬるい、シーンの詰めが甘いなどなど、いろいろ至らない作者をガッチリとサポートして下さる担当の笹ささ尾おさん。ならびに編集部の皆様。

　そして、八巻まで支えて下さった読者の皆々様。

　ありがとうございました！

　これからも、どうぞよろしくお願い致します。












































　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　現代医学ではそのすべての秘密を解明できていない脳という器官を個人所有し、現代工学の粋を集めてつくられた二足歩行ロボットよりもハイテンポで休日の歩行者天国を闊歩し、万有引力などものともせず０．３秒以上もの空中浮遊をやってのけるという平凡能力者。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　挿絵など描いて生活してます。

　　主な仕事は「オオカミは懐かない!?」（ファミ通文庫）「繰り世界のエトランジェ」（角川スニーカー文庫）等。

　　携帯をトイレに落として以来受信状態が悪いです。水洗いダメ！　ゼッタイ！

　　近々引っ越すよ!!　新生活!!

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/
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